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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






本文中に「＊」が付されている箇所には注釈があります。その箇所を選択すると、該当する注釈が表示されます。
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　バイストン・ウェルを覚えている者は、幸せである。

　この地上界に生まれでる赤児たちは、母親の胎たい内ないで人の形になっていきながら、母親をとおして地上世界の事々を感じ、学習まなんでいく。

　その母親がたつ世界が、この物語でいう地上界なら、子宮こそバイストン・ウェルに相当しよう。

　しかし、そこは、外界を感じるにはあまりにも奥おく深ふかく、また母親という流動的かつ感情に支配された媒ばい体たいが存在するために、赤児は正確に外界を理解することはない。それでも、赤児たちは、その皮ひ膚ふ感覚と聴ちよう覚かくによって、外界にあるものを安全なものかそうでないかと識別できる能力をもって、生まれでてくるのだ。

　が、その赤児たちは、じつは、もうひとつの記き憶おくをもたされているのだが、不幸にして、外界の空気を肺はい腑ふいっぱいにして産声をあげたときに忘れてしまう。

　魂たましいが固有にもっていた記憶を、である。

　母親のなかの胎児が、この世界でもっとも安全なクッションである母親の体温と皮膚と内臓、さらには羊水という決定的なバリアーのなかで、魂たましいをつつむようにして肉体を具備していくのは、魂が傷つきやすく感受性に富んでいるからである。

　魂は子宮を世界として、ひとつの肉体と合流して、新しい生命いのちを獲かく得とくするのだが、その魂の源みなもとは、初原にあっては空くう漠ばくたるもののなかで、浮ふ遊ゆうするように生成するものだった。

　しかし、生命をかさねていくうちに、肉体をうけつぐ遺伝子が、再生のための手法を生み出したように、魂も再生のメカニズムを構築していった。

　それがバイストン・ウェルという〝場フイールド〟である。

　空くうからの再生は、数億の刻ときをようする。

　それは、魂といえども、苛か酷こくな流れである。それゆえに、魂たちはおたがいに共きよう振しんしあって認識することができると、その再生のメカニズムを容易にする方法として、肉体からはなれた魂が、空にかえる前に逗とう留りゆうする次元をもうけたのである。

　それが、バイストン・ウェル……。

　肉体をはなれた魂たちは、空にかえる寸前に、バイストン・ウェルで、魂そのものの再生のための安息の刻をすごすことによって、空に帰りきらないようにし、そして、つぎに現れるための肉体の出現を待って、合流するという術すべを構築したのである。

　母親は、子宮をもつことによって世界をもち、バイストン・ウェルは、それら固有でありながらも微び小しような母親たちの世界とつながって、つぎの肉体が宿った瞬しゆん間かんに、魂を波動にのせてつぎの肉体におくりこむのだ。

　空は、その存在世界そのものが、母親という微小な世界とつながる直前の一瞬というあいだにあるのだが、オーラの波動にのることによって、魂たちは広大無辺な空という時を超こえることをおぼえたのである。

　それがために、魂は自己表出の手段として肉体を必ひつ須すとし、そしてまた、肉体の核かくになった。

　そのバイストン・ウェル世界と母親たちの世界をつなぐものが、生体力。オーラ力。

　オーラ・エナジー。

　その波動が無数といえる世界をつなぐ。

　この生命の波動があるからこそ、生命を有する個体は、潑はつ剌らつとした様相をその肉体に現すことができて、生き生きとした生命体の在り様をしめすことができる。

　そして、わたしたち人は、その一員であるからこそ、生命を生き生きと写し出してくれている他者を愛する。

　しかし、その魂たちも、肉体が現われなければ、世に出ることはなく、魂が魂そのものであるかぎり、空のなかに存在するものでしかないのであって、固有の存在を維い持じすることはできないのだ。

　光に似て、過ぎるものでしかないから……。それでは、なんと空むなしいものであるかと魂は洞どう察さつした。

　肉体を得てはじめて、魂たちは、その存在を固有な形としてしめすことができると理解したときに、魂は、存在として固有のものを手にいれるために、外にバイストン・ウェルを、内に生命を得たのである。

　しかし、肉体の存在をささえるものとして、その現れる場をあたえられた魂たましいは、固有の存在を堅けん持じするために、我そのものといった偏かたよった現われ方をするようにもなった。

　そのために、魂は、ときに肉体にとって不要なものとして、拒きよ否ひすることができる存在ともなる。しかし、魂を拒否した肉体は、じつは、肉体としての固有の存在さえも主張することはできないという背理のなかにある。

　生命の形として存在をゆるされた肉体だけでは、どのような次元であっても、生きるものという即そく物ぶつ的な意味しかあたえられない存在でしかなく、それでは、存在する意味もない。

　であるから、魂たちは、たえず再生した魂そのものが、固有の存在として物象的に確立された存在の場を得るまで、輪りん廻ねをくりかえすことに飽あきないのである。

　我々が住む現在。

　すなわち、胎たい児じにとって、母親のたつ〝場〟がそれである。

　その〝場〟が母親にとって危機的情じよう況きようになったとき、母親たちが彼女たちの独善的な判断だけでなく、胎児の存在を承知した身の処し方をしてくれれば、胎児の安全も獲かく得とくできる。

　この母親の立つ場というたとえこそ、我々のすむ地上世界であるのだから、バイストン・ウェルは世界にとっては、胎児である、といえる。

　その地上世界は、我々生命あるものを生かすための逼ひつ塞そく状態におちいる状況をまねいて、久しい。

　この状態があとすこしつづけば、我々をふくめた生物は、どこにいったら良いのだろうか、と困こん惑わくするだろう。

　このようなときに、魂たちは、この地上世界を座視することができなくなり、バイストン・ウェルの世界の存在を地上人に報しらしめることによって、地上世界の在り様を〝よきよう〟に維い持じし、再構築することをもとめだした。

　しかし、人は、近代にいたって、知ち恵えをつかうという局所的な生き方を発明して、魂の声を聞くことはなくなり、生命の源たる大地と海と空を破は壊かいしてきた。それでいて、人の知恵は、言葉遊びであることを知りながらも、また、欺ぎ瞞まんに満ちたものであっても、魂と愛を語ることで現世のある一いつ瞬しゆんの自己安息をもとめて、納得という知恵の部分の了りよう解かいを得てすませる術も手にいれた。

　それでは、世界を理解することはかなわず、生命の在り様を理解することもない。

　刻ときは飛ぶことはない。

　連綿としてつづくのである。そして、魂もそれにそうものなのだ。







　１　夢のなかで







　さえずる鳥の声が、あまりにはっきりとしたものなので、エレ・ハンムの瞳ひとみがそれを探すのだが、鳥たちの姿は木々の葉に隠かくれて見えない。

　そのエレの視線の不器用さを笑うように、小鳥たちは鳴き声をあげて、左右に飛びかう。

　それも一種類ではなく、チッチチ、クオッ、ククク…、ルルル、ピッピュールルル……と、さわがしいという形容があたっている声の交こう響きよう曲きよくをかきならす。

　木々が風をさえぎり、暑くもなく寒くもないと上体が感じるのだが、じつは、足元にカッとした硬こう質しつの熱さが湧わきでてから、上半身の心地よさが理解されるのだ。

　人は対比するものがないと、当り前に心地好い状態を意識されることはないのだと、エレはそう理解したのだが、その理解をするあいだにも、地面の熱は、エレを焼くように高温になっていく。

　それで、エレは走る。

　上半身にあたる空気はまだふつうだったが、頭と顔にあたる空気は冷たくなっていた。そのために、冴さえた聴ちよう覚かくと嗅きゆう覚かくから、森がかもしだしていた生物の腐ふ臭しゆうが急速にきえていって、まわりになにもなくなっていく。

　空くう疎そな感覚、というものを感じていくのだ。だから、『お母様！　父様！』と絶ぜつ叫きようしながらも、父のピネガン・ハンムはここにはいないのだ、という無力感に、絶望さえも底そこ抜ぬけになっていくと思える。

　エレはつまずいて、身体からだを大きく泳がせる。足が、地面から湧きでる熱気の層にすくわれたのだ。

『ああぅー!!』

　倒たおれこんでいくエレの視界いっぱいに、焼けた地面がせまり、それが柔やわらかい溶よう岩がんの灼しやく熱ねつの色だったので、全身を焼かれていくとわかってしまう。焼かれながらも、エレの身体は、溶岩そのものに変型した地面数センチ上に浮ういているままになる。

『ああ………!!』

　エレは恐きよう怖ふしながらも、両親を思うことをやめた。その決断があったから、エレは、熱が木を燃やすという因果関係を認識できた。

　ボウッ！　ボウゥン！

　溶岩の流れのなかにたっていた青々とした木々が、一気に炎ほのおに包まれていき、いったん炎に包まれた樹木は、乾かん燥そうした藁わらか竹の葉のように瞬しゆん時じに燃もえ尽つきてもいった。

　フワッ！

　エレの身体全体が、白骨にならずに、熱気に煽あおられて上じよう昇しようすれば、これは夢だ、夢なのだ、とわかっていく。

　いくつもの山をこえて、歩きに歩いたのは、昨日までのことだった。

　父のピネガン・ハンムがオーラシップで出しゆつ撃げきした日に、防ぼう空くう壕ごうにかくれて、父の艦かん隊たいがアの国の艦隊に壊かい滅めつさせられたらしいと知ったその日の夕刻から、逃とう亡ぼうのための山歩きをはじめた。

　母のパットフットと従者ひとり。

　それに同道するのは、もともと敵であったアの国のドレイク・ルフトの娘むすめである、アリサ・ルフトと、義理の娘リムル・ルフト。

　子供のエレにとっては、そのふたりの年上の姫ひめが同道することは、不思議ではなかった。

　なぜなら、アリサもリムルもエレの感性を苛いら立だたせるものは、なにももっていなかったからだ。

　リムルとはあまり口をきいてはいないのだが、そばに居るだけで、その姉らしい心こころ遣づかいが伝わってきて、居て欲しいと思える存在だった。

　アリサの、きさくを演じている健けな気げさというか一いつ所しよ懸けん命めいさには、エレは、大人おとなになったらアリサのようでありたい、あのように気を遣える女性になりたいものだ、と空想をした。

　それは大人びすぎている理解であろうが、エレはそういう九歳の姫である。

　三日つづいた山歩きは苦しく、彼女たちにしたがってくれた兵士は、姫たちの食糧の調達やら寝ね場所をさがすこと、道の偵てい察さつやらで、エレをいたわる暇ひまなどはなかったはずなのだが、律義な兵士は、何度となくエレをおぶってくれた。

　そんな兵士の苦労がわかるから、エレは歯をくいしばって歩いたつもりだったが、それでも、何度かは足をとめてしまい、そのままの姿勢で母に引きずられたりしたこともあった。

『いますぐにでも、大人になれないものか……！』

　それは脆ぜい弱じやくな子供の身体からだしかもっていない自分への恨うらみにちかい思いとなった。

　三日目の昼下り。

　先さき駆がけしてくれた兵士が、ゲッソリとこけた頰ほおに笑いをうかべて、ラウの騎き兵へいを案内して姫たちの前にもどってきてくれた。

　思ったほどの感動もなかったのは、疲つかれすぎていたからだろう。

　騎兵に抱だき上げられて鞍くらに跨またがったときに、気力がなくなっていく自分が情けなかった。目の前の馬では、アリサが手た綱づなをとり、リムルを抱くようにしているのを見て、お姉様たちは偉えらいと感じながら、エレは昏こん睡すいしていた。

　涼すずしい部屋に案内されたのも覚えていたし、粥かゆを食べたのも覚えていた。しかし、そのあと覚えているものは、夢のなかで体験することだけだった。




『大人の世界は、知識に支配されているのです。本当の心の思いにそった生活など、できなくなっているのが大人なのです』

　アリサに似た人が、エレの正面に立ってそう言ったが、彼女もエレもどこに立っているのかわからなかった。

　周囲はボンヤリとしていた。暗くはないが明るいというのでもなかった。だからといって空間ではなく、立っている、とわかる。

『どうしてでしょう？』

　エレは答えながらも、そのアリサらしい人の足が見えないことに、すこしだけイライラした。

『貧しい人は、暮しをたてるために、朝から夜まで働きづめですから、翌日あすの糧かてがあるかないかしか考えません』

『はい……わたくしには想像できない難しいことでありますな……』

　アリサの語る下々の暮らしようさえ想像がつかない。

『でも、姫ひめ様は、市し井せいの暮しを御ご覧らんになったことはおありではないのでしょう？』

　それはリムルに似た人だが、アリサかも知れないというていどにしかわからない。

『はい……貧しい暮しは、悲しいもののようですが……』

『わたしたちは、人々の暮しを城から見下すだけですから、ふつうの人々はわたしたちにとっては、別の世界の人々です……けれど、聖戦士ジョクは、わたしにいろいろと地上界のことを教えて下さいました』

『はい……』

　そう答えながらも、エレは、語っているアリサらしい人が、ジョクという聖戦士の顔に変っていくのを、当然のことのように凝ぎよう視ししていた。

『……すべての人が同等の権利と義務をもっていると考えるのが、地上界の考え方です。けれど、ぼくには、それが正しい考え方で、理想だとはわかっていても、その考えを社会全ぜん般ぱんに適用するのが正しいことだ、とは思えなくなっているのです』

　そう語るジョクの顔は、聖戦士という一個の顔から、一般的な男性の顔に拡大して、エレをつつむようにした。

　しかし、その視覚的な印象は、エレには恐おそろしいものには感じられず、そのジョクの意識が別のことを語りかけるのも聞いている。

『難しい話でありましょう？』

　その男性の声は、エレの理解をこえる話であることを気き遣づかって、優しい思いやりある言葉を投げかけてくれる。

『はい。でも、人には上下があるものですし、それぞれに役割があるのですから、おなじだということがわかりません……人が平等であるという歴史のあとには、また人の役割による違ちがいを認めなくてはならない、というお話の順序はわかります』

『個性をみとめることは、平等である。これは言葉のならびかたとして、すでに矛む盾じゆんがあるのに、それを理解できない考え方があるのです』

『ああ！　古い家具のほうが新しい家具よりも高く売れるということでありましょう!?』

　エレは、ジョクに聞いた地上の話のひとつを思い出していた。

『そうですね……！』

　男性一般の印象のなかに、父ピネガンの印象もあったことを見つけたのだが、そのときは、顔の印象はアリサのものに変っていて、貧しい人のたとえ話から直結するような気分で、言葉がこだましていた。

『高い地位についた人が、その地位を守るためにどうするかと考えるのは、貧しい人々がその日のためのパンをどのように手にいれるのか、と考えるのとおなじことなのです。そこには、それぞれが学んだ知識がつかわれます。赤児の心のままであることはありません』

『でも、知識は、生きていくうえで、大切な財産です』

『どのように？』

　そう問いかけたとき、アリサのイメージをもった映像は、グニャリとおおきく変型して、あたかもガロウ・ランの女王であれば、このようであろうというような醜しゆう悪あくな表情を見せた。

　しかし、そのイメージは、一いつ瞬しゆん間かんだった。それは、せせら笑いだけを表現していた。

『だって……毒になる草、そうでないもの……お城の建て方、この衣い裳しようの縫ぬい方、みんな知ち恵えの賜たま物ものです。知識の宝庫がなければ、人の暮しは成り立ちません』

『そうだな。その知恵が、知識に高められるという信しん仰こうが、人を誤らせるのだ……』

　シュン！　その映像は、音をたててきえて、エレの身体からだが浮ういた。

　エレが息を吞のんだそのつぎに、いつも夢でみるように、エレの身体は、急速な速度で落下につぐ落下をしていた。その落下するエレの視界には、ガロウ・ランの世界の奇き怪かいなものたちがはしり、かすめ、そして、フェラリオたちの姿からうまれる清せい冽れつな光が飛び散っていく。すべてが、好ましいものではなく、厭いやらしく激しいものに感じられてしまうものになって……。

「キャァァァァー」

　エレは、自分の絶ぜつ叫きようで目覚め、その瞳ひとみのなかに、母パットフットの瞳がほんのりとあった。しかも、その瞳は、ゆったりと頷うなずいて、大だい丈じよう夫ぶですよ、と言ってくれる。

　その動きをそう理解できる自分は、狂くるってはいない、大丈夫なのだと理解した。

　そのことをエレは、とても不思議なことのように感じながら、それでも、母の顔を確かめずにはいられず、手を毛布のなかから引き出して、母の顔に差し出していく。

　母の顔は、そのエレの指の動きを迎むかえるように傾かたむいてくれて、エレの指先に頰ほおのぬくもりを教えてくれながら、

「ここにおりますよ。大丈夫……怖こわいことはありませんから、お休み……それとも、冷たいものを飲みますか？」

　パットフットの唇くちびるはいつものようにゆったりと動いたので、それを指先で触ふれてみて、それがエレに唯ゆい一いつの安息の場所であることを確かめる。

「……お母さま……キスを下さい……」

　そう言ってしまうのを恥はずかしいと思いながらも、エレは、そう言っても良いのだろうと感じていたから、その自分の言葉にすがってしまう。

　自身がおかれている立場を理解しながらも、その理解するという認識行こう為いから、自分の現実的な立場が、いつかはこの母からはなれていくことでもある、とも想像できる。

　母、パットフットは、ただ微び笑しようをうかべて、エレの頰といわず唇といわずいっぱいにキスをしてくれた。

　その肌はだの感かん触しよくの心地良さに、これが最後であろうという予測が、冷える心に湧わき上がってくるのを知りながらも、エレは、本当に満足してつぎの眠ねむりにはいっていった。

　エレ・ハンム……。

　つぎの世を垣かい間ま見みることを宿命として背負った少女の、この場所での第二夜がはじまったのである。

　夢のない眠りは、その幼い身体からだにとって、もっとも優しいものになった。







　２　捕とらわれの身







「お休みになれたのでしょうか？」

　エレの寝しん室しつから出てきたパットフットに、ソファから中ちゆう腰ごしになったアリサ・ルフトと立ち上がっているリムル・ルフトが、おなじような顔を見せていた。

「驚おどろかれたでしょう。あんな呻うめき声をされて……」

　かすかに恥はじ入いったようすをみせるパットフットに、アリサは腰をソファにもどしながら、

「感受性のお強いエレ様ですから、お苦しみは想像がつくつもりです。胸が痛みます……」

　アリサは、立ってしまっているリムルの思いも代弁したかったのだが、そんなことしか言えない自分に、ソファにおいてあった読み止さしの本を膝ひざのうえにおく。その表紙には『ウラッサラの百の民話』と読める。ラウの国の北方の民話集であろう。

　パットフットの歩調にあわせて絨じゆう毯たんの下に敷しいたワラがギシギシと鳴った。冬の寒気がせまろうとすれば、石造りの城は暖気を逃にがさないために、床一面に藁わらをひろげて、そのうえに絨毯を敷くので、それがまだ間がないころは藁が軋きしむ。

　季節の変り目を感じさせる音ではある。

　城という石の構造物は、このような細工をしないと住むに耐たえられず、隙すき間ま風かぜをふさぐ工夫もふくめていろいろ為なされていた。しかし、地上界のヨーロッパの中世とちがうのは、ドアをつかうことは古くからおこなわれていたことで、まだ救いはあった。

　しかし、絨じゆう毯たんはコモン界でも高価なもので、どこにでも敷しきつめられているというものではなく、大国の城じよう郭かくであるタータラ城で公式につかわれる部屋でも、藁わらを貯蔵しているように見えてしまう部屋もあった。王城がそうなら、一いつ般ぱんの住居はもっとひどかろうという想像は安易で、むしろ、漆しつ喰くいと木でつくられた小さな住居のほうが、寒気にたいして容易に対処できる構造をもっている。

　城は、外敵にたいする防備を第一として建設された建造物であるから、季節にたいしてよく対応できる構造になっていない。このような場所を住まいにしなければならない王おう侯こう貴族たちの暮しのほうが、一般の人々より厳しいとはいえた。

　それでも、ラウの国主フォイゾン・ゴウの娘むすめであるパットフットとその孫娘であるエレにとっては、居間と隣りん接せつする寝室のこのふたつの部屋だけが、逃にげ隠かくれのできる唯ゆい一いつの場所なのである。

　高い身分であればこそ、王国、臣民を守るために、私事については、耐たえなければならないことがあると教えられ、それを身につけて成長する。それができなければ、寝ね首くびをかかれても仕方がないというのが、コモン界のこの時代の摂せつ理りだった。それについては、中世ヨーロッパや中東の中世史とおなじで、宗教と政治が混在した勢力版図に似た力の世界が連綿とつづいていた。

　敷き藁の音は、タータラ城やパットフットの嫁とつぎ先のミの国ではそうであっても、アリサやリムルの育ったアの国は、よほど温暖な地方であるために、季節の変わり目をあらわすということにはならない。

　ふたりの姫ひめには、その音は貧しさを感じさせて、なによりも、遠い北の辺境の地に来たと思い知らされる精神的なプレッシャーになっていた。

　孤こ立りつ感を想像させるのだ。

　だから、ふたりの姫にとっては、エレの苦しそうな寝ね言ごとは、幼女のものであるより、自分たちの心を代弁しているように聞えてしまう。

　リムルにとっては、後妻の母についてアリサの父親ドレイクの城にはいり、日ならずして、ドレイクが敵とみなしている国にはいったのである。母ルーザの再さい婚こん以来、落ち着きようがない自分の境きよう遇ぐうにも、嘆たん息そくを漏もらすことはしないように、気を張りつづけているのである。

　アリサは、父のドレイク・ルフトを裏切って、地上人であり聖戦士である騎き士しジョクにしたがって、敵国の王城に身をよせたのである。

　ともに、苛か烈れつな戦せん況きようがつづくなか、捕とらわれの身にもみえる暮しをして良いのだろうか、という逡しゆん巡じゆんに心はもまれ、ふたりの姫は、たがいに思いやる仕草を演じはしても、どうしたものかと相談することはない。

　事態の推移に身を任せるしかないと覚かく悟ごするしかないのであるから……。

　カチャと陶とう器きのさえた音がした。

　テーブルでお茶のしたくをはじめたパットフットの背中が、アリサの視界に映じると、

「わたくしにさせて下さい」

　その声とリムルの踏ふみしめる足音が、藁わらのきしみになる。

「任せて下さいな。これをお飲みになったら、お休み下さい」

「申し訳ございません」

　義妹いもうとのリムルとパットフットの背中を見つめても、アリサは立つのがおっくうに感じられて、失礼を承知で、パットフットのするに任せる。アリサの瞳ひとみには、壁かべにしつらえられたガス燈とうの光のなかでかがやく茶器の表面が、鮮あざやかに映るだけになる。

　リムルが警けい戒かいするような目つきをアリサにむけて、隣となりにすわってくれたので、膝ひざの上の本をソファにもどして立ち上がる。

「ウラッサラの百の民話……面おも白しろいのですか？」

　リムルが書名を読んでみせて、テーブルにむかうアリサに訊きく。

「それはね……伝承話には、生きるための教訓がありますから……それはね……」

　パットフットがカップをおいてくれるところにリムルと並んですわり、パットフットが正面にすわってくれるのを待つ。

　リムルが、テーブルの中央においてあった銀のお盆ぼんのクッキーを、パットフットのほうに寄せるのを見てから、アリサは口をひらいた。

「……父に会うために、ラウの国を出ることはかないましょうか？」

　そう言ってしまってから、そんな具体的なことを訊くつもりなどはまったくなかったのに、なんで、父を説得しようというようなことを思いつくのだろう、とアリサは思う。そして、あまりにも一方的にパットフットに身を任せきっている自分に情けなくなっているのだ、とアリサは自覚した。

　パットフットもリムルにも、その言葉は唐とう突とつに聞こえたので、はっきりと視線を返して、

「……会ってどうなさいます？」

　パットフットは思ったとおり、詰きつ問もんするように訊いてきた。

「……父に戦争をやめさせませんと……」

　アリサにだってわかっているのだ。すでに事態はひとりの女の言質でどうなるというものではない。だから、アリサは目を伏ふせて『言い過ぎました』と心で謝罪もする。

「おっしゃいますな。わかっております……けれど……さあ、お飲みなさい。身体からだが暖まって、よく休めますよ？」

「ありがとうございます」

　アリサは、気持ちが急せいている自分を諭さとされてしまえば、ますます恥はじ入って、カップに口をつけながら、自分が言ってしまった言葉が虚きよ無むを背負っているだけだ、と納得した。

　そういうことではなく、現実の事態のなかでできることをするだけでいいのだ、それ以上に望むことは、周囲の人々を困こん窮きゆうさせることだけなのだ。

「…………」

　リムルにも、砂糖もミルクもいれないお茶は、気持ちまでさっぱりとさせてくれるように感じられ、これなら、ここに住めるのではないかと飛ひ躍やくした感想にとらわれる。

　それ以上の理由などは必要はないと思える自分は、寂さびしいものだと思わないではないのだが、義姉あねのアリサが口にしたこと、自分の感覚の落ち着けどころといったものを体感すれば、そういうことなのだ、と思わないではない。

　ガス燈とうと暖だん炉ろのゆれる光のなかに、顔をあげたアリサの表情は、ほんのりとした暖さがあって、パットフットが言おうとしていることもわかっていると言っていた。

　そのような義姉となら、いっしょでいい、ということだ。それに、パットフットという女王の庇ひ護ごをうけるということは、借財をしてしまうというような劣れつ等とう感を感じないですむのではないか、と思わせてくれる安心があった。




　今というときは、ミの国をアの国の北の前線基地として、ラウを吞のみ込もうというドレイク・ルフトの軍勢が肉にく薄はくしているのである。その勢いは、すでにドレイク・ルフトの意思をはなれた巨きよ大だいな軍事行動として、アの国とクの国の総意に肥大していた。

　勝ちにのっている国運は、王ひとりの意思で制止できない事態であり、まして、アリサのような姫ひめひとりの諫かん言げんで止められるものではないのだ。

　それに、この戦乱はかつてコモン界が知らない様相のものでもあり、それが、時代の動きといっていいものにまで育っていたことが、解決を困難なものにしていた。

　それまでの戦争は、地上でいえば封ほう建けん制せい下の戦争そのものであって、王おう侯こう貴族や地方領主たちの領土を拡張する勢力争いというものでしかなかった。宗教戦争の側面はなかったので、力関係のあらわれようは単純であったし、戦争に参加するのは、騎き士し階級までの軍人たちが主しゆ軸じくでもあった。

　もちろん、領民たちも動員されてはいたが、国民すべてが動員されるという性質のものではなく、武力の威い力りよくも限定されているために、全面戦争になることもなく、戦争は、戦場という限定された区域でおこなわれて、その外にでることもなかった。

　軍人たちが自身の役割を戦せん闘とう行こう為いに限定して意識していたうえに、王侯領主たちも一いつ般ぱん人を戦争に巻きこむことを恐おそれたのは、領地の統治は、民一般を安あん堵どさせることであり、そうしなければ、租そ税ぜいを生み出してくれる人々に逃にげられて、領地の運営はなりたたなくなるという認識があったからだ。

　力で支配し、逃とう亡ぼう民を監かん視しする機構もあったのだが、基本は民意の安堵である。

　そうしなければ、城ひとつ経営できないという苛か酷こくな気候風土のなかにコモン人は暮らしていた。

　ガロウ・ランの跳ちよう梁りようといっても、それは、このコモンの世界の規き範はんのなかでおこなわれる小さな悪の行為でしかなかったのだ。

　それが、ギィ・グッガがガロウ・ランを束ねたころから、オーラマシーンによる機械化がコモン界、ことにアの国にあらわれたショット・ウェポン以来の開発行為からはじまって、コモン界の戦争の通念をかえていった。

　個々人の跳ちよう梁りようでしかなかったガロウ・ランが徒党をくみ、リーンの翼つばさをつかう地上人が聖戦士としてあらわれたころにも、その徴ちよう候こうはあったものの、ギィ・グッガは、より素そ朴ぼくでありながらも、ガロウ・ランの人心を掌しよう握あくして、アの国の機械化部隊に拮きつ抗こうしようとした。

　そして、ギィ・グッガが、アの国のオーラマシーン部隊に破れたころから、アの国は急速なオーラマシーンの増強にはしり、国民皆かい兵へいという概がい念ねんを成立させていった。

　機械を運用するために、膨ぼう大だいな兵力が必要となったのだ。

　そのことは教育機構の変革にまでおよんで、義務教育化が確立され、一いつ般ぱんの人々への啓けい蒙もう策も強きよう行こうされて、その急速な整備は、国力の疲ひ弊へいをよぶと同時に、それが次世代の国力を造成する予兆にもなる。

　そして、アの国まねの機械化が周辺国家によって模も倣ほうされれば、ますますアの国は、この強硬方針を維い持じするしかなくなっていた。やめれば、アの国の存立が危ういものになってしまう兆候が生まれてきたのである。

　そうなれば、国の運営は、ドレイクひとりの意思ではどうにもならないところまでくるのも当然で、国を運営するためには、拡大策しかなくなるものなのである。

　ショット・ウェポンが画策して、コモン界をかような方向にもっていった節はあるのだが、だからといって、ショットにしても、世界そのものを混乱させることを意思したのではなかった。が、発想は個人的なものでも、ショットの影えい響きようは、多大にコモン界をおおっていった。

　アリサの立場は、ラウのタータラ城にいるという事実が、すでに政治的な意味をもってはいるのだが、アリサがドレイクに戦争回かい避ひを嘆たん願がんしたところで、事態は変化することのない激流になっていた。

　それは、パットフットが父王フォイゾンに、夫のピネガン・ハンムとミの国のために力を貸してくれと嘆願しても、どうにもならなかったのとおなじである。




「父には、アリサ様のお気持ちを伝えておきましょう。けれど……」

　パットフットは、お茶がすむとそう言ってくれた。

「ありがとうございます。よろしいのです。自分でできること、できないことは承知いたしております」

　アリサはカップをテーブルにかえして、リムルがカップをおいたのを見てから、「片付けはさせて下さいませ」と立っていった。

　それをパットフットが任せてくれたので、アリサはテーブルのカップを盆ぼんにのせて、部屋の隅すみのテーブルに片付けてから、侍じ従じゆうを呼ぶための鈴すずを鳴らす。そして、ソファにおいてあった本を小こ脇わきにした。

「では、お休みなさいませ」

　ふたりの姫ひめは、見送りに立ったパットフットに礼をすると、居間のドアを開いた。

　暗い廊ろう下かに立っていた兵がガチャリと剣けんを鳴らして、周囲で警護にたつ衛兵たちに、姫たちの動きがあることを報しらせる。

　ところどころの柱に掲かかげられたガス燈とうの光が、硬こう質しつな寒気をみたした廊ろう下かの薄うす闇やみを浮うき彫ぼりにして、アリサとリムルは、ふたりの兵士をしたがえて自分たちにあたえられた部屋まで、石いし畳だたみの上を歩いた。

　藁わらのない石の床ゆかの足音は、ヒタヒタと冷たく、それでは足元からはいあがった寒気が、全身を固まらせるだけであろう、と思わせた。

　アリサは左手を泳がせて、リムルの手をさぐると、その指をつかみ、それを掌てのひらいっぱいに握にぎっていった。リムルの手がそれに応こたえて、より力をこめてきたので、それが妹のやることなのだと思う。







　３　カットグラⅢ







　遠くから見れば、上下に浮き沈しずみをしながら飛んでいる黒い風船のように見えるのだが、いま、その周辺に飛びかう数機のオーラバトラーとの関係でみれば、風船ではない。

　もっとちがうし、巨きよ大だいだ。直径は二、三百メートルあろう。

　黒っぽい表面は、雲のようなもので形成されて、球体を形成しているようなのだが、その表面は雲というよりは膜まくにちかい。

　天頂からのオーラの光をうけていても、光を反射するようには見えず、周囲をとりまくふつうの雲の群をしたがえながらも、それら雲海をわけるようにしながら、全体に上下に浮き沈みする動きも見せていた。

　その球体の表面を形成する雲の膜は、いくつものゆったりとした渦うずが巻いていて、それをかすめるように飛行するオーラバトラーが、五機。

　一機を、四機のオーラバトラーが攻こう撃げきしていた。

　その四機は、アの国のドレイク軍の正規軍のなかでも、もっとも数が多いハインガットで、それにたいするのは、ラウの国が正式採用しているドウミーロックに似ているのだが、すこしちがう。

　ドウミーロックに似ている機体は、バウンドをしながら浮ふ遊ゆうする黒い球体に突とつ進しんしては、左右のどちらかに回かい避ひ運動をして、けっして、雲の膜まく面めんに接せつ触しよくすることはない。黒雲の膜面は、その機体の航こう跡せきの筋を作るのだが、その筋は、瞬しゆん時じに渦うずのなかに溶とけ込んでいく。

　そのドウミーロックに似た機体を狙ねらうハインガットのフレイ・ボンムが、灼しやく熱ねつの筋をつくって、球体を構成する雲に吸いこまれていくと、そこに稲いな妻ずまが発生した。

　ドウーンッ……ゴゴゴッ……。

　その稲妻は球体の外にむかって、長大なスパークの筋目をみせ、球体の周囲もそれにともなって、渦巻く雲が随ずい伴はんするようにうねり狂くるった。

　ドウミーロックに似た機体は、数度目の突進を球体にかける。




「駄だ目めだぁー！　ドウンドロには近づいちゃいけないんだよー！」

　その機体のコックピットで、甲かん高だかい女の子の悲鳴があがる。

「気が散ると言っている！　静かにしろっ！」

　そう叫さけぶのが、ジョクこと城じよう毅たけし。そのジョクのシートのヘッドレストの上には、人形をすわらせるような小さなシートに座っていた羽根をもったミ・フェラリオ、身長三十センチほどの金きん髪ぱつのチャム・ファウが、革かわ鎧よろいを身につけて絶ぜつ叫きようしたのだ。

「……監かん視しに集中しろっ！」

　ジョクがそう言ったとき、一いつ瞬しゆん、視界はすべて殺されて、コックピットの周囲の窓に稲妻の閃せん光こうが舞まった。

「ヒャーッ！　駄目よ！　駄目ーっ！」

　革鎧に身をかためて騎き士しにも見えるチャムが、自分のシートの上で頭をかかえて、上体を膝ひざにまで折るようにするのを見れば、気性も覚かく悟ごもふだんとかわらないとわかる。

　チャムのシートは、ジョクの視界の死角をおぎなうために背後にむけられていて、その前には、潜せん望ぼう鏡きように似た覗のぞき窓があった。それで、ジョク機の背後の視界をカバーしているはずなのだが、ジョクの役に立つものではないのは、テレビ・モニターではなくて、光学器によるモニターでしかないからだ。気休めである。

　機体が激げき震しんしても、ジョクの挙動には動どう揺ようはない。コンソール・パネルの計器のデータを読み取りながらも、それ以上に、ジョクは周囲の敵の動きを感知していた。

　ビガウン！

　稲妻とはちがった轟ごう音おんと閃光が、一瞬間だけ左後方におこる。

「クッ！　一機は雷かみなりで撃げき破はされたはずだ！　確認しろっ！」

　ジョクが、チャムを叱しかりながらも、機体を反転させれば、周囲が明るくなった。

「……そこか!?」

　青空と眼下の雲がはしる光景にかわり、屹きつ立りつする雲くも間まに、残った敵の位置を同時に捕とらえられる。

　それができるのがジョクなのだが、特殊能力ではない。

　武術者のいうところの八はつ方ぽう眼がんである。

　敵が複数でもひとりでも、その動きのすべてが見えなければ、殺されるのが前提であれば、武術家は、視界をひろくとる訓練をするものだ。

　視点を正面においたまま、視野を広くとる意識をして、眼球を訓練するだけのことで、これを毎日やるかやらないかだけのことだ。そのようなことは、ジョクは、カラテをやっていたころから始めて、飛行機乗りになっても必要な視力訓練の一いつ環かんとしてつづけていた。

　その成果のうえに、オーラバトラーに乗ってからも、意識していたので、視界すべての対象を同時にとらえることができるようになった。視野は二百度にちかい。が、問題なのは、オーラバトラーのコックピットの視界は限られていることだ。

　だから、ジョクは、視力と同時に第六感ともいうべき知覚をも立ち上げるようにした。これは、敵対するものが殺気を発していれば、それが直線的で硬こう質しつな意志力といったものなので、感知できるようになった。

　オーラバトラーがもともとオーラマシーンであったために、感知能力が高くなったこともあろう。ジョクの感覚は、戦せん闘とう能力という部分で、それができるようになっていた。

　シャーッ！

　そんな音になって聞こえるものが、敵機が発射したフレイ・ボンムだ。それをよけながらも、機体の左ひだり腕うでに装備されているフレイ・ランチャーを発射するのだが、よけた勢いで発射するのではない。

　敵機との間合いをつめた、という勘かんにしたがって、敵機の胴どう体たいと腰こしの部分に照準をとった上での発射である。これも、八方眼的感知力による力があるからこそできる。単純な反射神経だけでは、乱射するだけになる。

　反射神経が細い一本の線の反応というなら、その数倍広い反応をジョクはできる。

　ドフッ！

　フレイ・ランチャーが発したフレイ・ボンムは、敵機に激げき突とつして一いつ瞬しゆん、炎ほのおに似た光の輪を空に咲さかせ、つぎに、その機体の腰の関節部分がおれて、灼しやく熱ねつした閃せん光こうが尾おをひく。それが撃げき墜ついの証しよう拠こで、あとは、黒こく煙えんの塊かたまりが黒雲の膜まく面めんを這はうようにからみついていけば、球体に吞のみ込まれて、オーラバトラーの残ざん骸がいが球面に弾はじかれたりしながら、それも吞み込まれていく。

　そのときは、ジョクは自機を反転させながら高度をとって、右方からのフレイ・ボンムの攻こう撃げきを回かい避ひして、その敵機の背後につけている。

「クッ！」

　気合を声にしないで、息として吐はき出す。

　フレイ・ボンムが数条の筋になって、その敵機に伸のびる。

　四本のうちの三本が地上にむかって消失しながらも、一本が敵機のオーラ・ノズルに激突して、炎が散るのに似た閃光を発する。

　ゴウッ！

　黒と炎の色が爆ばく発はつして輪になり、前面の胴体部が地上にむかって四散しながら数条の煙けむりの筋をのばす。

「左上ぇ！　剣けんっ！」

　気を取り直してくれたチャムが叫さけぶ。

「ンッ!?」

　ジョクの左右の腕うでと足は、まるでカラテそのものを演じるように動いた。

　操縦レバーとペダルは、機体操作をするワイヤーと直結しているのだが、そのワイヤーは強きよう獣じゆうの神経索さくと筋を利用したもので、パイロットの運動量を十倍以上にして機体につたえてくれた。この運動伝達倍数と反応速度が、機体の性能を決定するのだが、それだけでなく、パイロットの生体反応の強弱そのものが、オーラバトラーの全体性能を左右もした。

　そのためにオーラバトラーという名めい称しようを冠かんせられたのが、この人ひと型がたの機械である。

　バイストン・ウェルがオーラによって形成された世界であるために、人の生体力の強弱が反応速度にあらわれるのであろうが、ジョクは地上人である。

　コモン界では異次元人。

　それゆえに、コモン界の人々より強力な生体エネルギーをもつ結果になって、ジョクを聖戦士にした。つまり、地上界は、バイストン・ウェル以上に、オーラが充じゆう満まんした世界になっているのだから、そのような結果になったのであって、ジョクが特別に優れた資質をもっていたからではない。

　それは、ジョクが地上界に帰き還かんしたときに、オーラバトラーの能力が拡大して感じられたことで証明されていた。

　火か炎えん放射器の炎ほのおに似ているフレイ・ボンムの威い力りよくも、コモン界でつかう場合は、一機のオーラバトラーを撃げき破はするていどの能力でしかなかったものが、地上でつかった場合、ナパーム弾だんそのものといった破は壊かい力をしめしたのである。

　我々の住む地上界は、近代の爆ばく発はつ的な人口増加によって、オーラ界という別の要素が付加して、世界の様相が変化したのであろう。それは、ジョクの推測である。




　ジョクは、チャムの教えてくれた方向に自機をむけざま、右手にもたせていた剣を、敵機の腰こしを、下から斬きり上げるように振ふらせていた。ワーラー・カーレーンで、ジャコバ・アオンから戴いただいた剣である。

　ガビャッ！

　装そう甲こうが切断され、その下にある機体を構成するマッスルの束も抉えぐっていたが、致ち命めい傷しようではない。が、敵機は空でつんのめるように、前に落ちた。

「フッグッ！」

　ジョクの息を吐はくのと声を発するのが、いっしょになる。

　つんのめった敵機は、左手に装備されたフレイ・ランチャーをジョク機にむけようとしたので、ジョク機の足の爪つめが蹴け飛とばす。と、そのフレイ・ランチャーが空に飛び、ランチャーの発射管に内蔵されている火薬が爆発して、その爆発が呼び水になって、機体そのものが爆発をする。その閃せん光こうに呼応するように、黒雲の塊かたまりから伸のびた一本の稲いな妻ずまがオーラバトラーの爆発を吸引するようにしていく。

　ドルルル……！

　戦せん闘とう能力を喪そう失しつさせた別の敵機は、ジョク機の戦闘空域から離り脱だつするために、黒い球体の下に飛びこんで、山やま間あいに降下していってしまえば、ジョクは、そのような敵は追う必要はなくなって、高度をとる。




「……ドウンドロだとみんなが言ってたけど、なんなんだ？」

　ジョクはようやく息をついて、チャムに訊きく。

「周囲に敵てき影えいなし」

　チャムは報告口調から、「……思い出した！　モアイが言っていた！　怖こわいんだよ。痺しびれちゃう空気のボールだ」と説明してくれた。

「それはわかったが、本当は、ガロウ・ランの気の塊というのじゃないのか？」

　ジョクには、その雲の球体を正面にして、それが上下に浮うき沈しずみしながらも、一方の方向に移動しているのを見て、ニー・ギブンの説明を思い返している。

　地の底に住むといわれるガロウ・ランたちが住む地の底、ボッブ・レッスと呼ばれる界がある。ワーラー・カーレーンがある界ウォ・ランドンに対応する下層界である。

　そのもっともコモン界にちかい界に、トゥムと呼ばれる界があって、そこがガロウ・ランたち、地に逼ひつ塞そくするものの悪あつ気きが噴ふん出しゆつする場所で、そこから妖よう気きがコモン界に滲にじみ出るというのだ。が、その場所も固定した存在ではない、ともいう……。

　コモン人が生活しない荒こう野やや山さん岳がく部にあらわれるといわれて、そこからガロウ・ランたちがコモン界に排はい出しゆつされ、さらに、このドウンドロのような雲状の球体をボッブ・レッスの気の塊として排出することがある、というのだ。

　その球体にはいった者などはいないものの、ときに町ひとつが壊かい滅めつさせられるような嵐あらしがあると、それは、ドウンドロによるものだという噂うわさがたつのである。しかし、歴史的には、ドウンドロの技で廃はい墟きよに化したと確定された町や村はないとされている。

　伝えるにはあまりにも恐おそろしい現象であるから、人々が故意に忘れていることかも知れないのだが、

『つまりは、何もわかっちゃいないということだ』

　ジョクは、この黒雲の現象が最前線で観測されたときに、その流れる方位が気になって、ミィゼナーが伏ふせているちかくの整備工場から発進したのだ。

　対たい峙じするドレイク軍が、ドウンドロの動きに隠かくれて、接近してくる可能性があったからなのだが、一方でその〝界の破れ〟ともいうべきトゥムなるものが観測できるかもしれないと思ってもいた。

　しかし、ジョクたちが展開しているラウの国の南寄りのカラカラの山岳のどこにも、そのような〝落し穴〟などは見つけることはできず、ジョクは、ドレイク軍の六機の敵機と接せつ触しよくしたのである。

　ジョクが直接手をくだして撃げき墜ついしたのは今の三機のみで、のこりの三機は、ドウンドロと接触させることで撃げき破はできたのだが、ジョクには、手間取った戦せん闘とうになってしまった、という反省しかない。

「……あれ、薄うすくなっていくように見えない？」

　チャムが革かわ兜かぶとを脱ぬいで、金きん髪ぱつを振ふりながらジョクに訊きいてきた。

「ああ……トゥムは見つけられなかったな……」

　チャムの質問は、戦闘の反省を忘れさせてくれる。

「恐おそろしいこと言わないでよ。そんなの、聞くだけでも厭いやだ」

　チャムは自分のシートの上にたって、クチャクチャになった羽根をひろげて、それを両手でうしろに伸のばすようにする。そして、数回から羽根をふるわせると、トンボの羽根のように透とう明めいなそれを四枚のキチンとしたものにしていく。

「よしよし……！」

　チャムは自分の羽根の状態に満足すると、ブーンと羽根をふるわせてから、ジョクの前に舞まい下りてくる。

「なんだ？」

「背中、みてくれない？　汗あせっぽい」

　ジョクは周囲を警けい戒かいするため、機体をゆっくりと回転させながら、チャムの背中を見てやる。革かわ鎧よろいの背中が割れていて、羽根の付け根の肉の盛り上がりが艶つや々つやしていた。

「革鎧が、汗で色がかわっている……それ、重くないのか？」

　ふだんチャムが着ているものは、蜘く蛛もの巣の糸を織った布であったり、繭まゆ玉だまの糸そのものを織り合わせたものなので、革鎧がどんなに薄くなめしたものでも、明らかに数倍は重いはずだ。

「ちょっと重いんだよ。長く飛べないよ」

　手て袋ぶくろをはずした指で、チャムのふるえる羽根の付け根のあいだを首筋までなぞってやると、指に湿しめっぽさが感じられて、羽根の付け根の艶はきえていた。

「くすぐったいっ！」

「羽根のあいだの汗がなくなった……」

「フン！……そうか……!?」

　チャムは、納得するとパタパタと自分のシートに上っていく。

　こんな風にチャムの背中を触さわらせてもらったのは、はじめてだった。衣い裳しようが変わったので、こんなことになったのだ。

　羽根の付け根は、一枚の羽根ごとに独立しているようなのだが、背骨の割れ目といったところは産毛におおわれていて、肉が盛り上ったような状態に見えて、気持ちがいいものではない。が、ジョクにはもう当たり前のものにしか見えなくなっていた。

「チャムの革鎧の革は、薄うすくなめしたものだから、そんなに暑いわけはないんだがな。意外と神経質なんだな？」

「そりゃ、ふつうの神経はもっているわ。見ないでね？」

「なにしているんだ？」

「お尻しり出して、汗あせ拭ふいてるの」と、生意気なことを言う。

「……ああ……後続の連中が、トゥムを見つけてくれているといいんだがな……」

「それは言わないのっ！」

　そのチャムの声と同時に、ゴン！　と、ジョクの後頭部にチャムの足あし蹴げりがくる。

「こいつ！」

　手で払はらうようにして、ジョクは思わず振ふり向いていた。

「見るなっ！」

　シュッ！　とチャムの足蹴りがジョクの顔にせまっていたが、こういうことには、十分になれていたので、避よけるのは造作ない。上半身を裸はだかにしたチャムは、正面の透とう明めいなフロント・ハッチにぶつかりもしないで、身をひるがえしてまたシートに足をかける。

「ハハハッ！　見ちゃった。そんな恰かつ好こうでそんなことをやれば、そうなるだろう？」

　ジョクが無理に茶ちや化かすように言うのは、自分を奮ふるい立たせようとしたからだ。どうしても、いましがたの戦せん闘とうが気にいらないということが、気分を滅め入いらせていた。

　戦果だけをとれば、聖戦士ともて囃はやされるのに充じゆう分ぶんなのだが、ジョクにとっては、この新型のカットグラが、まだ自分に馴な染じんでいないのである。

　それが気になるのだ。

『疲つかれている……』

　その感覚こそ、オーラバトラーのパイロットにとっては、面めん倒どうな問題だった。オーラバトラーは、パイロットの気力が明確に機体の性能になってあらわれてしまうからだ。

　ことに、この新型の機体は、ラウの国がアの国からカットグラの原型機のノウハウを買って独自に建造した機体で、それをベースにして、ジョクが昨日までつかっていたカットグラのマッスル、神経索さく、備品を流用させて形にしたものである。

　前のカットグラのオーラ・ターボが、ドウミーロックのオーラ・ノズルとの相性が良く、物性的にも前のカットグラにくらべて数倍も強力なものになったので、改造がうまくいったという代物である。

　技術の進歩はすばらしく、前のカットグラでつかわれていたオーラ・バッテリーの構造も解かい析せきされて、オーラ・ターボの図面とともにラウの中央軍事廠しように送られて、そこで製造されたバッテリーが、この機体にも装備されたことが、性能面では良い方向にはたらいてくれたのだ。

　その結果、この機体はドウミーロックとは似て非なるものになり、その上、ジョクは、機体の頭部に、前のカットグラのものをすげ代えさせたのだから、機体はカットグラそのものといって良いものになった。

『ドイレク軍は、カットグラという名めい称しようはすでにつかっていない。だったら、この機体の名称は、カットグラのままにする』

　ジョクの希望は、ラウの国のフォイゾン軍にうけいれられて、カットグラⅢとして制式採用された。

　そのために、このあとにも回収がつづけられて、ジョクは反対したにもかかわらず、ラウの技術者の几き帳ちよう面めんな性格が発揮されて、機体はよりカットグラらしいシルエットにするために、テール・ノズルの外形が修正されたり、爪つめの形や肩かたの形が成型されて、本当にカットグラそのものになってしまったのである。

　補給部品がドウミーロックと共用のものがあれば、戦場では融ゆう通ずうが効くので、あまりにカットグラらしいものを追つい求きゆうすると、その互ご換かん性が損われる危険性をジョクは心配した。

　しかし、視覚的な印象を大切にするコモン人たちは、補給部品の保証はすると主張して、そんな改修作業を数日という時間もつかわずにやってしまったのである。

　しかも、今後のためにも、前のカットグラの機体も稼か動どうできるように整備をするための専門チームも組んでくれたりしたのだから、ジョクも口をはさむことができなくなってしまった。

　オーラマシーンについては新興国であるラウの技術者たちは、地上界でも兵器の自国開発に執しゆう念ねんを燃やしているスウェーデンやイスラエル、台たい湾わんなどの技術者集団とおなじであろうし、新技術を取り込んでいこうとする後進国の技術集団とも同列であろうと思う。

　が、それにひきかえて、ジョクは、先進国になってしまっている日本という国の現状はどうなんだろうと想像して、あまり積極的な施し策さくを聞かないな、と思い出したりした。

『新聞も読まないし、インターネットもひらかなかったものな……』

　すくなくとも、自分の大学の理科系の連中に、新規になにかを考えたいという気き概がいを感じることがなかったのは、思い出せるので、ラウの技術者たちの意気込みに頭がさがったものだ。

　それでも、ひるがえってみれば、ラウの技術者の全身全ぜん霊れいをうちこんでオーラバトラーの改修をする姿を見れば見るほど、コモン界がオーラマシーンという機械に汚お染せんされているのではないかという懸け念ねんにとらわれてはいく。

『しかし、俺おれたちの世界でも、エレクトロニクスに頼たよった生活を否定できないのとおなじように、これも否定できない……これが進歩だと信じられてしまっている……』

　その思いは、現代人としては辛つらいと同時に、薄うすら寒さを感じてしまうのだった。

　この潮流をとめることなどはまだできないでいるのが、バイストン・ウェルをふくめた人類のレベルであるのだろう。







　４　ドウンドロの誘い







　ドウンドロの影かげは、周囲に浮うかぶふつうの雲にちかい色になって、ノイズだけを発していた無線機から、後続機の呼びかける声が受信できるようになった。

「トゥムなど見えない！……聖戦士はどこか！」

「ドウンドロの東の戦せん闘とうの光は確認している！」

「こちらハゼだ！　ハゼ！　変針する。集結しつつも、周囲の索さく敵てきはおこたるなっ！」

　ジョクは、そう呼びかけながらも、

『おれにはもっと厳しさが欲しいんだ。戦闘のつめが甘あまい』

　ジョクは新型の機体との相性の問題を考えながら、自分の戦法そのものに不満を感じる。

　これからのドレイク軍との交戦のことを考えると、敵する数は数十倍であろう。鋭するどい戦法を編みださなければ、生き延びられないだろう。

　しかし、戦争情じよう況きようというのは、ひとつのことを学んでから、つぎの戦場に出るということを許してはくれない。事態はいつもいきなり起こるものだ。

　それでいて、戦史を学べば、準備をしたほうが勝ちというのが相場なのだから、つけ焼刃ばでは対応できないのである。だから、戦術は考えなくてはならないというのが、第一線にたたされた者の任務である。

「敵てき影えい！　真上だ」

　汗あせを気にしていたチャムが、ジョクよりも先に敵影を発見するというのは、誉ほめるしかない。

「どこだ!?」

「ドウンドロの上だ！」

　チャムは、革かわ鎧よろいをたくし上げたままで正面を見ていたので、あわててシートにすわっていく。

「すまない。油断していた」

　ジョクはドウンドロを形成する雲がかなり薄うすくなっていながらも、まだ、その雲の渦うず巻まきを視認できるのを確認しながら、そのうごめく雲の上にゴマのような影を見つけられた。

　ドウンドロ全体が降下したために見えたのだ。

「六機編隊をドウンドロの上空数百メートルに発見！　高度とって、迎げい撃げき！」

　ジョクは無線に怒ど鳴なりながらも、その影が、ジョクの戦闘にたいする迷いを知って、とりあえず攻せめにきたのではないかと疑ってしまった。

　そういうタイミングなのだ。

『カラテに先手なし……が、守りにはいったら手足を矛ほこと槍やりにする』

　つまり、一度、格闘戦になったら一点に集中して敵を撃破しなければならない。その精神をジョクは長いあいだ忘れていたような気がした。

「しかし…それだけじゃない」

　ジョクは、ドウンドロの雲の上に展開する敵機の影かげが左右に開いていくのを見上げながら、中学時代にすこしばかり習っていたカラテのことを思い出す。

『カラテとは人に打たれず人打たず事なきを基とするなり』

　いつも一言多いカラテの先せん輩ぱいが言っていたことで、その言い回しの文法がよくわからないというのが実感なのだが、要するに打つな打たれるな、が基本だという。それでは格かく闘とう技ぎの意味などはない、と思ったものだ。

　こんなときに、そんな無意味なことを思い出すのはどうかしていると思う。

「精神論がなんだっていうんだ！　生きるか死ぬかしかないときに、強くなければ勝てない。勝つためには、強くなければならない。が、強くあるためには、鍛きたえるしかないということだ！」

　独ひとり言ごちた。が、格闘戦を想定していてそう教えるということは、どういうことなのか？　とは想像する。八方眼とおなじなのではないか？　と類推する。

　一点だけを見ていたり、ひとつの手法や技にだけこだわっていれば、どのように動き攻こう撃げきしてくるかわからない相手にたいして、対応できない。

　技をつかわずに勝て、というのは、相手に戦闘をあきらめさせるようにするしかないことであって、それは、圧あつ倒とう的な戦力差を見せるしかないということではないのか？　しかし、機械化の戦争は、それさえも不可能にして、不必要な虐ぎやく殺さつをつづけてきたのではないか。

　武道にみられる教えなどは、遺い跡せきになったアナログの骨こつ董とう品！

「フッ……！」

　思考とは逆に、意識してカラテで教えられていた呼吸法で息をつく。腹の筋肉の襞ひだまで意識することができた。丹たん田でんと性器のすぐ上の筋肉も呼吸をしてくれる。男のシンボルは、筋肉のあいだに埋まい没ぼつして安定していて感じることもない。

「チャム、機種はわかるか？」

　ジョクは、チャムが望遠鏡のひとつがつかえるように、自機の姿勢をとりながら訊きく。

「ハインガットじゃない。ガベットゲンガーか？」

　嫌いやな返事が返ってきた。戦闘行こう為いというのは、こういうものなのだ。ハインガットであったり、ドーメとかドメーロであれば、いまの戦闘展開でも対処のしようがあったのだが、それ以上の性能のものが出てきたのだ。

　ドウンドロの影は薄うすくなって、それを楯たてにつかえるようには見えない。後続機より前方の敵機の編隊のほうが距きよ離りがちかい。カラテの教えにしたがえば、こちらが引くしかない相手である。

「ドウンドロは、ドレイク軍にとって面めん倒どうな方位に進行しているのか……？」

　余分なことを考えてしまうのは、今回、バイストン・ウェルに降りてからのジョクの習性になってしまっていることで、これでは、鋭えい利りな戦闘などはできない。

　集中して、戦闘を回かい避ひする。

　でなければ、一いち撃げきで撃破しなければならない。

　人を打たず打たせずに決着をみる前に、これをやらなければ、やられるのである。理念は、生き延びた者が、茶飲み話で後こう輩はいを脅おどかすために語ればいいことなのだ。

　しかし、オーラバトラーに精力を吸い取られたような疲つかれが、身体からだの芯しんにのこっている……なんとなく打だ撲ぼく傷をうけたような鬱うつ血けつ感といったものが疲れを感じさせるのだ。そういうことが、じつは、感じられなかった男のシンボルを動くものとして知覚させてしまう。

「チャム、降りろ」

「え？　なに？」

「今度の戦せん闘とうは、今みたいにはいかないだろう。やられるからな」

「そのつもりでやるのか？」

「死ぬつもりはないが、そうなりそうだな」

　ジョクは、機体の高度をあげていく。

「勘かんがするのか!?」

　チャムはまぜっかえしもしないで訊きいてきた。

「気がする……が、負けない」

「そうか。そうなら、いい」

　チャムは、まるで指揮官のような言葉遣づかいをした。それは、ミィゼナーで、ニー・ギブンなどの口調をきいていれば真ま似ねできることだろうが、ジョクには、ジャコバ・アオンが、チャムの口をつかって語っているように感じた。

「クッ！」

　敵の編隊は、浮ふ上じようするドウンドロを楯たてにするようにして、その左右に分かれたようだ。ジョクとしては、彼らより一センチでも高度を上げたかったが、影かげの薄うすくなったドウンドロの上下運動が、高度感を麻ま痺ひさせてくるようにも感じる。

　カラテに先手なし。無理して優位にたつことを焦あせる必要はない、と、ジョクは言いきかせ、乾けん坤こん一いつ擲てきを期する。

　そう覚かく悟ごした。丹たん田でんに力をこめるというよりも、気力をそこに押おしこめながら、上体を浮ふ遊ゆうさせるようにしていく。もう男のシンボルを知覚することはない。身体は、手足もふくめてひとつ、と意識できた。それでいて、肉体の感覚は周囲に伸のびていって、カットグラという機体の体内につながっていく。

　そのように意識できる。肉体が具備する感覚をカットグラにまで押しひろげて、そして、外界を知覚するという気分……。

　ドウンドロの薄くなりかけた球体は、まだしっかりとした外形を保っているように見えた。

「……なんでも利用してやる」

　そう口にしたとき、

「…………!!」

　チャムの意識がはじけるのが感じられた。頭上にチャムの神経の網あみといったものが拡ひろがったのだ。それが、カットグラの機体をとおりこして、前方空域をスキャンしたと思えた。

　一いつ瞬しゆん間かんの感覚……！

「来るぞ！」「はい」フッと正面のドウンドロの球体が退さがりはじめると、その間合いを見計らった六機のガベットゲンガーの編隊が左右の上、十六、七度という角度から加速してくるのが見えた。

「…………!!」

　ジョクはカットグラの右手に持たせている剣けんを正面に立てるようにして、その陰かげからフレイ・ランチャーを斉せい射しやできる姿勢で加速した。

　バウッ！　シャッ！　シャーン！　敵のフレイ・ボンムの狙ねらいは正確で、それに応こたえるには加速しかないのは正しかった。

「ヌッ！」

「ウーッ！」

　頭上にチャムの呻うめき声をききながらも、ジョクはフレイ・ボンムの筋がつくる壁かべを真まつ直すぐに突とつ進しんする。

　バフンッ！　左右にフレイ・ボンムの閃せん光こうが横にはしり、カットグラの加速が思った以上に早いとわかる。

「チッ！」

　かなり強力な感応が、前方空域から横にはしったが、敵のパイロットの戦せん闘とう意識は殺気である。それでは、それを回かい避ひした瞬間、こちらが追いかけることができる〝気〟としてジョクに感知される。

　フレイ・ランチャーを装備した左ひだり腕うでを加速による風圧を利用して流すだけにして、横に連射した。背後で閃光がひらめいた。

　しかし、ガベットゲンガーは、ハインガットより数倍強力な機体なのだ。

　おたがいに最大戦速で交差すれば、離り脱だつ速度も速い。なによりも、ガベットゲンガーの機動性能はいい。すでに、カットグラの背後で、つぎの攻こう撃げきのために追つい尾びする行動に移っているはずだ。

「来るっ！　左っ！」

　人形のようなチャムが、今の加速にも耐たえて絶ぜつ叫きようしてくれる。ジョクは、チャムの言葉を信じて、カットグラの左腕が後方に流れたままになっているのを幸いに、フレイ・ボンムを連射する。が、

「こっちからかっ!?」

　六機ものガベットゲンガーで攻撃すれば、かなり自在なものになるし、ハインガットのパイロットよりは腕も上であろう。すべてが、バーンほどのパイロットと見み做なす必要があった。

　シャワワワン！

　フレイ・ボンムがシャワーになって壁をつくるという感じだ。左全面に、稲いな妻ずまがぶちあたったような閃光がきて、視界がなくなる。

「クッ！」

　直ちよく撃げきはなかったのだが、そのすさまじさに、ジョクは最大加速のまま降下姿勢にはいり、コックピット全体が震ふるえ鳴った。

「アウッ!?」

　ジョクの視界が真暗になったが、ジョクの視覚から閃せん光こうによる残像が消えてから、闇やみのなかに炙あぶり出だしのようにチラチラと細く鋭するどいジグザグをえがく稲いな妻ずまを見た。

　コックピットは、ゴッゴッと振しん幅ぷくの多い震しん動どうにもみくちゃにされ、その上、機体全体が回転しているとわかった。

「……なんだ!?」

　フレイ・ボンムの直撃の震動ではない。

「…………!?」

　ズルリッと黒雲が渦うずになって見え、黒こく煙えんのなかにはいったような印象が目を襲おそった。しかも、その黒煙のなかに、チラチラと稲妻がはしる……。

「ドウンドロのなかなのか!?」

　ジョクがそう自覚したとき、コックピットには、地の底が発するような呻うめきにも似た音おん響きようにもつつまれていた。







　５　ショットの館







　重く低い音響は、風雨がつくりだすものではなく、いかにも、生物の発する声の息い吹ぶきそのもののように、生理を刺し激げきした。神経がささくれだって苛いら立だつとも感じる。そのうえ、細くギラつく稲妻が視覚を切り裂さいて、不安を喚かん起きした。

　ドフゥーン……！　と、その脈動にも似た音が前からすれば、機体は突つき飛ばされるように後退して、ジョクは呻いた。

　ドグッ！　その衝しよう撃げきが右からすれば、機体は真横にはしり、ジョクは呻いてしまう。ドウンドロの脈動が、物理的な力になってカットグラを弄もてあそぶのだ。

「クッ！」

　ジョクは本能的に、カットグラの姿勢をできるだけ小さくするために、両りよう腕うでを前に交こう叉ささせて、膝ひざを抱かかえこむようにさせる。カットグラの羽根もオーラ・ノズルも、胴どう体たいに密着するようにしたのだが、その姿勢を保持する間にも、機体は左右、上から打たれた。

　そのたびに、ジョクは全身をつつむ悪寒と、革かわ鎧よろいのしたに汗あせの層が溢あふれるのを感じ、手足の先に痺しびれがくる。

「フハーッ！」

　激げき震しんのなかで気をいれて、吐はく。情じよう況きようを正確に感知したいと思うが、身体からだが吹ふき飛ぶように押おし揉もみしだかれるので、感覚も作動しない。男のシンボルなど、体内に埋まい没ぼつしたままで、臍へその感かん触しよくさえもなく消えていた。

「おうっ！　お、お、おぅっ……!!」

　チャムの呻うめきを頭上にきけば、どうなっているのか気になっても、振ふり仰あおぐこともできない。

　ガガガッ！　機体が激震して落下し、跳はね上った。

『……クッ、杏あ耶や子こっ！』

　その名前が思い浮うかんだが、言葉にはならない。が、絶ぜつ叫きようはつづいた。

『アリサっ！　中なか臣おみさんっ！　どうしたらいいっ!?』

　呪じゆ文もんみたいに名前をならべる。虚こ空くうにきえてしまいそうな恐きよう怖ふを払はらうために、すがるものがあるとすれば、そのようなものしかない。

『ばあちゃんっ！　ダンボはいない世界なのに、こういうのだけは現れるんだっ！　どうしたらいいんだっ！』

　口を動かしたら、激震で舌を嚙かむだろう。ジョクは、稲いな妻ずまがきても目は閉じまいと決した。

　カラテの稽けい古ことおなじで、突つきがきても目を閉じず、つぎの攻こう撃げきを見なければならないという奴やつだ。そういうものにくらべれば、自然現象などに気を動転させてなるものかと思う。

　しかし、横に、上下に跳ね飛ぶカットグラは、ドウンドロの外にはじき出されないように、黒雲のなかを跳ね飛んでいる。

　薄うすくなっていたはずなのに、ドウンドロのなかは、光を吸収する雲の脈動そのものだった。

「フハーッ！」

　気を全身の隅すみ々ずみの麻ま痺ひしてゆく部分に送りこむようにして、痺しびれに負けまいと指を必死に動かしながら、機体を安定させようと手足を動かす。

「こんなことでっ！」

　反動を相殺するようにテール・ノズルをつかうようにしたが、テール・ノズルを背後に拡ひろげるわけにはいかなかったから、機体の制せい御ぎよはできない。

　ドヴフーッ！　と黒雲が呼吸をする。と、ドヴン！　ガリリリ……!!　と、ちがう激震が左からくる。

「ガベットゲンガーが!?」

　カットグラとぶつかったガベットゲンガーは、関節という関節からスパークを発して、腕うでに装備されたフレイ・ランチャーはなくなっているのが見えた。と、その影かげは、渦うず巻まく雲のなかに消えてしまう。

　と、別の空域で、爆ばく発はつらしい閃せん光こうが起る。

「アッ、ウッ、ウッグー！」

　チャムの嘔おう吐とするような呻きがした。

　数秒に一度きらめく稲妻が、わずかにコックピットないに陰いん影えいを浮き立たせるものの、稲妻のないあいだは闇やみにちかい。

　クスタンガの丘おかを守っている嵐あらしの壁かべとは異質である。

　自然現象ではなく、明らかに意思あるものと思え、そのようなものではなくても、何かの象しよう徴ちようにちかいものであるとは感じられる。

　ドウンドロは、明らかに地に棲すむものの〝気〟であろう。

　ジョクは、フロント・ハッチのむこうに支えていたカットグラの両手が、かすかに光り輝かがやくのを目にしながらも、何度目かの激げき震しんのときに気絶していた。




「ジョク！　起きろっ！」

　チャムの何度目かの声に、ジョクは目覚めた。頰ほおをペタペタと叩たたいてくれる感かん触しよくが、心地好かった。

　ドウンドロの気に脅おどされている不可解さと、人形のような小さな手でも、意思をもった人ひと肌はだであるというちがいは、圧あつ倒とう的に優しく、ジョクを心配してくれている意識が、そのちいさな掌てのひらをとおしてジョクの意識を覚かく醒せいにむけてくれる。

　人肌の暖かさという宝である。

「うっ……？」

　本能的にチャムの背後の景け色しきに目がいった。そこには、夕方の高空特有の濃こい藍あいがひろがっていた。

　はじめは静止しているように見えたが、いくつか輝き出したコモン界の星ともいうべき燐りん光こうがながれているのが見えた。かなりの高空の空の色だ。

「アハッ！」

　チャムの嬉うれしそうな顔が接近して、ジョクの頰にキスしてくれる。それも暖かい。

「……!?　ドウンドロはどうした……クッ……」

　ジョクは、シートベルトがあたる部分にかなりの痛みを感じながら、革かわ鎧よろいの汗あせの感触が冷たくなっているので、ゾクッとした。

「知らない。気がついたら、こうだったんだ」

「……ドウンドロが消えかかっていたから助かったのか……」

　ジョクは、周囲のようすをうかがいながらも、コンソール・パネルを一いち瞥べつして、それらが正常に作動しているらしいのに安心をする。精度については、あとで調べるしかないと考えてみる。

　コックピットの暖だん房ぼうの温度をあげ、革鎧の前を開はだけた。うかつに過すと風邪かぜをひきそうな嫌いやな感覚があったからだ。

　空の色は急速に夜の色にかわって、燐光が圧倒的な量でまたたきはじめるのに時間はかからなかった。

　いくつもの星座ともいうべき魚座が、大空をキャンパスにしていけば、ジョクもチャムもそれぞれの下着をとりかえて、戦せん闘とう食の乾かんパンと果か汁じゆうを口にした。身を守るための最低の用心である。

「アの国だな……」

　ジョクは真まつ暗くら闇やみの見える地上にいくつかの明確な光──電球の光だ──を見つけて、それを地図上に照合してみる。

「アの国って……!?」

　チャムはシートの背後から飛び上ってくると、ジョクの膝ひざの上の地図と外の光景を見比べて、

「あれがラース・ワウだっていうの？」

「そうだな。あんなに電気があるのは、ドレイクのお城だけだよ。それと、機械の館とその関連工場の電気の光が見えるというわけだ」

　ジョクは、高度五千メートルほどから観察できるアの国の心臓部ともいえる地形を確認して、ドウンドロの威い力りよくにあらためて舌を巻いていた。

　ラウの南の国境線からミの国を横断して、アの国の首都にあたるラース・ワウまで、カットグラで全速力で飛行しても十時間はかかろう。

「テレポーテーションだな……。外から観察するかぎり、ドウンドロは時速百キロとは出ていなかったはずなのに……」

　この世界の現象には、笑うしかないという気分にさせてくれた。理り屈くつなどはどこかに行ってしまっているという感じがするからだ。

「最盛期のドウンドロなら、ひょっとすれば、地上界にも行かれるかもしれない……」

　そんな想像もしてみたくなる。

「…………」

　ジョクが知れずに口にしたことから、あの激げき震しんのなかで、中なか臣おみ杏あ耶や子このことを思い出せたことが、類推させているのだと感じる。

　ジョクの家に、ボーイフレンド常とき田た俊しゆん一いちとあらわれながら、彼を無視するようにして、ジョクにあからさまな興味をしめしてくれた女性だ。

　ジョクにとって本質的に好きなタイプだったのだが、その上、想像以上の勘かんの良さをもっている女性だった。霊れい的てきなことに興味があって、ジョクのバイストン・ウェル体験を了りよう解かいしてくれて、警察や自衛隊が出入りするような事件がなければ、臆おく面めんもなく愛し合うことができる相手だと思えた。

　しかし、オーラバトラーが地上に出現するという事件の渦か中ちゆうでは、そういったロマンチックな時間などは一切もてなかった。

　その無念さと、それでも何度か杏耶子のかたわらで嗅かいだ彼女の体たい臭しゆうに、欲望を思い出させてくれるという記き憶おくは、安心できるものになっていた。

『杏耶子とやってみたい……あの子となら、いっぱいやらせてもらえる……』

　そういう欲望が勃ぼつ然ぜんとするというのなら、まだ消しよう耗もうしきっていない証しよう拠こだと信じていい。

「こんなときに、あそこに接近しても、ラース・ワウを攪かく乱らんすることも、ドレイクを暗殺することもできない……」

　戦時であれば、ドレイク・ルフトの所在などは、敵が想像できるような場所に居るわけはない。まして、巨きよ大だい戦せん艦かんウィル・ウィプスが、ピネガン王の特とつ攻こうなどで損傷したために、後退しているのであるから、ドレイクも艦のちかくにいると考えるほうが順当であろう。

　が、ジョクは、ウィル・ウィプスがはいっているドックの所在は知らないのである。

　リムル・ルフトは、その艦の存在を母のルーザから報しらされても、建造場所まで報されているわけはなかった。

　ジョクが知るものといえば、ショット・ウェポンの第二の機械の館までである。その場所はラース・ワウさえわかれば、特定することは容易だった。

「そうするか……」

　レーダーも実用化されておらず、それに代るオーラ探知といったものも、ショットはまだ開発していないし、夜間戦せん闘とう自体、まだ実用化されているというレベルではないのだ。

　まして、高度五千メートルに浮ふ遊ゆうするように飛行するオーラバトラーを撃げき墜ついできる高こう射しや砲ほうもない。

　この状態は、地上世界でいえば、第二次大戦勃ぼつ発ぱつ当時に似ている。ちがうことといえば、オーラ・シップの建造概がい念ねんが、一挙に大艦巨きよ砲ほう時代に突とつ入にゆうしたというだけである。

　ジョクは、カットグラのオーラ・ノズルをアイドリング状態にして、落下するような滑かつ空くう姿勢をとって、高度を下げていった。

「ミラールソ湖の南側のはずだ」

「あれだね？」

　チャムは、正面の透とう明めいハッチ越ごしに、光る湖面を覗のぞき見るようにした。

　地上でいえば、月にあたる燐りん光こうの塊かたまりが雲間からのぞいて、ジョクが目標にしている湖面を輝かがやかせて、漆しつ黒こくの大地に清せい涼りような光の面を浮うき出してくれた。

「ガス燈とうの光は、多いよ」

　チャムは、闇やみそのものの底とみえる大地に、いくつかの光の列を見つけ出して、喜んでみせた。

　一度、トーキョーの夜の光景を見知ったチャムには、闇の光景は恐おそろしいのだ。

　中世の地上界とおなじようなものなのであろうアの国の国土は、わずかな光の列を見せるだけで、それも、ガス燈の街灯でしかない。

　その光の淡あわく赤っぽい光の列も、街の中央部だけで、のこる光は、町を貫かん通つうする街道の出入口にあたる場所にもうけられている夜警のための詰つめ所しよや、張り番小屋や当番の家のものだけである。

　街の周囲は、稀き薄はくに点在する光だけになって、村の光などは、木々のあいだに見え隠かくれするほのかなものだけになっていった。

　大地の闇は、そのわずかな光を吞のみ込むような重さをもって、ひろがっているのだ。そこには、牧歌的な光景という甘あまさはなく、苛か烈れつな夜の闇しかない。

　秋がふかくなったという印象をはなつ湖面の光が大きくなって、その湖こ畔はんの一角に、ガス燈とうにくらべれば、白く鮮あざやかに輝く光が見えてきた。

　電気の光をもつ居城といえば、この周辺では、ラース・ワウ以外には、ショット・ウェポンのものしかない。

　ジョクは、その湖畔の反対側の森に降下した。

　カットグラの足が木々に触ふれる高度になれば、爪つま先さきで梢こずえをなぞるようにして、平行移動していく。オーラ・ノズルも水平に維い持じして、地上に排はい気きガスがあたらないようにも気をつける。

　ヘッドライトもつかわずにその高度を維持するのは難しいのだが、ジョクにはそれができた。

「見えるのか？」

　フロント・ハッチに張りついているチャムが、正面を見たまま緊きん張ちようして訊きく。

「見えないよ。カットグラの爪先の感かん触しよくを感じるだけだ」

「ホー！」

　ジョクは、前方の木々のあいだに電気の光がチラチラとしはじめたので、カットグラの機体を森の木々にもたせかけるようにして、降下させた。

　梢の葉が、かなりの音をたて、テール・ノズルをカットグラの背中の上にあげるようにして、抵てい抗こうをすくなくして着地する。

「偵てい察さつに行く」

「低く飛ぶんじゃないぞ」

　カットグラの足場を固めながら、ハッチの扉とびらを開いてチャムを送り出し一呼吸あった。

　遠く、犬の吠ほえる声がはしった。

「そうか……！」

　なにを感じたのかときかれても、ジョクに答えることはできないのだが、その犬のけたたましい声に、ジョクは機体から下りることをやめて、カットグラに歩行運動をさせて、犬の吠える方向に接近させていった。

　人の手のはいった林は、木々が整然としていて、カットグラが歩くには不自由ではない。

　ショットの居城は、城というよりは避ひ暑しよにつかう小さな離り宮きゆうといったものである。堀ほりはなかったが、犬の声はある一定の距きよ離りでとまったようだ。電気の光は、その吠え声のする方向の二階の窓からこぼれて、階下には電気の光はなかった。

「フーム？」

　けたたましく吠える犬がとまったということは、柵さくでもあるのだろう。接近してこない。

　木にして数本という暗がりの柵のむこうに、数匹ひきの犬が吠えつづけているのが見えた。

　ジョクは、自分がひどく危険なことをやっていることに気づいた。

『帰れるか？』

　チャムが遅おそいのを気にしながらも、カットグラのフレイ・ボンムを二階の電気の光のこぼれている窓に構えてから、正面ハッチを開いてチャム・ファウを呼ぼうとした。

「うるさいぞ！　静かにせい」

　ショットの声がした。

「…………!?」

　ジョクが見当をつけていた窓の隣となり、暗いフレンチ・ウィンドがひらいて、たっぷりとした衣い裳しようのショットその人のシルエットが、ベランダにあらわれたが、それでも、犬たちは吠ほえるのをやめなかった。

「静まれよ」

　ショットはベランダからの階段をおりて、その気配にようやく犬たちは吠えやむ。

　チン！

　チャムが緊きん張ちようして飛ひ翔しようするときの光が軌跡をのこして近づいて、ジョクが身を乗り出すハッチにとりついてくる。

　ジョクは、小しよう銃じゆうを手にしていた。

「……あんな処ところにいるなんて……！」

　チャムが、ジョクの肩かたにとまって、むくれるように言った。

「怒おこるな。ショットだ」

「やめよう。帰ろうよ」

　ショットの影かげが暗い庭で犬たちをあやして、追いたてるようにしたのも見えた。そして、その影が背筋を伸のばしたのもジョクは見ていた。

「……わたしを射ち殺すか？　ジョク!?」

　建物の影のなかに立ったショットが、呼んだ。

「…………!?」

　やはり、とジョクは覚かく悟ごしたが、手にした銃が震ふるえていた。

　しかし、周囲に接近するようなドレイク軍のオーラバトラーの気配もなければ、兵たちの気配もなかった。まさか、地に伏ふせさせているとも思えない。

「……偶ぐう然ぜんの結果、ここに来てしまった」

「偶然だと……？　わからん話だな……ジョー・タケシ」

　ジョクは、ショット・ウェポンもなかば当てずっぽうに声をかけたのだと知って、かすかに安心をした。







　６　自尊心







「誰だれもいない。ここにいるときは、わたしひとりだ。安心しろ」

　建物のおとす影かげのなかで、犬をつないだショットは、気さくだった。

「……!?　銃じゆうは持たせてもらう。なにしろ、敵地だからな？」

「そりゃいいが、疲つかれるぞ？　もっと早く来てくれるかと思っていた」

　ショットは柵さくの一角の扉とびらをひらくと、ジョクに背をむけていましがた下りてきたベランダの階段をのぼっていった。どこか感情的におかしいのではないか、とジョクが疑うほど、ショットの物もの腰ごしは、ジョクがラース・ワウにいたころとかわらない態度に見える。

「……あたしはベランダで待っているわ」

「……？　寒くないか？」

「ああ、どうかな？　わかんないけど、革かわ鎧よろいだから寒くないよ」

「頼たのむ。どうもこの建物の気配がわからないんだ」

「了りよう解かいね！」

　チャムはジョクの頰ほおをペタペタと叩たたくと、木こ陰かげに後退してくれる。

　ショットは電気の明りがこぼれているほうのフレンチ・ウィンドをひらいて、ジョクに来るように身み振ぶりでしめしてから、部屋にはいっていった。

　地上でいえばロココ調といった感じのインテリアでまとめられた部屋は、男所帯の匂においしかなく、ショットがなんにでも興味をもつ男であることがわかる。試作品の真空管の屑くずから鉱石見本、得え体たいの知れない動物の剝はく製せいやさまざまの色をした試料を封ふう入にゆうした数十本の試験管の束。木製のカメラやレンズを研けん磨まする機械から、ゴムかプラスチックか判然としない布地のようなものの巻物が散乱していた。

「こちらのドアの外を調べるか？」

　ドアのかたわらにおいてある小テーブルの上のポットを手にしたショットが、微び笑しようをみせる。

「そうさせてもらう。あとで後こう悔かいするのは厭いやだからな？」

　ジョクは、部屋の中央テーブルの上には、かなりの量の数式が書き散らされているのを見てとりながら、小銃をかまえたまま、廊ろう下かのほうを覗のぞいてみた。ガス燈とうもつけていない廊下は暗くひんやりとしていて、階下にも人の気配はないようだった。

　こんなときに八方眼もないものだと思いながらも、全身の毛穴をひらくようなつもりで、気配をよみとろうとしたが、人間、それほど便利にできているとは思えない。

　が、屋や敷しきのぜんたいの気配は、静せい謐ひつだ、と感知すれば、それを信じた。

「…………？」

　ジョクは、間近にお茶の用意をするショットを凝ぎよう視しして、もともと灰色の髪かみだったものに、白いものがかなり増えていると気づいた。口くち許もとの皺しわも深くなっているようだ。

「……パソコンの新しいものが欲しかったのだが、そんなものを調達する間はなかったのだろう？」

　ショットは、ふたつのカップを手にして、ソファの前の低いテーブルの方に運びながら、そんなことを訊きいた。バーンから地上界にいった報告はうけているのだから、前置きなどはなかった。そんな感覚は、友達同士が再会したときのように気安い。

「ああ……」

　ジョクは自分のノートパソコンのことは棚たなに上げて、そう応こたえる。しかし、ジョク自身のためにもってきたそれも、じつは、電力の問題があって、つかえないままになっていた。

　が、そんなことを訊いてくるショットは、地上人同士の共感がはたらいているにしても、淋さびしいのだ、と感じる。

「カットグラとガベットゲンガーを見ただけで仰ぎよう天てんする日本人には、正直、手を焼いた。連中から逃にげ出すのが精せい一いつ杯ぱいで、オーラバトラーの存在を理解させることなど、できなかった」

「……そこにすわれ。チビちゃんがいたようだが、外の警けい戒かいをさせているのか？」

「そんなところだ。フェラリオなりによくやってくれる娘こだ」

　久しぶりのショットの顔を見て、どこかで興奮している自分に、ジョクは、この男からは聞きたいことがいっぱいある、と思い出していた。

　が、一口お茶を口にすると、ジョクは、地上に行き、帰き還かんするまでのことを簡潔に説明していた。




「……よくわかった。バーンの報告は、宇宙人のいる星の説明を聞いているようで、どうも不ふ明めい瞭りようだったんでな……ジャコバ・アオンというフェラリオの長おさがそういったか……オーラマシーンはわたしの発明ではなく、世界が作らせたと……確かに、わたしの計算などで達成できるような問題ではなかった」

「オーラ・エナジーの存在と実用化をしめした公式に、ショット係数というものがあるけれど、あれだって、しょせん、目の前にある機械の表面面づらの帳ちよう尻じり合わせだったんだろう？」

　ジョクは、ずっと思っていたことを口にした。

「手厳しいな。しかし、あの公式だって、オーラマシーン建造と運用にはつかえたぞ？」

「それは認めるけれど、放射能の本質を知らず、放射線のコントロールもろくにできないのに、原発を設計したようなものだと思うけど？」

「……フフフッ……その比ひ喩ゆは正しいよ」

　ショットは口くち許もとをゆがめたが、不ふ愉ゆ快かいではないようだ。

　ジョクが岡おか目め八はち目もくの立場にいたからだろうが、アの国の聖戦士であれば見えないことが、第三者の立場にたてば見えるようにもなる。そうすれば、ショットのやってきたことの意味が明確に理解できた。

　だから、ジョクは、ショットにより拡大の一いつ途とをたどっているように感じられるのはなぜか、ドレイクの拡大策はやめさせて欲しい、と進言したいと思いつづけてきた。

　が、このような情じよう況きようで会うと、なぜかそれだけで興奮してしまう。そんな自分を、軽けい薄はくでそそっかしいのではないかと感じてしまう。すくなくとも、人間が甘あまいのは確かだと思う。

「ウィル・ウィプスを見た。あれらを使えないようにする方法はないのか？」

　ジョクは、本題に切りこんだつもりだった。

「戦争は技術屋の仕事じゃない。現在のように拡大した戦争状態を、わたしひとりの力で、なにができる？」

「フォイゾンも巨きよ大だい戦せん艦かんを開発している。この事実はなんだ？　ビショットもおなじものを建造しているというじゃないか？」

「……どうしてそう思うんだ？」

「オーラマシーンの建設のために金の必要なドレイクは、オーラシップの図面を外国に売ったんだろう？……ぼくだって、技術の伝でん播ぱの仕方は知っているつもりだ。昔、極東の小さな国が、コピーからはじまって独力で戦せん闘とう機を開発したことだってあるんだから……」

「ゼロ・ファイターのストーリーかい？」

「トランジスターだってそうだろう？　パソコンでは負けているけどさ……それはともかく、アの国と連合しているビショット・ハッタのクの国が、ウィル・ウィプスに似たものを建造していても不思議ではないだろう」

「フン……」

　ショットは、トルコ風のアンタリにちかいものを身につけていて、そのたっぷりとした布地の肩かたをすこしだけゆすった。威い厳げんのある着こなしにみえる。

「その上、アの国が一方的に周辺国を蹂じゆう躙りんするだけでは、ドレイクがいつまでも、あなたを必要とすることなどはない、というわけだ。となれば、オーラシップの図面を売ったことが先例になって、カットグラの図面も外国に売るようになった。とすれば、敵対国は、アの国に対たい抗こうするようなオーラマシーンを開発する。そうすれば、技術屋のあなたにとっては、恰かつ好こうの延命策となる」

「はっきり言えよ。敵国にたいして、わたしが技術援えん助じよもしていると」

「それもあるだろうが、時代そのものがそういう方向に流れている、ということを問題にしているんだ……が……もう遅おそいのか？」

「世界が、わたしにオーラマシーンを作らせたのだから、わたしが痛つう痒ようを感じることはなにもないさ。コモン界のオーラマシーン戦争だって、世界がやらせていることなんだから、そのなかで、生き延びるためには、手段を選んでいる暇ひまはなくなったと思っている」

　ショットのカップをもつ手が震ふるえているのが見えた。それはショットが口にする言葉とは隔かく絶ぜつしているので、ジョクは不思議に感じながらも言葉をついでいた。

「開発者の責任はあると思うな。技術屋が政治にかむことだってなきにしもあらずだし、三カ国が同時に巨大戦艦を建造した必然は、どうにかしなければならない」

「よく言うな…………お前が知っていても、わたしが知らないこともある。それを聞きたいな。ジョクとバーンが地上世界に行って、ここに戻もどれたという点だ。カットグラもガベットゲンガーも、その性能が拡大したということ……」

「ガラリアは、オーラ・ロードで死んだよ」

　吐はき捨てるように言って、ジョクは、その話題は遮しや断だんする。そうしないと、ガラリアがオーラ・ロードの閃せん光こうのなかで分解していった光景がよみがえってしまうからだ。

「世界にとって、必要がない人間だったからだろう」

　そのショットの言い様は、冷ややかなのではなく、冷静だった。そして、言ってしまってから、ショットは大きく息をついた。

「…………!?」

　怒いかりはなく、ジョクは、ショットが何を逡しゆん巡じゆんしているのだろうか、と考える。

　ショットは灰色の目をあげると、

「……ジャコバ・アオンは、オーラマシーンの出現は、バイストン・ウェルが仕し掛かけたことだろうと言ったのだ。ということは、わたしは踊おどらされていたということだ。しかし、すくなくとも、それは、世界がわたしの才能の一部を必要としていたからだろう。しかし、ガラリアはそうではなかったのだよ」

　ショットの物悲しい声こわ音ねは、ガラリアを否定するのではなく、ただ事実を確認するというものだ。

「……だから？」

「ジョクは、こんな短期間にコモンの三つの国に巨きよ大だい戦せん艦かんを建造させたわたしの立場を非難し、大規模戦せん闘とうを回かい避ひさせるために、それらの破は壊かいも要求するが……」

　ショットに説明されて、ジョクは、自分の言いたいことを言ってくれているので、頷うなずくしかない。

「しかし、この戦乱は、すでにコモン界の問題でも、ドレイクの覇は権けん主義にのっとって継けい続ぞくされているものでもないともわかった。あとのことは、それこそ、ジャコバがやらせることだ」

　その言い様は、ジョクにもわかる。

「……ジャコバが語ったことは、オーラをもった生命の運命のことだったんだ……」

「そうだろう。わたしも、そう理解できる。率直に言うよ、ジョク。オーラシップの巨大戦艦の建造については、わたしも妙みようなことだと感じていたんだ。あれは、わたしの頭のなかにはなかったことだ。しかし、いまになってわかるのは、世界がコモン人にやらせたことだ。地上界にたいしてのしめしの意味もあって、建造したということだ」

「……そうなるのか……」

「意想外のことだよ。オーラマシーン発明者というわたしの立場など、消し飛んだよ」

　ショットは、上着の裾すそをはらうようにして立ち上った。ジョクに、そう言うショットの痛みが、わからないではない。

「しかし、嬉うれしいことでもある……故郷に帰れるとは思っていなかったが、バーンが帰き還かんしたときから、こうなるだろうとは思っていた」

　ショットの肩かたが言った。

「じゃ、バイストン・ウェルがこうも急いで、この世界を地上世界にしめそうという意味はなんだと考えるんだ？」

「その解答は、ジャコバがしているだろう？」

「バイストン・ウェルが警告しようとしていることは、地上世界の壊かい滅めつの予測だ」

　立場が逆転したようなショットの質問に、ジョクがそう言うのは、ジャコバ以上の解答を得たいからなのだ。

「そんな警告をオーラマシーンでしめしてどうなる？　地上世界を混乱させるだけだ。バイストン・ウェルという異世界の存在を知った結果は、動どう揺ようした地上人が過か剰じよう反応をして、より尖せん鋭えい的な行動に出るということだ」

「尖鋭的？　どういうことだ？　どういうアクションだ？」

「バイストン・ウェルへの侵しん攻こうとか破は壊かいだろ」

　ショットは肩かたを揺ゆすって、クスッと笑った。

「……方法は聞きたくない。時代が変れば、誰だれかが発見することだ。そういう話だと理解していいんだろう？」

　そのジョクの言葉を無視して、ショットはフレンチ・ウィンドの窓越ごしに、暗い外を覗のぞくように上体をかがめる。

「…………？」

「あの娘むすめは、寒くないのかな？」

「意外と感傷的な方だったんですね……」

　ジョクは、ようやく言うに言われない焦しよう燥そうにかられて立ち上ったときに、膝ひざをテーブルにぶつけて、テーブルのカップを落してしまう。

「……!?」

「感傷的なのは、君のほうだな。君の説教じみた説明で、自分が今日までやってきたことが、わたしの才能ではなくて、バイストン・ウェルの世界にやらされていたことだと痛感したんだ。そうすれば、このわたしはどうなる？　わたしにできることなどは何もないんだぞ!?」

「噓うそだ！」

「そう思いたいのはわかるが、わたしだって、トレト・アスベアもだが……巨大戦艦の構想をドレイクにもビショットにも話しはした。しかしな、そのあとのことは知らないんだよ……安心するか？　大型艦のていどのことでもコモン人に語ったことで？」

　さすがに、ジョクは反論などはできない。

　巨きよ艦かん船せんの建造には、かなり深い工業潜せん在ざい力を必要とするものである。それを電気の設備さえ充じゆう分ぶんにないコモン界で、オーラシップとしての巨大戦艦が建設されたという事実は、ショットのオーラマシーン発明という事実だけではささえきれないのである。

「……どうしようもないなら、死ぬ前に故郷を見ておくということか……」

「わたしにも両親もいれば、できが悪くとも妹弟もいる。人が、地に発する部品でしかないとすれば、死ぬ前に会いもしたい。とすれば、なんとしてでもウィル・ウィプスなり、ビショットの艦かんになり乗っておく必要がありそうだ」

　ジョクは小しよう銃じゆうを手にすると、濡ぬれた絨じゆう毯たんをまたぐようにして、フレンチ・ウィンドに歩み寄り、ショットの肩かたを見上げて、

「オーラマシーンを開発したのはあなたなんだ。地上界にたいしても、責任をとるように行動して欲しいな」

「自尊心を破は壊かいされたわたしに、まだ言うのか？」

「それでも、オーラマシーンの跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こを許すのでは、混乱を増すばかりだ。なんとかしろ……」

　ジリジリジリ……とゼンマイ仕じ掛かけのようなベルの音に、ジョクは言葉をきって、銃を構えてしまった。いかにも銅でできた鈴すずが鳴っているという、激しくけたたましい音だった。

「隣となりの部屋の有線電話だ。心配するな。ジョクのオーラマシーンが着陸していることなどは、話しはしない。そんなことをして、戦局に影えい響きようがあるとは思えんからな」

　ショットはそう言いながら、ジョクを無視するように隣の部屋に消えていった。ジョクは取り残され、フレンチ・ウィンドの陰かげから飛びこんできたチャムと目をあわせた。

「どうするの？」

「失望したよ。ショットには……もうすこし頭のいい男かと思っていた。覚かく悟ごもない。感傷的な奴やつなんだ」

　ジョクは、隣の部屋からきこえるショットの声に聞き耳をたてながら、銃の撃げき鉄てつをおさめると、退出する決心をした。

　ショットも、すでにこの事態から逃にげ出したいのだとわかれば、この事態にたいして、人ができることなどはないのではないか、と暗あん澹たんたる気持ちにとりつかれてしまう。そんなことになれば、戦う意欲など湧わくものではない。

「ぼくは、まっとうできる人生の量を生きてみたいんだ……チャムもいるしな」

「フン……！　そうかい……」

　チャムは、意味など考えてくれないので、気楽に応じて、ベランダの下につないだ犬たちの気配を探りに飛んでいく。

　ショットを待つしかないのでは、ますます情けない自分になってしまうと感じて、ジョクはベランダの階段を下りて行った。







　７　閲えつ兵ぺい







　コモン界ではじめてオーラマシーンを軍の装備に制式採用した王、アの国のドレイク・ルフトは、儀ぎ式しき用の華か麗れいな革かわ鎧よろいに身をつつんで、真新しく塗と装そうされたドーメのプラットフォームにたって、湖上を飛行していた。

　触しよく手しゆをもった円形の機体ドーメは、空飛ぶクラゲそのものというシルエットをもって愛あい嬌きようがあったが、オーラマシーンとして、最初に実用化された歴史的な機体である。

　ミの国の首都の象しよう徴ちようであったキロン城を湖こ畔はんにおいたローラグ湖には、大小三十隻せきあまりの艦かん艇ていが湖上にその船体をうかべていた。

　もともと空を飛ぶオーラシップがこのように水面にうくと、昔からの見慣れた艦艇の壮そう観かんという光景になって、湖畔にとりついてこれをうかがうミの国の人々を打ちひしぐだけの力があった。だから、人々は、寂せきとして声もなく、木こ陰かげで、岩陰で、艦かん閲えつ式を覗のぞき見るようにするのである。

「補ほ充じゆうのオーラシップも間にあって良かった」

「ハッ……ウィル・ウィプスの撤てつ退たい行動をみて、フォイゾン王はすくなからず安心しているでありましょう。そこが付け入る隙すきであり、まさに、ドレイクのあるところに敵なしという情じよう況きようになっております」

　ドレイクの背後にたつ将軍は、ウィル・ウィプスの指揮をとる騎き士しラバン・ドレトである。

「ああ……」

　ドレイクのドーメは、水面数メートルという高度からおだやかな波は紋もんの筋をのこしながら、つぎの艦艇の列の前に出ていく。

　そのドーメにつづくもう一機のドーメのプラットフォームには、そこに居並ぶ五隻の艦艇を出したクの国のビショット・ハッタ王の塔とうのような高い帽ぼう子しが、滑こつ稽けいでありながらも、一種の威い厳げんをもってそびえていた。

　ハッタ王が声高く笑えば、その尖せん塔とうのような帽子は、まるで祭り囃ばやし子のようにはしゃいでゆれた。ビショット・ハッタは、そのような王なのである。




「あれか？」

　ドレイクは、さすがに間近に見るピンクの鮮あざやかなオーラバトラーの機体に呆あきれた。

　クの国の艦かん隊たいがつかうオーラバトラーは、カットグラを原型として、クの国が独自に開発したガウベドと称しようされる機体である。

　オーラバトラーは、もともとの強きよう獣じゆうの甲こう羅らがもつ色を利用するか、森に溶とけ込む迷めい彩さい色で塗と装そうされるのがふつうであったから、ピンクに塗装された機体というのは尋じん常じようではない。

「ハッ、トモヨ・アッシュ。クの国のガウベドでありながら、トモヨの扱あつかうそれは、なかなかの性能だと聞いております」

　ラバン・ドレトは、手元のメモを盗ぬすみ見するようにして説明する。

　ピンクのガウベドの足元には、やはりピンクに染め上げた革かわ鎧よろいに身をつつんだ女性のパイロットの姿があった。

「……ガラリアと腕うでを競わせたかったな……」

　ドレイクは、ガラリア・ニャムヒーというドレイク軍最初の女性パイロットのことはよく覚えていた。

「バーンの報告では、オーラ・ロードで悲ひ惨さんな最後であったとか……」

　ドレイクは、ラバンの言葉を背後に聞きながら、トモヨと呼ばれる女性パイロットが、ドレイクを一切気にする風も見せず、かたわらの同どう僚りようと言葉をかわしているのを見ていた。

「あのピンクの機体の騎き士しに寄せろ」

　ドレイクは、足元のハッチからドーメのブリッジに声をかける。

「ハ？　ハイッ！」

　ドレイクを戴いただいたドーメは、オーラ・ノズルの音をわずかに高くすると、ピンクの機体を立たせている艦かんの舷げん側そくに、身をよせるようにする。

　そのドレイクのドーメの動きに、さすがトモヨと呼ばれるパイロットも、形だけの敬礼をしてみせる。

「儀ぎ礼れい的なことは良い。トモヨ・アッシュ」

「ハーッ！」

　ドレイクとトモヨの足元の高さはおなじほどで、距きよ離りは十メートルといったところだ。

　トモヨ・アッシュは、ドレイクの呼びかけにとがった顎あごをあげた。

　ドレイクが声をかけてくれたので、我が意を得たり、という雰ふん囲い気きをみせているのが小こ賢ざかしいといえば賢しく見える。

「教えろ。なぜに、そのような色にするのか？」

「…………!?」

　トモヨは返事もせずに、チラッと自機を振ふり仰あおぐようにする。

　ドレイクの背後につけていたビショットは、自分の部下がドレイクにそそうをしたのではないかと、ドーメをひそやかに接近させる。

「あたしがここにいるということを、敵に教えてやる旗印さ。古来からの作法だろうが？　騎士はみんな紋もん章しようをあげているだろう？　現にあんただって来た」

「そうか……引きつけておいて、倒たおすか？」

　ドレイクは、トモヨのぞんざいな言葉遣づかいは気にせずに、軽口で応じる。

「倒すだけじゃあない。寝ねてもいいんだよ？　やるかい？」

　言いながら、トモヨは腰こしを前後に振ってみせたのだ。が、その腰の動きは、卑ひ猥わいであるよりは切れのある動きで、武芸で鍛きたえているというのを知らず誇こ示じするものになった。

「……!!　ハッハハハ……!!」

　ドレイクは、一いつ瞬しゆん、気け圧おされながらも笑った。が、作り笑いではない。

　好感のもてる若さに嫉しつ妬とさえ感じるというものだったからだが、それだけでもない。

　ドレイクには、このような若い女性パイロットについては、別にもうひとり知っている者がいる。その女とくらべてみて、トモヨがそれほど奇き怪かいには見えず、ドレイクが手なずけた女のほうが力が上なのではないかという印象もあったから、笑えたのだ。

　アイリン・ツーという。

　人は、おなじようなものを見せられたとき、自分の持ち物のほうが上等と知れば、嬉うれしいものだ。

　ビショットにすれば、トモヨの無礼な態度に、彼女が首を刎はねられても仕方がないと覚かく悟ごをしたのだが、ドレイクの笑いで、溜りゆう飲いんをさげられる局面になったのかもしれないと感じる。

　しかし、周囲の将兵にすれば、そのときの光景は、肝きもを充じゆう分ぶんに冷すものだったので、トモヨの列の横にいた士官は飛び跳はねるようにして、トモヨの肩かた口ぐちを捕とらえて、制裁をくわえようとした。

「やめよっ！　わしが許している！」

　ドレイクの一いつ喝かつが、その士官をちぢみあがらせ、周囲の将兵をさらに畏い縮しゆくさせた。

　それについては、ビショットはもう知らぬ顔をすることにして、ドーメの機体を上じよう昇しようさせていた。

　ドレイクの心証がどうであれ、トモヨ・アッシュの存在は、自軍にとって有利にはたらくと睨にらんだからだ。とうぜん、ビショットは、ドレイクの隠かくし弾だまである女パイロットのことは知らない。

「フフフ……ありがとうよ。ドレイク・ルフトにあっては、武運を祈いのる。自分の武運も気にしてくれれば、嬉しいものだ」

　トモヨは、自分に制裁をくわえようとした士官を押おしのけて、ドレイクの気質を謝した。

「よい！　戦勝の暁あかつきには、ともに酒を酌くみ交わそう」

　ドレイクも気さくすぎる挨あい拶さつをトモヨにあたえて、つぎの艦かん艇ていの列にドーメを移動させた。

「……ガロウ・ランではないのでしょうか？」

　ドレイクの背後にたつラバン・ドレトは、また閲えつ兵ぺいする顔にもどった王の耳元にささやく。

「悪い冗じよう談だんだな。トモヨ・アッシュの戦果によっては、祝福は考えてやる。ビショットにもその件、声をかけておけ」

「それは……やりすぎというものです」

　ラバンは、背後につづくビショットが、かぶっていた高い帽ぼう子しを直しながら、ホッとした表情を隠していくのを見やりながら、ドレイクを諫いさめた。

「……!?　ン……？」

　ドレイクは、ラバンの肩が背中をこづくようにしたので、ビショットを振ふり仰あおいで、

「フフ……良くはないかな？　あやつは……。だがな、あの女については、案じてはいない。いいパートナーだし、良いライバルになる……」

　ドレイクは閲えつ兵ぺいする王の態度を誇こ示じしながら、口はラバンにむいていた。

「ガロウ・ランのギィ・グッガの一統のなかには、オーラバトラーを操った者もいた。オーラバトラーは、そのような者の生体力をも吸収するものだと知れば、狂きよう暴ぼうなほうが化けるのではないかな……？」

「ハッ、それは……」

「利用できるものは利用する。わしが声をかけただけでも、トモヨとかは、あの部隊のなかで浮うき上ろう？」

　そのドレイクの言葉に、ラバンは納得する。

　本来の敵は、軍を掌しよう握あくしていながらも、真意をみせず恭きよう順じゆんだけをしめしてみせるビショット・ハッタのような王であるのだから、ビショットの軍の内部に亀き裂れつがはいるかもしれないような揺ゆさぶりをかけておくこと、これは、必ひつ須すである。

「肝きもに感じ入りました。ご賢けん察さつで……！」

「……バーンは、承知しているな？」

「トモヨとかは、ディーモッシュをとても気にしております。バーンは、彼女を曲くせ者ものだと申しておりました」

「それでいいではないか」

　ドレイクは唇くちびるに微び笑しようをうかべて、背後につづくビショットのドーメをチラッと見やり、手を上げてみせたりする。

　そのドレイクの態度に、ビショットは、ドレイクがトモヨのことで悪意をもつことはなく、自分が艦かん隊たいを合流させたことに満足していると思ったらしく、胸に手をおいて頭を下げてみせてくれた。

　ドレイクのドーメは、艦隊の最さい右う翼よくに位置する列にまわって、湖面にうつる緑を、その薄うすくながい波は紋もんでゆらしていった。

　その行く先には、バーン・バニングス家の一族郎ろう党とうが配属されている艦、ゼイエガが浮ふ遊ゆうしているのだ。

「あれか……」

　ドレイクは、バーンの黒光するディーモッシュの機体が、いままで見せられた機体にくらべて、より獰どう猛もうに見えたので、満足の声をあげた。

　さすがに、ショット・ウェポンが、ドレイクに内密で開発した機体である、という納得もあった。とすれば、造反は、この部分からあがると想像するほうが順当なのである。

　しかし、そのような推測は、ラバンのような軍人に告げるべきではない。彼らは、事が起こったあとで右往左往して考えるのだ。そのような者に、事前にあれもこれも考えろというのでは、負担を重くする。

「いいな……」

　それだけを感想にする。

「ハッ、オーラマシーン開発の先進国たる威い厳げんがございます」

「そういうことだ」

　そうは言ってみたものの、ドレイクが、アイリン・ツーにあたえたガルガンチュアは、どれほどのものか、と、これについては、トモヨとアイリン・ツーほどはっきりと優ゆう劣れつをつけられないので、複雑な心境にはなる。

　しかし、ガルガンチュアは、すくなくともショットの息のかかった技術者たちが、コモン人の意地をかけて独自に開発した機体であって、ドレイクは気にいっているのだ。

「……ショットが勝手に開発していた機体だが、知っていたか？」

　ドレイクはラバンに、ディーモッシュのことを訊きいたのだが、遠回しで、ショットとバーンのことを警けい戒かいしておけという意味になってしまう。

「いえ……ウィル・ウィプスの建造に専念しておりましたので……」

　その機体については、ショットは、あくまでも個人的にオーラマシーン開発の試行錯さく誤ごをするために製作したものでしかなく、実戦に対応できる保証はないとドレイクに報告した。

　しかし、バーン・バニングスが地上界から帰き還かんしたときに、ドレイクはバーンに新型機をあたえよと命令して、その機体を召めし出させたのである。そして、バーンに慣熟飛行をさせてみれば、その結果、ショットの実用化改装は万全であったと知れたので、バーンに搭とう乗じようさせたのである。

　表向きは、そのような経けい緯いをもった機体なのだ。

「ガロウ・ランのような不気味さがありますな……」

　トモヨのこともあって、ラバンの口から、そんな単語が出る。

「そうかな？　敵を恫どう喝かつするには、これくらいの風ふう貌ぼうがよかろう」

「ハッ！　しかし、アイリン・ツーの……」

「それは言うな。ラバン」

「ハッ！」

　頭を下げながらも、ラバンは思った。いましがたのトモヨへの対応の仕方といい、このディーモッシュの採用決定といい、さらには、ドレイクが直接パイロットにしろと差し出してきた女性パイロットのことなどを考えあわせると、ドレイクは本当に変ったと痛感した。

　が、感かん慨がいはそれだけではなく、もっとひろく感じることがある。

『あらゆる事態が急進的に動いている……これは、ガロウ・ランのギィ・グッガが王に憑ひよう依いした、というていどの理解では追いつかんことだ……』

　長年ドレイクのかたわらで軍を指揮してきた将軍の恐おそれである。

　それは、ラバン・ドレトに預けられた巨きよ大だい戦せん艦かんウィル・ウィプスの存在まで考えあわせると、空恐ろしい時代の変化だと思えるのだ。

　その眼前にたつディーモッシュは、老練な騎き士しであるラバンの目には、そんな恐ろしさを象しよう徴ちようするものに見えるのだった。

　バーン・バニングスは、その機体の足元で律義な敬礼の姿勢をとり、その左右には、この艦に搭とう載さいされている五機のオーラバトラーのパイロットたちが居並んでいた。

　そして、その艦のすべての甲かん板ぱんに将兵が整列して、ドレイクに恭きよう順じゆんの意をしめしているのであれば、ラバンには、それはアの国の軍容を天下にしめしうる光景にも見えるので、ドレイクが時代の尖せん兵ぺいにたっている王だと信じるしかなかった。

　そのほうが楽であったし、それ以上の想像などは、刻ときが解決してくれようと信じることにするのだ。

　ドレイクの態度を見ても、このときが、兵たちがもっとも可愛かわいく見える瞬しゆん間かんであるとわかるのだから、それ以上の逡しゆん巡じゆんは必要であろうはずがない。

「あとでバーンを」

「ハッ！」

　ラバン・ドレトは、ドレイクの意思をブリッジの士官につたえ、伝令官がドーメのハッチからバーンにその旨むねをつたえる。

　再度、ドレイクとビショットのドーメがその触しよく手しゆをひるがえして、艦かん隊たいの最前列に出ていけば、その列のキロン城寄りにある艦かん艇ていにたつガベットゲンガーの前には、ザナド・ボジョンがいた。

　ドレイクが最初に目につけた偉い丈じよう夫ふのパイロットである。

「あのパイロットの成績は？」

「ハッ……ガベットゲンガーの扱あつかいに関しては、バーン以上であるという噂うわさであります」

「ン……戦績によっては、謁えつ見けんも許す」

「しかし、さきほどのガベットゲンガーの消失について、艦隊司令のケルムト・ドリンに抗こう議ぎをしたということであります。上官侮ぶ辱じよく罪に問われる可能性もあります」

「その詳しよう細さいは、艦隊司令のケルムトより聞く」

「ハッ……」




　そして、ドレイクのドーメは、ピネガン・ハンムとその妻パットフットとエレの居城であったキロン城にむかった。

　いまは、その城じよう壁へきには、アの国の国章とルフト家の紋もん章しようが飾かざられて、ドレイク軍の最前線本部になっていた。

　二機のドーメがキロン城の中庭に着陸すると、ドレイクは、閲えつ兵ぺいのときの愉ゆ快かいな気分を忘れて、厳しい表情になっていく。

　この城に到とう着ちやくして、はじめに聞かされた話というのが、ちかくにドウンドロが出現して、その偵てい察さつにでた四戦隊のオーラバトラーが消息不明になったという報告なのである。

　問題なのは、そのなかには、新規に投入されたばかりのガベットゲンガーの五機がふくまれていたことである。

　数のことだけいえば、ハインガットに代えるものがなくなったというだけで、編成上の支障をきたすものではないのだが、ようやく量産にはいったガベットゲンガーが、戦う前になくなり、ハインガットの二戦隊がもどらないというのでは、制圧したミの国の防衛網もうに、すくなからず影えい響きようもでよう。これは、面おも白しろい問題ではなかった。




「王よ。自分は、直接将兵の激げき励れいに参りたいのでありますが、よろしいでありましょうか？」

　瘦そう身しんのビショット・ハッタは、高い帽ぼう子しをものともせずにドーメから軽々とおりると、踊おどるような足つきでドレイクのかたわらに来て、いつになく丁てい寧ねいな口調で、それでも本来饒じよう舌ぜつであるという雰ふん囲い気きを打ち消すことはない。

「それはご苦労であります。しかし、トモヨ・アッシュのような気性は、オーラバトラーの性能アップにつながるはずであります。お気になさらずに」

　ドレイクが、諭さとすように言うのは、オーラマシーン開発先進国の威い厳げんをしめすことにもなった。

「そうご理解いただきますと、ありがたく存じます。自分は、あのような気質は、新時代の騎き士しにはあうのではなかろうか、と信じておりましたので……部下の無礼は、ご容よう赦しやいただきたいのです」

「彼女の好きに働かせてやればいい。よろしいな？」

「ご念にはおよびません。ご念には……！」

「夕食をともにして、王は帰国されよ。嬉うれしき報告は、お国を歓かん喜きさせましょうからな？」

「もちろんであります。しかし、おたがいに、後ご詰づめの準備も忘れるわけにはまいりますまい？」

「ラウの完全制圧のために、ウィル・ウィプスも出します。でありますから、自分も今夜のうちに帰国いたします」

「たいしたご準備でありますことよ！」

「勝ちを信じないでは、どんな戦いもできるものではありますまい？」

　ドレイクはわざとビショットの口調を真ま似ねる冗じよう談だんをやってみせて、硬かたくビショットと握あく手しゆをかわしてから、ドーメにもどしてやった。







　８　軍の喧けん騒そう







　アの国に併へい吞どんされたミの国は、もともとつかわれていた地名が、すべて変へん更こうされているわけではない。ドレイク・ルフトが、現地の人々の意思を尊重して変更しないのではなく、ラウの国を併吞したところで、地名全体を再考するつもりがあるからにすぎない。

「地名の由ゆい緒しよは、人文地理学的な意味があるものだ。変更は政治的に面おも白しろくないところにかぎる。その選別は急いではならない」

　その理解は、ドレイクがただ覇は権けん主義にはしった王でないことを宣伝することになろうし、ギィ・グッガの霊れい魂こんが憑ひよう依いしたというような噂うわさを払ふつ拭しよくすることにもなるとも考えたからでもある。

　しかし、ルーザ・ウルを後妻にしたころから、ドレイクは、オーラマシーンの可能性を試したい衝しよう動どうにかられていることは事実であり、そのためには、コモン界の資力をすべて自分の監かん視し下に置きたいと考えた。そのためには、政治的な問題については、古今の歴史を範はんにして、つまらないことは真ま似ねないと決めたのである。

　その要よう諦ていを実じつ施ししようとすれば、独善を行使しない、という一点に配はい慮りよするのである。

　が、これは、気をつけすぎるぐらいに気をつけなければならないのだ。つまり、自分の好みや癇かんに障ることは一切排はい除じよするようにして、採決をしなければならないからである。これはできるようで、できるものではない。

　が、ドレイクは、それらのことを肝きもに銘めいじるために、『古来からの統治者の悪行は行わない』という言葉を、座右の銘にしているのである。

　そのように気をつけ始めたからであろう。バーン・バニングスが地上に行き、もどった、ということは、先妻アリシアをなくし、娘むすめのアリサに去られたあとの心の空白を埋うめるものになると想像できるようになった。

　たんに近きん隣りん諸国を蹂じゆう躪りんし併吞して、その版はん図とをひろげるだけでは充じゆう足そくされることがないという自意識に、目的をあたえられた、と理解できたのである。

「わしはウィル・ウィプスを建造していた。これは、世界がわしに地上界をも覗のぞけという意思の現れである」

　そういう理解である。

　そう思えれば、虚きよ無むを感じる部分を充分に埋めあわせてくれた。

　しかし、このように最前線にきてみれば、小さいところで破は綻たんをみせる事々があったりして、かすかな苛いら立だちを感じないではない、というのが実感ではある。




「……こちらに」

　ドレイクは、執しつ務む室のドアの前に立ったバーン・バニングスを手招く。

「ハッ……！」

　出しゆつ撃げき前のため、バーンは革かわ鎧よろい姿である。

「……確認しておきたいことがある。ビショットのところにいるトモヨ・アッシュには、気をつけよ。あの力は利用したい」

「ハッ？　ハイ」

　バーンは、想像していたような事こと柄がらではなかったので、一いつ瞬しゆん戸と惑まどって、それでも、王にたいする礼をたもてたと思えたが、擬ぎ態たいは擬態である。うまくできたという自信はなかった。

　ドレイクとおなじように、バーンも瑣さ末まつながら王にたいして負担になる問題をかかえていた。

　ショットの開発したオーラバトラーを操縦するようになった頃ころから、バーンには、この機械をつかえば、王政という旧来からある政治体制を突とつ破ぱして、新しい時代をつくれるのではないかという若者特有の性急な期待をいだいていた。

　言葉をかえれば、打だ倒とうドレイクの野心が芽生えた、ということである。

　しかし、ギィ・グッガ一統が駆く逐ちくされて、オーラマシーンの建造が各国に拡大して、その産業をささえるための国力を、ドレイクが革新的な手法ですすめていけば、容易につけいる隙すきのない現実というものを学んでいった。機械力をささえ、国力全体を制圧できる手法を発明しなければ、国家をのっとることはできないと知ったのである。

　その認識が、若者の野心を挫ざ折せつさせるかたちになっていた。

　そして、地上体験をした。

　バーンのためにひそかに開発していたはずのディーモッシュを、ショットがドレイクに差し出したことによって、バーンの野心は、とりあえず肚はらの底に納めざるを得なくなっていたのである。時代は、まだ君主制の世である。

　いちどでも、そんな野心をもったバーンにすれば、そんな気持ちを王に見み抜ぬかれでもしたら、騎き士しの位を返上して、流る浪ろうの旅に出るしかないと思っている。だから、出撃直前のドレイクから呼ばれれば、そんな自分に死んで来いとでも命令されるのではないか、と構えてしまうのである。

「……それとザナド・ボジョンが、ケルムト・ドリンに直じき訴そしたということだが、事情は調べた。ザナドは、ケルムトが必要以上に慣熟飛行テストをさせて、ドウンドロに撃げき墜ついされたというのだ。一理はある……しかし、貴様もよく監かん督とくせい。トモヨとおなじである。ふたりを競り合わせれば、貴公もかなわぬパイロットになろう」

　ドレイクは、バーンを冷かすように言った。

「そのお言葉は、自分に期待するものがあるからこそ、と僭せん越えつに理解いたします」

「貴公ほどの騎士がそう素直であることは、嬉うれしく感じる。それは貴公の力であるよ……どうなのだ？　貴公の艦かんの作戦司令には、ストラド・スケンソンを据すえている……スケンソン家とバニングス家との領地争いの歴史は承知してのことだが、その問題からのこっているしこりのようなものは、考えなくていいのだな」

「それは、昔のことであります」

「ウム……、我が慢まんを覚えてくれれば、貴公に道がひらけよう」

「ハハーッ！　カラカラの要害を撃げき破はして、ラウのタータラ城への道をつける任務の一いち翼よくを完かん遂すいいたします」

「ああ……タータラを落したら、貴公も嫁よめをとるがいい」

「このような戦局であります。考えてもおりません」

「いい相手がいなければ、わしが探さがしてみようか？」

　ドレイクは、優等生すぎるバーンの解答に苦笑してそうつけくわえる。戯ざれている気分がないではない。

「ハッ！」

　バーンが踵かかとを鳴らす。

「ウム……わしは、ウィル・ウィプスのことがある。明日は任せるぞ？」

「ハッ、タータラ攻せめには、御おん自みずから指揮を執とっていただきませんと……！」

　バーンは、ドレイクに先手をとられた敗北感を背中いっぱいにして、執しつ務む室を退出した。しばらくは、ドレイクのやり方を学ぶしかないという覚かく悟ごは切実だった。

　口くち惜おしくはあるが、これは立場と実力の差である。認めるしかなかった。

『人をつかうには、気き遣づかいがあるに越こしたことはない』

　お世辞でも個人的な問題を覚えてくれているということを知れば、従う者は、その人にたいして、忠誠をしめさざるを得ないのである。

『……ドレイクには、まだ器量がある……』




「…………」

　作戦参さん謀ぼう長の騎き士しケラン・ガラは、自じ艦かんに接せつ舷げんしたランチから、巨きよ体たいを苦にせずに飛び乗って上ってくるパイロットの姿を、ブリッジのすぐ下の甲かん板ぱんから見下ろしていた。

　ドレイクと謁えつ見けんしたザナド・ボジョンが帰艦してきたのである。それは、初老をむかえた騎士ケラン・ガラには、面おも白しろい光景ではない。

　かつて、数千の騎兵大隊を束ねていたころであれば、出しゆつ陣じん前に呼ばれるのは、騎士ケランであったのが、いまは、王でさえも、ひとりのパイロットに興味をもつのである。

「時代だな……」

　ケランは、ザナドが舷げん側そくのタラップを駆かけ上りながらも、自分の姿を見上げたときの侮ぶ蔑べつしたような目を見み逃のがさない。老いたりといえども、騎士の遠目は利いた。

「作戦司令！　発進します」

「ン……」

　伝令官の声に、ケランはブリッジを見上げ、機関の発する轟ごう音おんが船体を揺ゆすりはじめれば、舷げん側そくにザワワワと白い波は紋もんが生まれて左右にひろがっていく。

　艦かん艇ていは、大小あわせて三十隻せき。

　それが一いつ斉せいに湖上をすべりだして、湖の水をあふれさせるのではないかという波をたてる。

　その湖こ畔はんには、松たい明まつまで持ち出して艦かん隊たいを見物する人々から、呻うめき声に似た喚かん声せいが沸わき上り、それがいつしか大波になって艦隊を空に押おしやっていく。

　まず、クの国のビショットの艦艇五隻が離り水すいして、それにドレイク軍の艦艇が追従すれば、電灯とガス燈とう、松明で飾かざられたキロン城が、それを壮そう行こうした。




「機械、機械、機械か……馬の糞ふんと小便とまぐさの匂においがなければ、戦場ではない。機械が、聖戦士と選ばれた者のものだったのは、ついこのあいだまでのことだったが……」

　騎き士しケラン・ガラは慨がい嘆たんすると、艦長室の隣となりの自室にもぐりこむ。作戦司令などというが、閑かん職しよくである。

　かつて、歩兵と騎き兵へいの戦せん闘とう大隊を束ねていた将軍に位置する領主たちが、戦艦を建造してドレイク軍に参画した場合、この役職をあたえられたのだが、実際の指揮権は、若い艦長と作戦司令室づきの士官たちに任せられているのが実情なのである。ケラン・ガラのような騎士風を回かい顧こする老人たちは、若者たちのやることを黙もく認にんするだけが任務になるのである。

「ケルムト・ドリンぐらいなものだ。昔から今日まで現役なのは……」

　ケランは椅い子すに深く身をしずめて、艦が加速をはじめたのを身体からだでうけとめながら、騎士ケルムトのことは皮肉なことだと思う。

　彼は、オーラマシーンの採用にもっとも嫌けん悪お感をいだきながらも、聖戦士ジョクをとおして、結局はオーラマシーンを理解し、それを直接指揮する立場に立ってしまった騎士である。

「守るべき領地もすくない。だから、オーラマシーンで地位を築こうとするのはわかるがな……」

　一回り年が若いケルムトのことを、ケランは理解はできた。

　だからといって、自分のことを不満に思わないのは、このゼミガルという艦を提供したことで、ドレイクにたいする忠誠を尽つくしているという実感があったからだ。

　しかし、ザナド・ボジョンという平民上りのパイロットを預かってからは、騎兵の時代の歴戦の勇士であった実績をもってしても、もう働き場所はないということを思い知らされたのである。

「老兵は死すしかないというが、この戦争は卦けが見えない」

　心配は、その一事である。だから、オーラマシーンの実戦を直接観戦したいのである。

　グオゥ……！

　夜の闇やみを押し上げるように離水していった艦隊の光景は、まさに、急速に騎士の時代が終しゆう焉えんしたことを証明する光景であった。




「ドレイク王には、余分なことは言わなかったな？」

　ザナド・ボジョンの背後についた騎士レッグス・グロは、通路をふさぐ轟ごう音おんに負けないような声をあげていた。

「ドレイクは、さすがにはじめてオーラマシーンを採用した王だよ。上官侮ぶ辱じよく罪などは問題にしなかったぜ」

　外がい壁へきの装そう甲こうと整備デッキのあいだの通路は、機き銃じゆう座の連れん絡らく用のもので、装甲のクッションにもなっていたので、人ひとりがやっと通れるだけのものである。ザナドは、肩かたを両方の壁かべにこするようにしながら笑った。

　ザナド・ボジョンは、その巨きよ軀くに似合わず、ガベットゲンガー部隊全体の動きに気配りがきいた。

　ドウンドロが現れたのを幸いに、ラウの国境に偵てい察さつにでたオーラバトラー部隊が、次々に消息不明になったときに、艦かん隊たい司令のケルムト・ドリンは、その情じよう況きようを調べさせるために、ガベットゲンガーの編隊を発進させた。それは、ケラン・ガラたちも参さん謀ぼうも承認した索さく敵てき行動ではあった。

　ドレイクがキロン城に到とう着ちやくするすこし前のことである。

　騎き士しケルムトは、ドウンドロが出現した数日前に、艦隊に投入された新規の機体を完かん璧ぺきにするために、慣熟飛行をかねて偵察飛行をさせたのである。しかし、強力な戦隊が組めると期待していたパイロットたちの行方ゆくえは、晴天の霹へき靂れきともいえる五機新型機の消息不明というものであった。

　こうなると、上層部の配はい慮りよなどは、図上演習しか知らない馬ば鹿か者の決定、と見るのが実戦のパイロットたちである。

　ドレイク艦隊は、出しゆつ撃げきしたハインガットとガベットゲンガーの大半が、聖戦士ジョクによって撃げき墜ついされたということは知らず、ドウンドロに巻きこまれたと信じたのである。

　平民の出身であるザナドは、学識もなければ、階級についても無神経である。だからこそ、新時代の機械にたいして躊ちゆう躇ちよなく適応できる才能を見せたのであろう。

　その才能を認めたのが艦隊司令のケルムト・ドリンなのだが、ザナドは、その上司であり恩人であるはずの将軍に、嚙かみついたのである。

　彼の頭のなかには、作戦参謀長である将官などは、すでに老人にしか見えない。

　そんなザナドを頭ごなしに叱しかれるのは、ザナドにオーラバトラーの操縦を直接教えた騎士レッグス・グロひとりだったのだが、その騎士も、ザナドの短兵急な行動には手を焼くようになっていた。

「だからといって、直じき訴そはやめろ。文句は俺おれに言え」

「騎士レッグスは、作戦参謀のケランにもよく物を言わないから、おれがかわりに言ったんだ」

　ザナドはステップの降り口のハッチに下半身を落とすようにして、白い歯を見せた。

「老人たちは、ほおっておけばいいんだ」

　レッグスはザナドにそう叱ってから、ラッタルをすべりおりていったので、ザナドもそれにならって、整備デッキにおりていく。

「……ラウごときが、国力にたよってオーラマシンを開発したといっても、しょせんは、二に番ばん煎せんじなんだよ」

「ドーミロックとは一度刃やいばを交えたが、カットグラほどの手て応ごたえはなかった」

「当然のことでありましょう！」

　そんな笑い合う声が、整備デッキの一角でおこっていた。士気は旺おう盛せいだとわかる。

「…………!!」

　ザナドの歩ほ幅はばの大きな足音と、彼の威い圧あつ感ある巨きよ体たいがちかづけば、オーラバトラーの足元で無礼講の酒盛りをしていたパイロットと整備兵たちは、シンとした。

「手前ら、よくも笑っていられるものだ」

　ザナドは、ひとりの整備兵の手から瓶びんをとりあげると、泡あわ立だつ褐かつ色しよくの液体で喉のどをならした。アルコール度のたかいビールは、いまのザナドの気分には、ちょうどいい飲み物になる。

　整備兵たちは、ザナドの隙すきをうかがうようにして、おたがいにいかにも仕事がのこっているという風にたちあがって、のこったのは、パイロットだけになる。

　気の利いた整備兵がいなければ、酒の肴さかながなくなってしまうところだったが、ひとときのウサ晴らしと、ドレイクに呼ばれた嬉うれしさを祝うだけの肴はのこされている。

「……騎き士しケルムトだけじゃない。お歴々は、空を飛ぶ機械の使い方を知らんのだ。これではフォイゾン王に勝ちを譲ゆずるために、艦かん隊たいをすすめているようなものだ」

　ザナドは、騎士レッグスが寄より添そうようにして肴をすすめてくれたので、先程までの勢いはひかえて、愚ぐ痴ちっぽい口調になった。

「……ガベットゲンガーの行方ゆくえ不明は、ドウンドロのせいではないと見るのか？」

「あんなものは、空電現象でしかないと最近の技術でわかってきた。が、だ。あのなかには、すげえ落らく雷らいもある。オーラバトラーなどは、ひとたまりもなかろう。しかしな、騎士レッグス、三機も四機ものガベットゲンガーが、一度にやられるか？　パイロットたちは、みんな騎士出なんだぞ？　おれは自分の出身を考えても、騎士上がりがそれほど使い物にならんとは思ってはいない。ということは、聖戦士だよ。たったひとりの聖戦士が、ドウンドロを利用しながら我が戦隊を撃げき墜ついしたんだ」

「聖戦士がドウンドロに巻き込まれる危険を冒してまで、ガベットゲンガーを撃墜したというのか？」

「それでこそ、聖戦士だ。おれは、奴やつの戦せん闘とう記録は全部よんだ。記録をよむかぎり傑けつ出しゆつしたパイロットではない……。しかしなぁ、総合力と瑣さ末まつな部分での猪ちよ突とつ猛もう進しんぶりはみとめる……とすれば、ジョクというパイロットはやるよ。艦隊戦の前に……艦隊戦の前にだ、一機でも多く落とすというのが奴の戦法である」

「巨きよ大だい戦せん艦かんでも、オーラバトラーにはかなわない、というのがザナドの主張だったな？」

「当り前でありましょう。火力は小さくても、数多くの打撃をあたえられるオーラバトラーは強いのです。戦艦の機き銃じゆうで落とせたオーラバトラーが、過去にどのくらいあったか、記録を見ればわかることでありましょう？」

「……頭の古い騎士たちがいうように、中世までの戦闘は、野原で戦うものだった。それで、近代の考え方では、城や要よう塞さいも必要なものとされていた。巨きよ大だい戦せん艦かんは空の要塞である。近代思想にのっとっている……が、ちがうというのか？」

「城も要塞も相そう互ごに連れん携けいできるものがあってこそ、有益であり、守りにもなったのです。そう、城も要塞もこれは、守りのためのものです。ということは、空の要塞もおなじでありますよ。一見、怖こわらしい威い容ようでも、攻せめる道具ではない。ウィル・ウィプスを建造できる工業力は、オーラバトラーにむけるべきであります……。騎士レッグス。おれは、聖戦士に勝ちたいのでありますよ。理由は、ドレイク王のためではない。出世です。オーラバトラーのパイロットとして出世することは、新時代の生きかたであります」

「…………！」

　夜明けには、艦隊は、ラウの国の国境に出るであろう。そのむこうは、カラカラの山さん塊かいである。

　ドレイク軍の左さ翼よくの艦隊は、地上から吹ふき出す無数の笛が鳴っている上空を通過していった。

　オーラシップの轟ごう音おんに脅おどかされて、数万羽の鴨かもの群が眠ねむりをさまされて、飛び立っていく声だった。

　その上空には、燐りん光こうが星々としてまたたいて、吉きつ凶きようと新旧の時代の卦けを占うらなっているかのようだった。







　９　望ぼう楼ろうの布団







　おなじころ、ミの国の国境線とせっしている石灰岩からなる奇き岩がんがつらなっている山さん岳がく地帯、そのなかでも、男岩、女山、ガロウ・ランの巣そう窟くつ、オッドゥの顔などと名づけられた奇岩の集積場であるカラカラ山塊の一角には、それら奇岩のあいだを這はうようにして飛行するいくつものオーラバトラーの影かげがあった。

　それらのオーラバトラーは三機編隊になり、野や砲ほうをワイヤーロープで吊つるして、奇岩の底、奇岩の上のチラチラと心もとなく灯ともる松明たいまつの光をめざして接近しては、野砲をおろしていた。

　野砲をおろしたオーラバトラーたちが、高度を上げることなく奇岩のあいだを縫ぬって、遠い山並に姿をけしていけば、別の一組が、その直上を、暗い松明の光をたよりに運んできた野砲を、別の奇岩の上におろしていくのだ。

　夕刻のオーラの光はすでに、地平ちかくにのこるだけで、視認飛行にたよるしかないオーラバトラーには危険な時刻なのだが、それらオーラバトラーの動きは、トロトロとやむことがない。

　奇岩地帯とはいうもののカラカラ山塊の地形にもそれぞれの癖くせがあって、一様ではない。

　ラウの国のフォイゾン・ゴウは、ミの国がドレイク軍に侵しん攻こうされる以前から、この山岳地帯の各所に、艦かん隊たいにたいする要よう塞さいを建設し、補強していた。

　そして、いよいよドレイクの艦隊の侵しん攻こうが、ラウに向けられると思われるころには、その作業は、カラカラの中央部に位置するコロンドロに集中させていた。

　いま、最後の野や砲ほうが、コロンドロの中央を縦断する谷間の臍へそともいえる場所に佇ちよ立りつする奇き岩がん〝望ぼう楼ろうの布ふ団とん〟に搬はん入にゆうされていた。

　国境からは、第三の防衛線という位置である。

　〝望楼の布団〟の工兵部隊は、この三日間、ロクに寝ねることもなく砲ほう塔とうの建設をつづけ、ついに、つぎの朝までに、搬入された野砲を台座にのせて、その照準を調整すればよいという段階にはいっていた。

「班、交こう替たいっ！」

「ヒャーッ！　おわったぜ！」

「メシだ、メシだ」

　部隊長の号令とともに、滑かつ車しやをつかっていた兵たちが悲鳴をあげて、巨きよ砲ほうから身をなげだすと、いましがたまで夕食をとっていた十数人の工兵たちが、砲門の横手の暗くら闇やみから、這はい出てきた。

　奇岩の中腹にある岩の割さけ目を利用して建設されている砲台は、コンクリとアスファルトで固かためられて、入り組んだ岩の裂さけ目もコンクリで区切って、なまじの城以上の堅けん固ごさになっていた。

　砲門になる南面には銃じゆう眼がんがあけられて、北側から搬入された野砲を、ここの台座に据すえつけるのである。

　ヒョーウ。

　南北のどちらからか風がぬけると、砲台内では猛もう烈れつな風速になった。それが、この谷底から百数十メートルにある砲塔の欠けつ陥かんではあったが、寒気をはこびはじめたそれも、まだ耐たえがたいというほどのものではない。

「……飛行するものがなくなっちまったら、こんなに静かなのか？」

　作業にかかろうとした工兵のひとりが、風がぬけた直後に、薄うす気き味み悪そうに周囲を見まわす。

　たしかに、コンクリとアスファルトの匂においがきえかけて、大気そのものがもつさわやかな夜の気配が新しい砲塔内にもただよってくれば、無限にひろがっていく静せい寂じやくさだけが、工兵たちの耳につきささるものになる。

「ああ……ここはカラカラなんだよな……」

　そんな風にこたえる工兵の声が、うるさい音おん響きようになってしまう。その場に居合わせた兵士たちは、おたがいの不精髭ひげを見合い、勇を決してそれぞれの道具を手にする。

「かかれーっ！　時間はないんだぞっ！」

「大隊長！　観測所から電話がはいっています！」

　手にした棍こん棒ぼうをふりまわしていた大隊長のムラソバが、砲塔の横手にある電話線がひきこまれている指令所に駆かけ出だしていけば、工兵たちは、物音をたてずに仕事をやるふりをして、耳をそばだてるのだ。

　いつ後退命令が出るか、それだけが工兵たちの楽しみだからで、そうでなければ、死地への出しゆつ撃げき命令を聞かなければならなくなる。それを一刻も早く知りたいのだ。

「オラ、オラ！　かかれっー！」

　再度号令がかかって、野や砲ほうを台座にすえつける作業がガラガラと開始されれば、大隊長のムラソバが棍こん棒ぼうを振ふりまわしながらもどってくる。

「最前線の観測所の設営は終ったぞ！　深夜ちょうど試射をする！　急げっ！」

「ええ!?」

「そんな無茶なっ！」

「ここで戦せん闘とうするのは砲兵隊だっ！　仲間のために万全を尽つくさなければ、つぎに殺されるのは貴様たちと家族なんだ！　敵てき艦かんが見えるまでは、トーチカの補強作業も続行する！」

「メシにかかっている小隊！　メシ時間は半分に切り上げっ！」

　大隊長の命令にしたがって、副官らしい士官が、砲門の陰かげの工兵たちに怒ど鳴なりつけたりする。

　ズズズズ……

「どこの艦だ？　こんな時間に移動するなど!?」

　大隊長は、工兵たちの頭を棍棒で叩たたきながら、砲門の鉄の三重の潜くぐり戸の調子を調べながら、外をのぞきにいく。

「……ミィゼナーか？　まだこんな後方でウロウロしているのか？」

　ムラソバが、砲ほう塔とうの背後に岩がん盤ばんのすきまにかけられた鉄のラッタルを駆かけ上がると、〝望ぼう楼ろうの布団〟の大砲台の上部の、ふっくらとしたシルエットをもつ岩の頂点に出られる。

　その岩全体のシルエットが、座布団のイメージに似ていることから、この名前が冠つけられたのである。

　大隊長につづいて、数名の将兵も駆け上がってきて、左右に見下ろせる谷底を覗のぞき込んでいく。

　その谷は南にむかって河のようにウネウネとつづいていて、数年に一度ある豪ごう雨う時には、そこは氾はん濫らんするドロの河になる。

　銃じゆう眼がんはその谷の河にむかって、百数十メートルの高度から南を睨にらむようにしていて、砲台から谷底までは、切り立つ断だん崖がいで人の手で登ることはできない。

　その谷たに間あいを這はうように飛行してきた一隻せきの中型の艦かん艇ていが、かすかに灯火を左右の断崖の壁へき面めんに映すようにして上じよう昇しようしていた。

　その谷の前方には、まだ数機のオーラバトラーのオーラ・ノズルの光がせわしげに動いているのが見えて、この空域と山間部に、大量の部隊が潜せん伏ぶくしていることを想像させる。

「…………!?」

　ミィゼナーのブリッジが大隊長のたつ高度になって、そこに数人の人ひと影かげが計器盤ばんのほのかな光のなかに、見ることができた。

「手て旗ばた信号手！」

　大隊長が呼びつける間もなく、背後にひかえて双そう眼がん鏡きようをつかっていた士官のひとりが、ミィゼナーのブリッジの背後の見張り台からおくられる手て旗ばた信号をよんで、

「騎き士しムラソバ。補ほ充じゆうの弾だん丸がんの搬はん入にゆうをどこからやればいいのか、聞いています」

「……ン!?　北の出入口に火をつけろ！　ミィゼナーは、そちらに回れるか聞け！」

「ドウミーロックがやってくれます」

　双眼鏡をおろした士官が応こたえているあいだに、手旗信号手が、背後の出入口にまわれという信号を送り出している。

　ミィゼナーは、ゆっくりと右手から望ぼう楼ろうの布団をまわって、北側の搬入口にしてある岩の割れ目に移動していった。

「好きにつかわれているな……」

　大隊長のムラソバは、顔はんぶんを埋うめつくした不精髭ひげをなでながら、ラウの軍隊と合流して、その指揮下で働くしかなくなったミィゼナーに同情した。

「……国を逃にげ出した娘むすめに、ドレイクが餞せん別べつにくれた艦かんだから、こちらで働くとなれば、どんな仕事でも押おしつけられるか……」

　それでも、ムラソバは、ミィゼナーのオーラバトラー・デッキに、噂うわさの聖戦士の機体がないのに気づいて、あわてて北側の搬入口に駆け降りていった。

「カットグラは、行方ゆくえ不明だという噂うわさだったが……」

　風が吹ふき込む北側の搬入口には、ドウミーロックが二機、砲ほう塔とうの野や砲ほうのための弾薬箱をワイヤーロープに吊つるしてきたものを、運び入れようとしているところだった。

　足場が取り散らかっているので、一機のドウミーロックが器用に上体をかがませて、機体の半分を岩の割さけ目の下にもぐりこませると、ワイヤーロープをゆるめた木箱を置いたところだ。もう一機は、外に滞たい空くうしたままワイヤーロープを回収する姿勢を保持していた。

　五ダース分の弾薬である。

「ミィゼナーのパイロットに！　カットグラはどうしたのか!?」

　大隊長の騎士ムラソバは、前かがみになったドウミーロックに声をかけた。その機体の胸の下あたりというハッチの扉とびらがひらくと、女性のパイロットが顔をみせた。

「作戦中であります。味方にも答えられません」

　ちょっとアクセントが妙みような返答だったが、精せい悍かんな女性とみえた。

「ひょっとすると、地上人、聖戦士のひとりであらせられる騎士マーベル・フローズンではありませんか？」

　ムラソバの声に、周囲にいた士官たちは、手にしたカンテラと懐かい中ちゆう電灯の光をそのハッチにむける。

「はい。騎士マーベル・フローズンであります。ご健けん闘とうを祈いのります」

「我が方にまで、弾薬の運搬にいらっしゃっていただき、恐きよう縮しゆくであります」

「なんの、移動中であります故……」

　その短い会話のあいだにも、士官たちは、

「あれが地上人の騎き士しだ」

「聖戦士と同族だというぞ？」

「なんとも見み目めうるわしい婦人ではないか！」

「いやいや、噂うわさ通りのきつい方のようだ」

　そのような感想が、閃せん光こうのようにはしった。

　マーベルのドウミーロックは、羽根をつかって後退すると、機体の向きもかえずに、ミィゼナーのオープン・デッキに着ちやつ艦かんしていった。その挙動は、正確で無む駄だがなく、いかにも聖戦士のひとりが操っているオーラバトラーと見えた。

　このマーベルが、この砲ほう塔とうに寄ってくれたということが、この砲塔の士気を最後まで鼓こ舞ぶすることになったことを、マーベルは想像することはなかった。

　が、騎士ムラソバにすれば、手の遅おそい工兵たちを叱しつ咤た激げき励れいする良い口実になった。

「……聖戦士が自ら運んでくれた砲ほう弾だんを、正確無比に射ち出せるように、いそげっ！」

　ムラソバの棍こん棒ぼうが、より激しく工兵たちの肩かたを打ったものだ。




　ミィゼナーは、望ぼう楼ろうの布団からはそれほど遠くはないコロンドロの第一線の防衛線の配置につくために、南下する進路をとった。そこは、ミの国の生き残り部隊が集結しているポイントである。

　マーベルのドウミーロックが、その整備デッキに収容されると、左右の扉とびらは、機体整備でつかう光を外に洩もれさせないようにただちに閉じられ、メカニック・マンが動きはじめた。

　そのデッキは、カットグラがないために広く見えたが、それでも、もともと広さが充じゆう分ぶんあるわけではないところに、予備のマッスルや装そう甲こう板がスペースをとっているので、メカニック・マンたちはクレーンや天てん井じようからさがっているロープを足場にして、ドウミーロックの整備にかかるのだ。

　マーベルは、機体をつかうたびにその状態をメカニック・マンに伝えて、改修すべきところはとりあえず手当てをしてもらっていた。

　彼女にあたえられた機体が不良なのではなく、戦場での酷こく使しに耐たえさせるためには、必要充分以上の整備を心がけておかなければ、いざというときに使えなくなるからである。

　ことに、戦せん闘とう状じよう況きようというのは、パイロットが感じている以上に機体に負荷がかかっているものなので、万全な状態にしておくためには、この作業は不可欠なのだ。

「ごくろうだった。砲台の者は喜んでいた」

　ニー・ギブンが、首から双そう眼がん鏡きようをぶらさげたままデッキに降りてきて、マーベルをねぎらう。

「あの砲塔は、あれでつかえるようになるの？」

　マーベルは、自分の目で見た砲台のことを説明してから訊きいた。

「大だい丈じよう夫ぶでしょうな。だいたい、この線にドレイクの艦かん隊たいがくるのには、半日は余分にかかるはずですから」

　マーベルと荷物を運んだパイロットの騎き士しソトロウ・レストラーマが、ドウミーロックのコックピットにかけてあったロープをつたってきて、笑って見せた。

「そうあって欲しいものです……騎士ソトロウは、いまのうちに睡すい眠みんをおとりください」

「しかし、フアンドウのようすを確認してからでないと、気が落ちつきません」

「そのときは呼びます。ご安心下さい」

　ミの国の年とし嵩かさのパイロットであるソトロウは、ミの国の最後の戦線ともいうべき騎士キゼサ・ハームに任せている艦かんにいるべきなのだ。しかし、ミィゼナーのジョクの一統が戦死して手て薄うすになってしまったので、居残ってもらっていた。

　そのために、ニーは、ソトロウには必要以上に気を遣つかった。

「ですから、騎士ソトロウ、シャワーはつかっておいて下さいな」

　マーベルも急せかしながらも、気安くしてみせるのは、今日まで生き残ってしまったことを悔くやんでいる風をみせるソトロウを思ってのことだ。

「そうさせていただくかな。戦せん闘とうまでに余分の水はつかって、艦を軽くしておかないとな？」

「そうです。そうです」

「でも、騎士ソトロウ。水は攻こう撃げきのクッションになりますから、無む駄だ遣いは勘かん弁べんしてください」

　ドウミーロックの機体の整備にかかっている若者のなかから、そんな声もかかったりする。

「わたしが、そんなに無駄遣いするか！」

「しますよ。水の使用量は、チェックしてんですから」

　キムッチ・マハである。ジョクのハンダノの城以来の若者で、彼だけでなく、みんなが騎士ソトロウにそんな口をきくようになっているのも、すべからくニーの方針である。

「うるさいことだ。ま、艦かん長ちよう、先にくつろがせてもらおうか？」

「そのように……」

　ニーとマーベルは、ソトロウが待機所にもぐってくれるのを見送って、ホッと息をついた。

　中年の騎士がミィゼナーの空気に馴な染じんでくれるのを見ることができるのは、ニーにとっては嬉うれしいことだった。

「……ジョクからは、なにも？」

　一段落つけば、マーベルがニーに身をよせていった。

「ああ……この一日、無線は開きっぱなしにしているよ」

　ニーもマーベルの耳に口をよせ、その耳元にキスするように応こたえてやる。

「くすぐったいのに……ジョクがガベットゲンガーに包囲されたのは、ミハンもソトロウも見ているのね？」

「まちがいない……しかし、カラカラの要害を利用した防衛網もうは、当てにはなる」

　ニーはマーベルの視線をはずすようにして、ドウミーロックの整備の進しん捗ちよく状態を見上げるようにして、ジョクのことを忘れたように言った。

　それはちょっと冷たい、とマーベルは感じるものの、戦場というのはこういうものだということも承知している。

「じゃ……」

　革かわ鎧よろいを脱ぬいだソトロウが待機所を出てきてくれたので、マーベルが入れかわりにそこにもぐりこんで、自分の衣類を押おし込んである衣い囊のう袋ぶくろから、レモンひとつを取り出して、一方の壁かべに吊つるしてある自分用の水の皮かわ袋ぶくろを取り外して、それにレモンを搾しぼりだしていく。

『……でも、ジョクがいないと苦しいな……』

　ふと、自分の死が近いのではないかと思う。マーベルは、レモンを絞りこんだ皮袋の口を紐ひもでくくって、力いっぱい振ふると、その腕うでに無念の思いがこもってしまう。

　ニーが、地上人に冷たいのは仕方がないにしても、とも思うのだ。

『……でも、悪いことじゃなかった……ニューヨークの大学でグズグズしているよりは、面おも白しろかった』

　しかし、面白ければいいのか、という問題はまた別のことなのだ。

　マーベルは皮袋の口をゆるめて、すっぱいだけの水を口にしてから、革鎧を脱いでいった。革鎧は、いつも風をとおしておく必要があるからだ。

　この飲み物は、マーベルの好きなもので、ブリッジとガンルームにもおいてあったが、ここに個人で常備するのは規則違い反はんではある。

　しかし、騎き士しソトウロにたいするクルーの態度などもそうで、ミィゼナーはアの国から脱だつ出しゆつした時点で、正規の軍ぐん艦かんではなくなっていたために、艦内の規律は、ニーのギブン家の家風に似た自由なものになった。悪くいえば、だらしないのだ。

　ミィゼナーのクルーの半分がアの国で徴ちよう用ようされた兵たちであることも、この空気を醸じよう成せいしていた。彼ら徴用兵は、かならずしもドレイクに反発する者たちではないからこそ、彼らなりの独自の気質や気風というものは認めてやらなければ、統率はできないのである。

　その上に、ミの国のムーラン・ソー中隊の兵士たちもクルーとして乗り組んでいるのだから、彼らの好きにさせることで、ミィゼナーの戦せん闘とう意欲を維い持じし、結束を生まなければならなかった。その兼かね合いは、面めん倒どうではあった。

　マーベルは、そんなミィゼナーの仲間意識、戦闘集団の結束のようなものを感じられるほどに、この艦の運命の最後が近づいているような気がした。

　アップにしていた髪かみをほどくと、頭が軽くなってさっぱりとする。

　待機所から出ると、

「ミハン！　どうなんだ！　その機体は？」

　ニーの怒ど鳴なる声がした。

　整備デッキの一番奥おくでは、まだ装そう甲こうの一部を剝はぎ取られたままのドウミーロックのパイロットに、ニーは声をかけていた。

「弾だん丸がんのサイズがあわないです。梱こん包ぽうと中味がちがうんですよ」

　返事にならない返事が、足元からしたりしていた。

「……ニー！　ブリッジに上るわ！」

「おれも行く……キムッチ、ミハン機の肩かたの装そう甲こうの問題なんだ！　面めん倒どうみてやってくれ！」

　そう言い残して、ニーはマーベルのあとにつづいてラッタルを上ってきた。




「はい、敵艦かん隊たいの陣じん容ようです。前と変っていませんよ」

　ふたりがブリッジにあがると、メトー・ライランが待っていたように、電文を解読したメモをニーに渡わたしてくれる。

「ン……。ビショットの艦隊も合流しているのか？……ドレイク艦隊自体も補強されているのかい……？」

　キロン城から発進したドレイクの艦かん艇ていの数が正確に電信されて、オーラバトラーの数もまちがいがないだろう、という内容である。

「……凄すごい数ね？」

　マーベルもそのメモを手にして、先ほど感じた厭いやな運命、というものを思い出してしまう。

　長い国境線でせっしている大陸の場合、敵の陣容をつかむのは、無線がつかえるようになれば容易だった。

　人々は、本来、国境などという政治的な理由で線引きされたものとは関係なく、生活をしているものだ。そのような土地の人々を締しめつけるか、放置するかは、その土地土地の風土や、為い政せい者しや間の考え方によるのだが、もともとミの国とラウの国は、国境線はあってなきがごとき歴史がつづいていた。

　となれば、すこし前に進しん駐ちゆうしてきたドレイク軍などでは、ミの国民をすべて味方に抱だきこめるものではないのである。つまり、それらの土地の人々がすべて密告者と考えて良い。

　そんな情じよう況きようであるからこそ、ドレイクは、キロン城にドレイク艦隊を居並べさせて、事前に敵を恫どう喝かつしようとしたのである。

　それで、ラウの軍の戦意をくじくのである。

　そうでなければ、キロン城などにわざわざ艦艇を集結させて、出しゆつ陣じん式などはやりはしない。数を伏ふせて、四方から攻せめ寄せるのが、古来からの方法なのであるから。

　しかし、どのていど普ふ及きゆうしているか知れないものの、無線が利用されるようになった現在、ミの国の領内をオーラシップが侵しん攻こうするあいだに、艦艇の数などはラウの国に読まれてしまうであろう。

　なら、今回のように集結させられる艦艇の数があれば、充じゆう分ぶんフォイゾンを脅おどかすことができるとドレイクは判断したのである。

　事実、その数は、ニーとマーベルのようなアの国の事情を知っているものにとっても、驚おどろくような数だった。

「ほかの地区に展開している艦艇を集めたのかしら？」

「それも考えられるが、建造力が飛ひ躍やく的にあがっているんじゃないかな。周囲の国を恫喝してやらせているにしても、この戦力の復元力というのは異常だよ」

「ウィル・ウィプスの動きはどうなのかしら？　南に後退したといわれて、それっきりのようだけど？」

「メトー。いまマーベルの言った件は、タータラに正式に照会して回答をもらえ」

「はい……！　キーン、手が放せるなら、手伝ってよ」

　メトーは、操そう舵だ輪を握にぎるキーン・キッスの肩かたを叩たたく。

「手伝ってやれ。おれがかわる」

　ニーはキーンを追いやって、操舵輪の前にすわった。

　暗号表と首っぴきで電文をつくりはじめるメトーは、アの国で徴ちよう用ようされた兵士なので、ラウの軍の暗号コードなどは、まだ頭にはいっていないので、仕事が遅おそい。それが口くち惜おしい、とメトー・ライランは泣くような気の強いところがあった。




　ミィゼナーは、左右に断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきのつづく谷間をゆるゆると前進していた。

「この谷の守りは薄うすいな……軍の影かげがない」

「仕方がないでしょ。あたしたちが第一の楯たてになるだけの価値があるから、ラウの国も当てにしているのよ」

「他所よそ者ものは、さっさと死んでくれという魂こん胆たんじゃないのか」

「いて邪じや魔まだといわれるよりは、いいわよ」

　マーベルは、ニーのすわる椅い子すの肘ひじかけに腰こしをひっかるようにする。

「こちらは、ジョクの行方ゆくえがわからないんだ。楯になる価値もないかも知れんと思われているんじゃないか？」

「あの砲ほう塔とうの人たちは、あたしだって聖戦士だって思っているのよ？」

「認めるよ。しかし、戦力の計算をするときは、ひとりの人間の潜せん在ざい能力までは計算しない。神かみ掛がかりでは、戦争できないからな？」

「それはわかるけれど、ジョクは、数機のハインガットを撃げき墜ついしたのでしょ？　それだけで充じゆう分ぶん。あとは、あたしたちがやるしかないじゃない」

「…………」

　ニーは、肘かけにのったマーベルのお尻しりを抱だくようにして、力をこめてしまう。

「……なに？」

「そういうマーベルの強さっていうのは、どこから出ているのかってな、感心してるんだ」

「……愚ぐ痴ちはやめて……まわりの若い人に毒だから……」

　マーベルは、背後のメトーやキーン、隣となりの席の副操そう舵だ手しゆの視線がないのを確かめながら、ニーの頭を抱いてやった。

「……おれは自分の命のこともあるが、マーベルとかクルー全員のことが気になっているから……」

　ニーは鼻先でマーベルのブルゾンをわけると、Ｔシャツの上から彼女の乳ち房ぶさをまさぐるようにして甘あまえた。

「そういうニーを好きよ」

　谷のつくりだす闇やみと、星々にかわって空を飾かざる燐りん光こうを隠かくす雲のながれの下、ミィゼナーは、その闇をなぞり地を這はうように飛行していた。
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　フォイゾン・ゴウは、合がつ掌しようした手を頭上にかざして硬こう直ちよくしていた。

　それでも、かすかにうごめく唇くちびるが、祭さい壇だんの前の十数本の蠟ろう燭そくの光をうけて唇の艶つやの陰いん影えいをかすかに揺ゆらめかせる。

　その蠟燭も、まるでガラス細工のように硬直してそよとゆらぐことがない。炎ほのおのうえの空気のかすかなゆらぎと、炎のしたの蠟ろう涙るいのふくらみが本物とわからせる。

　祭壇の背後は、蠟燭の光がさえぎられるようになっていたが、すくなくとも壁かべとか神器をそなえているような囲いはなく、漆しつ黒こくの闇がさえぎっていた。

　その闇のなかに、森がひろがっているのだ。とすれば、フォイゾンの祈き願がんの対象は、森そのものなのである。

　フォイゾンの合掌の手が徐じよ々じよに顔の前に降りてきたようだが、目をこらさないとその動きさえ認められないほどゆるやかである。

　祭壇の背後の森から風がそよいで、ようやく炎たちが踊おどり、その光の届く範はん囲いのものに命があるのではないか、という息い吹ぶきを感じさせた。

　そして、シャーッという硬質ながらも闇の底をおだやかにゆする音が、フォイゾンのすわる板の間に近づいてくる。

　驟しゆう雨うが足をもって、王の所作をうかがいに来たのだ。

　それでも、フォイゾンの合がつ掌しようは、顔の前に降下しつづけていた。

　柔やわらかくも驟雨の音は、闇やみのなかに一様に広がってむらがなく、騒そう々ぞうしさも感じさせず、王の祈き願がんすることごとに唱和するような確かさをもって、王の存在する空間をうめていった。

　乾かわいた葉にあたる雨音が、やや乾いて硬こう質しつな音になって、無数ともいえる雨の滴しずくのかたまりが、このような優しい音に変質させるのだ。

　祭さい壇だんには、雨はかからない。

　が、急速に寒気が祭壇をのりこえて、フォイゾンの祈いのりを追いたてるようにした。

「…………!!」

　半眼に閉じられていたフォイゾンの眼がクワッと開いた。その瞳ひとみに硬直した蠟ろう燭そくの炎ほのおがうつって、異様な輝かがやきに増ぞう幅ふくさせる。

　と、フォイゾンの肩かたの高さにたもたれていた両りよう腕うでが水平に左右に開かれて、肩のうしろにまでひろがる。

「フゥ……エォウッ!!」

　フォイゾンは驟雨の音をふるわせるように息を吸うと、両腕を同時につき出しつつ、腹の底から発した気声が前方の闇を切った。複雑な音であったようなのだが、一音節に聞えた。

　祭壇にささげられた蠟燭の炎が揺ゆれて、消えた。

　気合は、雨の音を一いつ瞬しゆん間かん真横に切ったのではないか、と思えるように硬質なものになって、余よ韻いんは直線的に遠とお退のいていた。気合い術である。

　フォイゾンは、体調さえよければという条件がつくのだが、気合ひとつで数メートル先の人に脳のう震しん盪とうを起こさせて、倒たおせる力をもっていた。

　シャーァァァ…………

　気合に傷つけられた空気の裂さけ目を癒いやすかのように、濡ぬれた葉にあたるおだやかな雨音が優しい温かみをもった小さざ波なみのようになって忍しのびいり、フォイゾンのすわる板の間も闇に吞のみ込まれたまま驟雨をうける森と一体化した。

「…………」

　そのなかでフォイゾンは、瞑めい想そうする。

　森の〝気〟を体内のものにするために、全身の皮ひ膚ふの穴という穴を解放して呼吸するのだが、気持ちが鬱うつであればできない。

　いまは、衣い裳しようと皮膚との隙すき間まも一枚の表皮にしか感じられず、体内も空くう洞どうのようになって外界に侵しん食しよくされているように感じる。不快ではなく、浮ふ遊ゆうしているように感じられる。

　これは、肉体が不全であれば感じることができない感覚なのだが、これができる肉体という器官は、本来、自然現象から派生して生まれたものであるということを実感させてくれて、肉体が具有する〝我が〟というような意識さえも消失させてくれた。

　そうすれば、意識は、大空うちゆうに飛び世界を俯ふ瞰かんする洞どう察さつを感得する……。フォイゾンは、そう信じる。

　森をうちつづける雨の音は、より水気をおびたものに変わり、サッサッと風もあらわれ、雨音が脈をうつようになる。それは、界フイールドそのものの息い吹ぶきとなって、フォイゾンの器官もそれにまじわっていく。

　かなりの時間がたった。

　闇やみに、ザッ、という衣きぬ擦ずれの音がして、「フッ……」とふだんの人の息いき遣づかいがおこった。

　衣擦れの音が、祭さい壇だんの反対の方位に移動をはじめ、闇のなかで、なにごとかをさぐるような音がしてから、ギシッと鉄のきしる音がした。

　闇のなかに一条の淡あわい光が、縦の筋になって浮うき立ち、フォイゾンの横顔が、その淡い光のなかにゆらりと浮きたった。

　石段がつづく階段が、弧こ状じようになって光の方向にくだっているようなのだ。フォイゾンは、両りよう袖そでに両手をおさめて、その階段を一段ずつゆったりとくだりながら、唇くちびるの動きをやめない。

　まだ祈いのりの言葉をつづけているのだろうが、そのような行こう為いを意識することはないと見える。世界が語らせるコ、ト、ハ、であろうから……。

　白い総そう髪はつは耳の下で切りそろえられて、太い眉まゆも形よく整えられている。その下にある瞼まぶたは厚く、足元を見下ろす眼球も大きく鋭するどい。鼻も大きく左右にたっぷりとして、唇は上下ともに厚いが、引き締しまって閉じられもする。もみあげも長いのだが、キッチリと剃刀かみそりの刃はによって整えられていた。

　六十歳をこえた王とは見えない。

　ガウン状のローブには、形だけのベルトがさがってはいても、それが腰こしを締めつけることはなく、その裾すそは足首まで隠かくしているものの、王の足元をおびやかすこともない。

　鹿しか皮がわの靴くつは、靴底が薄うすいので裸足はだしにちかく、足の裏に接したものをじかに感じることができた。

　淡い光を放っていたガス灯は、数階も下にあるものだ。

　フォイゾンは、ようやくそのガス灯の階層に下り立ってから、いましがた自分が降りてきた階段をふりあおいだ。

　城の角にある壁へき塔とうを構成する階段は数段の石段を見せるだけで、その上は柱の陰かげに隠れてみることはできない。

　祭壇のあいだで感じられた大気と大地と森の精は、遠くにいったのだろう。コモン人によって構築された城の石壁は、外界を遮しや断だんしてしまう。

　それでも、フォイゾンは、外界の残り香がともいうべき〝気〟をその体内にたくわえようとしていた。

「……世界はおびえているか……この感じ方、わたしが臆おく病びようだからだと思いたい……」

　フォイゾンはひそやかに独白すると、ガス灯の下を横切って、さらにつぎのドアの前に立ち、ドアの中央にさがっている銅製の金具をひとつ打ち鳴らした。

　ドアが左右に開くと、さらに明るいガス灯の光が、峻しゆん厳げんな姿をみせるフォイゾンを鮮あざやかにした。

「ご苦労」

　フォイゾンは、左右の警護の兵に礼をいうことを忘れない。この気配りを持ちながら、時に冷厳にまで部下を処しよ罰ばつするフォイゾンを理解できないでいるのが、大半のタータラ城の将官たちである。

　そして、それらを束ねることの難しさを痛感しているのが、フォイゾン自身でもある。

「……エレ・ハンム様は、南の謁えつ見けんの間でお待ちいただいております」

　ガス灯が明るく浮うき立たせるその部屋は、まだ冬支度の藁わらを敷しいていないために、冷気のたまりになっていたが、フォイゾンにすれば、その部屋でも充じゆう分ぶんにしのげる暖気を感じる。

「そうか……」

　すでに深夜にちかいのだが、フォイゾンはそれを承知で、エレを待たせているのである。母のパットフットが反対しようが、そんなことは問題ではなかった。

　どこか鋭えい利りな感性をもっているらしい幼いエレの才能がどういうものか、フォイゾンは試したかったのである。

　これも、フォイゾンの艦かん隊たいが、明日にはドレイク軍との接せつ触しよくが行われる前に、確かめておかなければならないことなのである。

　その理由は、ない。

　フォイゾンにすれば、エレに会うことも国の命運を占うらなうことに似ている、という気分なのである。
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「お爺じいさまにあられましては、お勤めごくろうさまであります」

「眠ねむくはないか？」

「はい」

　深夜にあっても、エレは、幼い少女にはふさわしくないほどのきっぱりさがあった。その膝ひざをおって挨あい拶さつをする孫まご娘むすめに、フォイゾンは嬉うれしさをおさえて椅い子すをすすめる。

　大人おとなのための椅子の肘ひじかけに手をかけて、エレはうしろに跳はねるようにしてすわって見せたのだが、その挙動も初々しいだけで、見苦しくはない。

　エレの両足が宙に浮いてしまったが、フォイゾンの顔をきちんと見るためには、深くすわるほうが安定するらしかった。

　隣となりの部屋では、ひそやかな音をひびかせて、執しつ事じたちが茶の用意をしている気配がする。

「爺も明日からは戦争である。そうなれば、おまえと会う機会もいつとも知れないと思えたので、こんな時間になってしまった。眠かろうがすこし時間をくれ」

「…………」

　エレは、几き帳ちよう面めんに両手を膝において、その返答にした。

「……いやな、聖戦士がバイストン・ウェルに帰き還かんしたことを恐おそれるというが、どういうことだ？　……どういう風に心配するのかな？　エレは？」

　緊きん張ちようしている孫娘にすこしでも喋しやべらせなければならないと思うフォイゾンは、自分の言葉に力がはいって、かえって威い厳げんに満ちたものになってしまうと不安になる。

「そう申されましても……いろいろと……不安でありまして……」

「おまえの話しやすい言葉で話せばよい」

　フォイゾンは祈いのりのあと、しばらくは緊張が抜ぬけないのを知っていたので、極力態度を崩くずそうとして、椅子にくつろぐような姿勢をとってみせる。

「……聖戦士殿どのと再会しましたときに、聖戦士殿がコモン界に帰れましたのも、偶ぐう然ぜんであったということを知りました……それでは、なぜまた、聖戦士殿がわたくしたちのところに戻もどっていらっしゃったのか、と考えました」

「ウム……」

　フォイゾンは、幼いエレの話し方が上じよう手ずだと感じ入る。

「聖戦士伝説で語られていますことは、聖戦士は、あらわれた国を安あん堵どいたすということであります」

「そうだ。それでは、心配の種はないはずだが？」

　そのとき、執事たちがお茶のセットを捧ささげて、フォイゾンとエレのそれぞれの椅子の脇わきの小テーブルの上に用意してくれるのを、エレは待った。その態度にも、姫ひめらしい鷹おう揚ようさが見えて、フォイゾンには気に入ったものに映る。

「ありがとうございます」

　エレがそう礼を言ったので、執しつ事じはかすかに驚おどろきの表情をみせてから、あわてて微び笑しようをかえして、深く礼をした。

　フォイゾンは、会話を中断されてかすかな苛いら立だちをおぼえたが、この部屋の定められた手順であったし、なによりも、エレの対応を見られたのが心楽しかったので、執事たちが退出するのを待つことができた。

「……わたくしの心配は、聖戦士伝説では、一度地上にもどった聖戦士が、ふたたびバイストン・ウェルにもどったということはない、ということから始まっております……ですから、聖戦士ジョクの場合は、伝説とちがう特別な意味があるのではないかと感じました……どうして、ラウの国なりミの国を勝利させなければならないのかという風にもかんじるのです」

　よどみなく話したのではないのだが、それほど訥とつ々とつとしたものでもなかった。

「お前の父を殺したアの国のドレイク軍は、悪しきことを行っているから、聖戦士がこらしめなければならない。また、この爺じいもそうしなければならない……それでは、解答にならないのか？」

「はい……」

　エレはテーブルのカップを凝ぎよう視しして、言葉をさがしているようだった。フォイゾンが、自分のカップを手にして、エレにも飲むように促うながそうとしたときに、幼い姫は視線をあげて、「……お爺さまは、ドレイク軍を騎き兵へいと歩兵でやっつけるのでありましょうか？」

「…………？」

　エレとて、ラウの国の機械化の状じよう況きようについては、多少は理解しているであろうと思うから、その瞳ひとみのなかに何があるのか、とフォイゾンは疑ってしまう。

「聖戦士ジョクも、過去の聖戦士とちがって機械をつかいます」

「ああ……機械の存在の意味について語ろうというのか。その心配は、爺も心配していることだが、戦争とは勝たなければならないものだ。そうすれば、機械には機械で対たい抗こうしなければ、破れることになる」

「……でも、それでよろしいのでしょうか？」

「茶はいいのか？　温まってよく眠ねむれるぞ？」

「はい、いただきます」

　エレは、お尻しりを前にずらすようにしてから、両手でカップの皿を手にすると、それを膝ひざの上においてから、カップを口にした。フォイゾンは、その思い切りのよいエレの身のこなしに満足をする。

「……聖戦士殿どのが地上から帰き還かんできましたのも、オーラバトラーがあったからだと想像します」

「ン……？」

　子供にしては、話の論点が巧こう妙みように飛んだと感じる。

「機械は、今までになかった異常な力を聖戦士にあたえているのではないでしょうか？　そう考えますと、機械はわたしたちコモン人にも、異常な何かをあたえると感じてしまうのです」

「そうだ。ドレイク・ルフトは、機械のおかげでガロウ・ランを駆く逐ちくできたし、お前の母の国であるラウのような強大な国にも攻せめ寄せられるようにもなった」

「そして、お爺じいさまも機械でドレイクの軍と戦争をなさろうとしております。その結果はどうなりましょう？」

「ラウは勝つ、といったではないのか？」

「……ラウもアの国も異常な混乱に陥おちいるのではありませんか？」

「具体的にはどういうことだ？」

「具体的……？」

「わしは、アの国もミの国もいっしょにして、上じよう手ずに治める自信があるつもりだ。しかし、エレはそうは考えんのだな？」

「いえ、お爺さまのお力は想像がつきます」

「では、異常な混乱というが、どういうことだ？」

「それは……わかりませんが、なにかラウの国もボウッとした国になってしまうような恐おそれがあるのです」

　エレは空いている一方の手で、頭上に弧こを描えがくようにして、ボウッという擬ぎ音おんを表現した。

「……ボウッ……？　爺にはわからんな」

　フォイゾンは、そのような漠ばく然ぜんとした表現の意味を質たださないかぎり、納得はできないと感じてしまう。相手が年とし端はのいかない者の発言でも、フォイゾンは、このように対処する王なのだ。心底、正直であり、理り詰づめを得意とする。

「……わたくしにわかることは、ラウの国もアの国も、この大陸のあらゆる国の人々が、恐きよう怖ふにおののく生活を強いられるのではないかと感じます」

「それは大おお仰ぎようすぎないか？　エレは、心配性なのだな……」

　苦笑をした。幼女のみる怖こわい夢であろうとも考える。

「心配しすぎるということは、母からも笑われます……でも、お爺さま、機械の活かつ躍やくは、雲のごとくコモン世界を覆おおいつくして、この世界は混乱するのです……」

「どうなるのか？」

「お爺さまが、いつまでも生きつづけられないのは、人の命の在り様としては、当然のことと思います」

　エレはそう言うと、ひどく潔けつ癖ぺきに口を噤つぐんだ。

「……それはそうだ。お前はどうなる？」

「自分のこともわかりません。ただ、この時代に生命を受けたことをありがたく嬉うれしく思います。でも、平へい穏おんに生きる術は手に入れられない一人であろうかと……」

「怖くはないか？」

　信じられないような哲てつ学がく的な表現に、フォイゾンは感かん嘆たんしながらも、畳たたみかけるように訊きいていた。

「人すべてがそうでありましょうから、特別とは思いません」

　フォイゾンは、そのエレの大人おとなまさりの言葉に、自分の分身が宿っていると直感する。

「達観していると思いたいが、誰だれかの受け売りの言葉か？」

「さあ……わたくしは、まだ絵本ぐらいしか読めません」

　エレは恥はじるようにして、カップをテーブルにもどした。フォイゾンは、言うべき言葉を見つけられない。しばらく、窓外の雨音を聞いて、

「……教えてくれないかな？　エレは、人をどのような生き物だと感じているのだ？」

「人の生命の長い短いなどは、明日のことさえもわからないのに、そんなことを忘れて生きていられる不思議なものだと思っております」

「フム……」

　絶句した。

「城下には、明日がくることを忘れてお酒を飲むような人もいると聞きます……わたくしだって、ベッドにはいる前には、今日一日の安心を感謝しますが、そんな幸福なときは、明日の心配はいたしません。けれど、じつは、人の生命などは、明日はどうなっているか一切わからないものであります」

「…………」

　フォイゾンは、エレに言葉をつづけさせるしかなかったが、それは、若い時代、大学教授の講義を聴きくような気分である。

「寝ねているあいだに、城の壁かべが崩くずれ落ちてくるかも知れませんし、毒をもった生物に嚙かまれて死ぬかもしれません」

「そうだが……そんなことを心配していては、毎日の暮しはできないではないか。だから、人は知ち恵えを授さずかっていると思わないかな？」

　フォイゾンは楽観論という言葉が使えないために、上じよう手ずに説明できない自分に苛いら立だちはする。

「…………？」

「気楽にしないと困難な毎日は暮せない、ということだ」

「心配が重なると身体からだに良くないということですね？　でも、いろいろなことを考えても、無む駄だではないと思います。むしろ、毎日を一所懸けん命めい暮すための力になると思います」

「それがエレの考え方か」

「はい……でも、この考え方と、機械の存在のことを心配することとは、ちがうのです。機械のことは特別なのです」

　フォイゾンは、エレが論ろん旨しを元にもどしたので唸うなっていた。

「よくわかった。爺じいとしても、機械を扱あつかうことは、よくよく注意して行なうことを約束しよう……それでいいな？」

「いえ……」

　エレは目を伏ふせて、小さく首を横にふった。

「……なんだ？」

「機械は、すでにこのコモン界にバイストン・ウェルそのものをゆるがすように存在しております」

　顔を伏せて言うエレの言葉には、悲しみの色があった。

「……しかしだ、世界に関かん与よすることについての問題は、まだ誰だれにも見えていない」

「それをこのたびの戦争がみせるのではないか、と……」

　言葉を切ったエレのいわんとするところは、よく了りよう解かいできた。フォイゾンは疲つかれさえ感じて、自分で考えられ得るすべてのことを口にしていたと感じる。

「エレ……爺じいとしては、よくよく気をつけて機械を運用しよう。そうして、世界の気に、オーラ力を善き方向に導くような方策があるなら、それを発見するように努めよう」

「……!?　お頼たのみ申します」

　エレは、フォイゾンの顔を正面から見上げるようにして、そう言ってきた。

「遅おそくに呼んですまなかった。しかしな、お前のことで、ひとつだけ気になっていることがある」

「はい……？」

「これは、お前より長く生きてしまっている爺の経験から言うのだが、気が滅め入いったり、不安を感じすぎるというのは、身体の具合がよろしくないときに起こるものだ」

「……わたし、元気です……」

「わかっている」

　フォイゾンは、言うまいと思いながらも、口をついて出る言葉をとめることはできなかった。

「がな……思し慮りよ深いということは、自分ひとりの考えにとりつかれて、堂々めぐりの考えにとらわれるものだ。お前にその癖くせがあるとは思わんが、見聞を広げる心こころ遣づかいはして欲しいと感じるぞ」

「……それは、そう望みますし、地上界には行ってみとうございます」

　フォイゾンの負けである。

「来よ」

　言いながらもフォイゾンの足が歩み出ていて、椅い子すからすべりおりた孫まご娘むすめの肩かたから背中を抱だいていた。見上げてくれるエレの瞳ひとみは、大地の神がその清せい涼りようなひろがりをささえていると感じられた。

「爺は、おまえのような孫娘を迎むかえられたことを誇ほこりに思う」

「ありがとうございます」

　エレの両りよう腕うでがフォイゾンの腰こしにまわるのが、嬉うれしかった。

「……行きたいものだな。地上界にな……」

「はい……」

　フォイゾンは、大きな手で孫娘の背中一いつ杯ぱいを愛あい撫ぶしてやると、執しつ事じを呼んで、部屋にまで送るように命令をしてから、執しつ務む室にむかった。

　ドアの陰かげにその小さな影が隠かくれてしまうまで見送ったのは、当然の成り行きである。




「……陛下」

「ン……」

　フォイゾンは、執しつ務む室のドアのかたわらで、書類のはいっている盆ぼんをささげている近この衛え士官からその盆をうけとりながら、一番上の書類に目をやって、

「参さん謀ぼう本部長を」

「ハッ！」

　ニー・ギブンがうけとったキロン城から発進した艦かん艇ていの数をしめした報告書である。

　フォイゾンは、盆を手にして執務机にすわると、数枚の戦場の報告書と、それにたいして参謀本部が処理をした報告書に目をとおして、それらに問題はないと読み取る。予定通りの準備がすすんでいると判断した。

　ノックがした。

「入れ！」

「失礼します」

　参謀本部長のムラビーラン・クラヒンが、制服のほこりを気にするようにしながらも、顔を合わせるのが先だという風に入室する。

「……ドレイクの艦艇の数は、予想通りだ。あとは僥ぎよう倖こうを祈いのるだけだが……問題がある。聖戦士殿どのはいまだに行方ゆくえ不明だというが、ミィゼナーとは連れん絡らくがとれているのか？」

「先方でも、捕ほ捉そくできないということであります。現在は……」

「ミィゼナーのポイントは呼んでいる。例の準備のほうはどうなんだ？」

　フォイゾンは、各艦艇の配置図をしめした手書きの乱雑な書類をしめしながら訊きく。

「ちょっと乱雑なようで……」

　参謀本部長はフォイゾンの手にしている書類の手書きの文字の汚きたなさを気にして、清書した配置図を差し出してくれる。

「一時間前の配置図である。清書などは不要だ」

　フォイゾンは答えながら、本部長の差し出した書類をうけとって、「ゴラオンの艤ぎ装そうが遅おくれているのか？」とつづける。

「……ハッ、昼までの報告のとおりです。現場には、督とく促そくの連続であります」

「艤装は完全でなくても、出しゆつ撃げきさせるようになろう。兵員を乗船させて、艤装工事を続行させろ」

「……ハ、ハッ……」

　参謀本部長は、ズッと背筋をのばして顔面を硬こう直ちよくさせた。

「聖戦士がいなければ、そうなる」

　フォイゾンは、短く言った。

「ハ、ハッ！」

「その司令を出したら貴公は休め。わしも休む。明日早朝からは、どうなるかわからんからな」

　フォイゾンは、哲てつ学がくを語るエレの瞳ひとみが、ヒョイと空にういたのを見たような気がした。
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　なんでショットを殺さなかったのか、と思わないでもない。

「……奴やつを殺したところで戦争は終らないし、まだ、ショットは必要な男のような気がする」

「なんだよ。さっきからブチブチ……」

　チャムがジョクの頭の上のシートから、眠ねむそうな声を出してくる。革かわ鎧よろいを脱ぬいだふだんの恰かつ好こうで、手て拭ぬぐいを縫ぬいあわせた掛かけ布ぶ団とんを身体からだに巻きつけるようにしてまた眠ろうとモソモソとやっているようだ。

「すまない……」

　アの国を通過するあいだは、対空砲ほう火かの射程がとどかない高度をとったために、酸欠状態がつづいているのだ。それほどひどいものではないが、ジョクでも頭痛がきていた。

　あきれるほど欠伸あくびをくりかえして、考え事をして意識を持続させるようにすれば、ショットや地上界で会った人たちのことが、果しなく現れては消えていった。それでも、ショットのことは、ひっかかる問題として意識される。

　その間、カットグラは、巡航速度で直進飛行をつづけてくれていたのだが、別にオート・パイロット装置があるわけではない。障害物がないために、なにも考えないですむだけのことだ。現在の東京上空だったら危険すぎてできるものではない。

　コモン界の月ともいうべき鱗輪つきの光をうつす川とか湖から地形を確認することも意識してやるのだ。雲海がひろがれば、山頂を捜さがし出して方位を定め、それらのものが見えなければ、星座ともいうべき燐りん光こうの群を頼たよりにして方位をさぐる。それを十分に一度はやる。

　だから眠るわけにはいかないのだが、すわっていればまどろんでしまうのだろう。いつも夢をみていた。

　フェラリオたちが舞まい、中なか臣おみ杏あ耶や子この茶色のすんだ瞳ひとみが大きく歪ゆがんだり、遠くただようアリサの姿が、グルグルとまわったりした。

『杏耶子さーん……抱だかせてくれ！……アヤコの全部を見せてください……だって、それがぼくの世界の全部なんだから、探検させて欲しいんです……』

『わたしの身体にそんなものはありませんよ！……あなたはいつもいつも、どこもここもスケベなんだから！』

『スケベでいけないか!?　いけないことなんかあるものか！　それが宇宙を作ったんだから……!?』

『男の人って、そういうことを平気で言うのね!?　アリサ様!?』

『そう、みんなみんな、そういう理り屈くつで女にヤラセロって言うのですよね？　ただヤラセロって言うほうがわかりやすいし、こちらもやる気になるのにねぇ……フフフ……』

『クックククク……！』

　杏耶子のパーツに、チラチラとアリサのパーツが重なって、いつしかダブって、ジョクを笑う。が、その笑いは言っていることとはまったく別の悲しみと憂うれいに満ちている。それを直視させられたジョクは、わかってしまう。

『……父親が負担なのを気にすることはないよ。アリサ……ドレイクだって、世界に翻ほん弄ろうされているんだから……』

　そう説得しようとする言葉が、ジョクには絶ぜつ叫きようになってしまう。なんで語るということができないのだろうか、と自分の表現力のなさ、ひいていえば、自分の存在感、人格の稀き薄はくさというものを思い知らされる。

　その自分の絶叫と、カットグラの機体が降下する衝しよう撃げきで目を覚して、またあわてて操そう縦じゆう桿かんを修正する。そのたびに大おお欠伸あくびをして気をとりなおすのだ。

　チャムは、ただ唸うなり声をあげて寝ねているだけで、頭のなかが痛いと呻うめく。

「……ショット自身だって、世界に操られてるんなら、恣し意い的に殺してはならない理り屈くつだよな」

　何十度目かおなじことを思うころ、カットグラがミの国の中程を越こえたと判断をして、ジョクは高度を下げていった。闇やみの底に沈しずむ大地は、漆しつ黒こくの重さをつくるだけにしか見えない。

「大地が生命を生むといっても、これでは、死の匂においしか感じられない世界だ。闇が生むのは、ガロウ・ランだけという気がする……」

　しかし、とも思う。

『この闇やみがあるから人間だって眠ねむれるのだ。暗さが文化を生んだという側面だってある。そういう習慣のなかから、人間は歴史をつくることができた……』

　カットグラは、手放しで飛行させると、ときに高度をさげる癖くせをみせてきた。空気濃のう度どと飛行癖へきは関連があるように感じられる。羽根をたえず上げ角に維い持じさせるようにして、操そう縦じゆう桿かんを抱だくように前まえ屈かがみになる。

「…………!?」

　酸欠状態でなくなって頭痛が消えてからおそってくる眠気は、重く具体的に頭を下げさせてしまう。

「くそっ！　こいつは……！」

　眠りという営みは、なんで生命に必要なのか、とののしりたくなるのだが、夢のなかで、ジョクはまたも絶ぜつ叫きようしていた。

『太古なら、眠りをとるということは、外敵に無防備になることだったんだろう!?　そんなことで、人間はよく生き延びられたなァー！』

『……眠りをとるために、武装を覚えたのか!?　文化を生んだのか？』

『しかしっ！　人間がつくった縦社会は、自然から搾さく取しゆして、自然に勝てたと錯さつ覚かくしてんじゃないのか!?』

「……まったく！」

　目が醒さめた。夢のなかでも理り屈くつでなにかをわかろうとする自分が、嫌いやになる。わかるということは、難しいとも感じる。それで、自分にののしるのだ。

　本当に目が醒さめたと自覚できたので、地図を引き出して、キロン城を北に迂う回かいをして、カラカラの山さん塊かいの中央に位置するミの国の部隊と接せつ触しよくするコースをとるようにする。

　機体は順調だった。

『……世界とは自然をもふくんだすべてのもので、人間社会だって、その一部でしかないのに、自然を搾取するだけで……』

　燐りんの星座の燐座と大地の印を照合しながら、その広大なあいだにゴミのように浮ふ遊ゆうしているのが人間であり、自分なのだとジョクは実感する。

　地に這はいつくばる、という感覚は、地上界とバイストン・ウェルを行き来したジョクにはなかった。

『ジャコバ・アオンやショットの言っていた世界の問題とは、存在のすべて、ということなんだ……その存在のすべてから、人間の存在が危険なものと認識されたら、どうなるのだ？　そこのところは、ジャコバもショットもわかっていない……』

　ジョクは、チャムのシートを背筋を伸のばして覗のぞいてみた。

『こいつだって、奇き怪かい千万な存在なんだよな』

　チャムの横顔は、まだちょっと苦しそうな息いき遣づかいをして、喘あえいでいた。小さい身体からだでは、回復が遅おそいのは道理だと感じる。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「……うるさいよっ…ズウーッと！」

　寝ねぼけているようながら、チャムの意識も正常にもどっているようで、そのままの姿勢で頭をおさえてみせる。声は元気なのでジョクは安心して、手て拭ぬぐいの布団からはみだしている人形そのものという愛くるしい足首に目をとめてしまう。

『こいつも存在の一部なら、これらすべての存在から拒きよ否ひされているのが、人間の存在かもしれない。人間って、自然を蹂じゆう躙りんした贖しよく罪ざいの方法をもってはいないのだから、消しよう滅めつさせられても仕方のない存在なのだ』

　そう思う。

『ちがうわ。それはあなたの悲観論でしょ？　自信をもって！　あなたは認識している。解決策はあるとは思えないけれど、認識することで、破は滅めつの時期を引き伸すことはできるとわかっているんでしょ？』

　その流りゆう麗れいな言葉の羅ら列れつをひびかせる女性の声は、アリサのものではなかった。リムルのもの……いや、エレかパットフットか……？

『ああ、杏あ耶や子こさん……か……』

　ジョクには、その声がひどく懐なつかしいものに聞える。

　夢のなかにいるはずがないのに、なんでこのように聞こえるのだ、と疑う。が、その疑いは、とても瑣さ末まつなもので、懐しさを喚かん起きするものが、じつは母であったり、祖母のものであるようにも聞こえたと反はん芻すうできた。

　しかし、『杏耶子……なんでそう考える？　教えてくれ』と意識が反問していた。

　夢か現実かということも判定したいために……。

　しかし、ジョクは、聞える女性の声を杏耶子のもの、と裁断をしている。それは、ジョクの勝手な判断で、それこそ、人の我わが儘ままさで、まちがいのもとだともわかっているのだが、ジョクの欲望は、そう決定している。

「杏耶子っ、教えてくれよ」

「ジョク！　なに寝ぼけているんだ!?　アリサを捨てるのかっ!?」

　チャムの悲鳴に似た叫さけびと、つぎに感じた頰ほおの痛みに、ジョクは目覚めていた。

「なに!?　寝ぼけていた!?」

「そうだろう!?　それでいて、アヤコ、アヤコって、アヤコはここにはいないんだよ。ここには、ジョクはアリサっていう姫ひめ様がいるんだぞ！　アリサを大事にしないとまちがうぞ！」

　ふだん着のチャムがフワッと目の前にせまって、ジョクが、しまった、と感じたときにはもう一度、頰を蹴けられていた。

「わかった！　すまない。謝る。どいてくれ、前が見えない！」

　なおもジョクを叱しかろうとするチャムをジョクは手で払はらいながら、眼前に見えた白いものと黒いものを注視する。

　背景の空は、鮮あざやかな朝のオーラの光が染めていた。

「…………！」

　ジョクの両足が、本能的にフットバーを蹴ったときには、眼前にあった黒いものが、グウッーと下にさがっていた。

　機体の高度があがった。オーラ・ノズルは咳せき込こむような震しん動どうを起こしてから、急加速をかける最大出力に転化した。

「バカッ！　トンマッ！」

　そんな罵ば声せいがチャムの口から連れん発ばつ銃じゆうのように出たが、それでもチャムは、ジョクの革かわ兜かぶとを床ゆかから拾いあげると、全身を力にしてそれを運びあげて、ジョクの頭の上に落してくれた。怪かい力りきである。
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「なんだ!?」

「光が見えた。戦争だよ」

「ドレイクの艦かん隊たいか!?」

　ジョクは革かわ兜かぶとを一方の手で押おさえつけるようにして、方位のことを訊きく。

「正面、下！　三十度ちょい！」

　正面の透とう明めいハッチの縁ふちのオーラの反射光をよけるように機体を前ぜん傾けいさせて、前方にひろがる雲海から青くにじんで浮うき上がってる山さん塊かいを覗のぞくようにする。と、そこの山並に貼はりついて移動するいくつかの影かげが見えた。

「あれか？」

「二、三十はいるぞ！」

「ン……!!」

　運が良い。事態が自分を呼んでくれたと感じた。

　が、それ以上に、ジョクは、自分の運命がジャコバ・アオンがいうように、世界から必要とされているものだとも感じてしまう。それは感じすぎだろう、とも思う。

「ここは、やっていいのだな!?」

　ジョクは、いましがたの混乱した夢をふりはらうように自問し、自分の行こう為いが己の背景になっているものたちの意思にそっていることを念じた。

「なにやってるの！　ジョクの立場は、ドレイク軍を討つのが正義なんだ！　アヤコのことは忘れろ！」

　チャムのジョクの目の前での叱しつ責せきは、そのふるえる羽根のように力強かった。

「……どうしたんだ!?　革かわ鎧よろいを着たほうがいい……！」

　ジョクは、チャムの決然とした態度と言葉に胸をつかれながらも、ふだん着のままでは危険だと言ってやった。

「どうもしない。へんな寝ね言ごとを言うからだよ！」

　チャムはジョクの頭を飛び越こえながら、革鎧を着るつもりになるが、ジョクは、寝言の意味を了りよう解かいもした。そのような意見を言ってくれるチャムの存在が、自分の判断を広いものにしてくれていると感じて納得するのだ。

　チャムのような思考しかもたないものを自分のそばにおいてくれているのも、世界の配はい慮りよなのではないかと感謝する。そんな思考が、ジョクに冷静さをもたらしてくれる。

「フーム……」

　高度をとり、前方に展開する山さん岳がく地帯がカラカラの山塊であることを確認し、いくつかの山と谷たに間あいを特定できる。

「始まったな……」

　山並のあいだにいくつかの閃せん光こうが湧わき起こるのを目もく撃げきできた。

「ミィゼナーは、すでに防戦中ということだ」

　アの国のジョクのハンダノの領地で暮した若者たちやマーベルが、あの閃光のなかのどこかで、劣れつ勢せいの戦いを強いられている、と想像してしまう。

「…………!?」

　一昼夜をかけた飛行で、カットグラは充じゆう分ぶんに戦せん闘とうできるエナジーをためこんではいると確認できれば、ジョクはさらに高度をあげて、ドレイク艦かん隊たいの後方につけているであろうオーラバトラー隊の目に触ふれることをさけようとした。

　後頭部のうしろで、チャムがセッセと革鎧を着込んでいる気配に安心もする。

「チャム、急降下攻こう撃げきをかけるから、シートは前にむけておけ」

「ン……間に合わないの!?」

　着き替がえにもうすこし時間がかかると言ってきたのだ。

「もうすこし、間はある……」

　朝のオーラの光は、地平線から明るさをまして、ピンクからオレンジへと生命の息い吹ぶきを喚かん起きする色にかわっていた。

「ドレイクの艦隊は、正面中央を突とつ破ぱして、ラウの勢力を二分にするつもりだ……」

　ジョクは、雲間からドレイク艦隊を見下す形になって、三十ほどの影かげが三角錐すいの艦形になっていると視認できた。その前方の空域に、閃せん光こうが光る。

　先発したドレイク軍のオーラバトラー部隊は、ラウの防衛線の最前線に位置しているミの国の残存戦力と交戦をしているのだろう。ということは、もうしばらくすれば、先発のオーラバトラーが高度をあげてくるはずだ。

　そして、オーラバトラーを吐はき出して船体の軽くなった艦かん隊たいが、艦かん砲ぽう射しや撃げきをしながら全速力でラウの防ぼう御ぎよ線を突破して、フォイゾンの艦隊を左右にわけるように運動をするとみた。

　戦力が二分されたところで、そのどちらかにドレイクの艦隊が変針して戦力を集中させて、一方の艦隊を潰つぶしにかかるのだ。

　この場合、ドレイクの艦隊が左右から挟きよう撃げきされることがないのは、空中の艦隊戦であるために、海戦より艦隊の機動力が早く、三次元に艦隊が展開できるからである。

　二分されたほうがどうしても散開してしまって、火か砲ほうを集中できなくなる。

　海上や地上という平面では危険な戦術も、空中では可能となるのだが、しかし、両者以上にジョクは決定的に有利な立場にいた。

　ドレイクの艦隊を直ちよく掩えんするオーラバトラーの数はすくなく、ジョクはその艦隊の後方、上、につけた。

「いくぞ……」

　ジョクは、マーベルたちをすぐに掩護してやりたいと考えれば、前線を構成している艦隊を叩たたきたい衝しよう動どうにかられるのだが、初動はドレイクの艦隊の中央を直撃することを選んだ。

　それが戦場全体の動向を揺ゆさぶり、ラウの勢力を勝利にみちびけると直感したからだ。何事も核かくを叩たたくか、摑つかまなければ、全体を揺さぶることにはならない。

　それまで、マーベルやニーたちが持ちこたえてくれなければならないという条件は、過か酷こくかもしれないとは思う。

「……いいよ!!」

　間合い良くチャムが応こたえてくれた。それが、ジョクの背中を押おした。

「ン……！」

　カットグラの四枚の巨きよ大だいな羽根を背中におりこむと同時に、頭から降下する姿勢にする。

　右みぎ腕うでには剣けんをもたせて、その腕を機体にそうようにさせても、その前ぜん腕わんの外側に装備されているフレイ・ランチャーは正面にむけてある。左腕にもたせた楯たては正面に突つき出して、楯の裏に装備されたロケット弾だんは前方に射出できるようにした。

　これが、正面からうける空気抵てい抗こうをもっともすくなくする姿勢である。

　残念なことといえば、楯を装備した左手に武器がないということだ。キャノンがあるのだが、今回はそれを持ってこられなかったのだ。

　落下速度は、急速に増していく。

「ウウウゲェー！」

　急降下のＧに、チャムは簡単に呻うめきだしたが機体に震しん動どうはない。良好である。

「たいしたものだよ。ドウミーロックがベースのカットグラは！」

　そう納得した直後に、ジョクは、ドレイク軍の艦かん隊たいの全容を俯ふ瞰かんして、配置を読んでいた。

「チッ！」

　ミの国を蹂じゆう躙りんしたときとおなじ規模の艦隊に、ジョクは、ショットと話したことが観念的すぎていると思い知った。

「この艦隊の量は、コモン界そのものが、オーラマシンを建造することに荷担している証しよう拠こだ。世界は、騒そう乱らんを喚かん起きしているんじゃないかっ！」

　ジョクは、吠ほえた。

　そのとき、艦隊の左右の列が方位を変えようとする運動にはいったように見えたが、ジョクは、迎げい撃げき機があがってくるのを気にすることはしない。

　艦隊との距きよ離りは、三千メートルといったところだ。

「いけーっ！」

　バフッ！　バウッ！　カットグラのフレイ・ボンムが発射された。

　それは、かすかに角度を変えていたために、最さい後こう尾びにつける大型の艦と、その前を行く中型艦に当たった。オーラ・エンジンの中央部に小爆ばく発はつを起すていどだったが、それで良い。

　さらに、二射。

　そして、楯たてに装備されたロケット弾が、敵てき艦かんに千メートルとない距離で発射されて、ギュイス艦の背後で大爆発を起した。その艦はそれで致ち命めい傷しようである。

　艦隊の後方に位置していたハインガットが、ようやく動きを見せたが、そのときは、カットグラは艦隊の下に出ていた。

「ハウッ！」

　機体を急角度で引き起していく間に、機体全体に震しん動どうがきた。

「なんとっ…！」

「監かん視しっ！」

　チャムの掛かけ声は、自分を奮ふるい立たせるためのものだ。

　ザッ、ザザ！　フレイ・ボンムの筋が間近で筋になったが、カットグラの上じよう昇しようはやめさせない。シャワッ、と機き銃じゆう弾だんの光の筋がちかくに走る。

　同時に、ジョクはロケット弾を別艦の船腹に射ちこんでおいて、その艦の横に流れ込みながら、その横位置にある中型艦にフレイ・ボンムを二射していた。狙ねらいはすべて艦の機関部である。そのために、ただちに対空砲ほう火かをとめさせることができないというリスクはあったが、打だ撃げきは大きいはずだ。

　カットグラの高度が、艦隊の上になった。

　数機のハインガットがジョクの視覚に捕とらえられる。八方眼だ。

「……右、左、全部からだ！」

「うるさいねっ！」

　その絶ぜつ叫きようを力にして、ジョクは、カットグラを加速させながらフレイ・ボンムの筋をかわしている。カットグラの機体は、決して手足を開くことはなく、棒のように回転をして回かい避ひ運動をする。それが早い機動力を生む。

「これで最後か!?」

　ねじった機体をスルッと落とすようにして、艦かん隊たいの鼻面にフレイ・ボンムの数条の筋を降らせ、つぎの中型艦に爆ばく発はつを起させている。その爆発で隣りん接せつする同型艦が、よろめくようになったところで、狙そ撃げきした艦が自爆した。その黒こく煙えんが左右の艦かん艇ていをも包むようにする。

「先せん鋒ぽうはっ!?」

　ジョクはドレイク艦隊の先頭に位置する艦の後こう尾びを狙ねらって、フレイ・ボンムを発射し、つづいてカットグラにもたせた剣けんを振ふり上げさせていた。

　カットグラの姿勢が、はじめて開いたのだ。

　なぜそこで、ジョクがカットグラに剣を使わせようと思ったのかはわからない。しかし、ジョクはそうした。

　カットグラの剣は、フレイ・ボンムをうけてオーラ・ノズルを損傷させたゼィス・タイプのゼイゾスという艦に斬きりかかったのである。

　ジャバーン!!

　その閃せん光こうを見たとき、ジョク自身、信じられないものを見ていた。

「なんだと!?」

「なによーッ!?」

　閃光がカットグラのコックピットにすわるジョクを襲おそい、剣から発したビーム状の閃光が、稲いな妻ずまのようにゼイゾスに落ちたのである。

　あたかも剣そのものが長大に伸のびて、艦を切断したように見えたが、錯さつ覚かくではなかった。

　バヂヂジューン!!

　ブリッジから船体の中ちゆう核かくに斬りかかるように落ちた閃光は、艦艇の装そう甲こうを四散させるようにして突つき抜ぬけていた。

　カットグラの剣が降り下されたのは、一いつ瞬しゆんである。が、剣から発した閃光は、ゼイゾスを背後から縦に割るようにして、数秒間、船体を白色につつんで空を飾かざる光にさせた。

　カットグラの機体はドンと降下して、ジョクはそのゼイゾス艦がつくる光の塊かたまりを確認するために、機体をめぐらす。そのときには、ゼイゾスの船体の各所から赤い爆発光と黒煙が噴ふき出していた。

「なにをやったんだ……!?」

　ジョクは、その光景に呆ぼう然ぜんとしていた。

　そのブリッジで焼かれ即そく死しした将兵のなかには、ジョクがアの国で聖戦士として活かつ躍やくしていた頃ころの直接の上官で、オーラマシーンに理解をしめしてくれていた騎き士しキサ・ハンドワが、艦長として乗船していたのだが、このときのジョクは、そんなことは想像もできない。

　ゼイゾスのブリッジで指揮をしていた騎士キサは、突とつ然ぜん、急降下攻こう撃げきをしてきた一機のオーラバトラーが、ジョクの操るカットグラそのものであることも知ることはなかった。

　それが、対空砲ほう火かをくぐりぬけた一瞬後、見えなくなったと感じた直後、落らく雷らいにあったかのような光の渦うずを視覚した。

　それで、終わりだった。

　ジョクにすれば、機体をひねるだけで、キサ・ハンドワの指揮する艦かんの対空砲ほう火かをかわして、剣けんを一いつ閃せんさせただけなのである。

「酷ひどいっ！」

　ジョクがそう呻うめいたのは、アの国の見知った人々の断だん末まつ魔まの声を感知したからかもしれない。

　それは、爆ばく発はつに包まれていくゼイゾス艦から噴ふん出しゆつした、と聞いたと思えた。

　が、そのときには、数条のフレイ・ボンムの筋をかわしていた。

「煩うるさいっ!!」

　ジョクは、一いつ瞬しゆんだけ隙すきを見せたカットグラに攻こう撃げきをかけてきた果か敢かんなハインガットに怒いかった。

　その怒りのままに、カットグラの剣は、今度は、糸のように細い閃光になって、空をなぎ払はらっていた。その勇敢なハインガットは、ひどく無造作に胴どうを横に切断されて、バラバラになって砕くだけた。

「すごっ……!!」

　チャムはみじかく呻うめいて、上空で火か炎えんの塊かたまりになって船体を溶よう解かいさせていくゼイゾスを見上げている。そう、ジョクが作らせた折り畳たたみのできる傘かさに感動の眼をみせていた騎士キサ・ハンドワは、その業火のなかで消えていったのだ。

「……こいつは、凄すごい……こいつは……!?」

　ジョクは呻きながらも、背筋にはしる悪寒で全身を震ふるわせていた。

「……ジャコバ・アオンからいただいた剣だ！……あのとき、この剣は巨きよ大だい化かして、カットグラの手におさまったな……？」

「そうか！　お婆ばあちゃんがくれた剣だったんだ！」

　ジョクには、チャムの快かい哉さいはあまりにあどけなさすぎるものに聞えたが、叱しかりはしない。

　ドレイク軍にジャコバ・アオンが、罰ばつをあたえたのだと感じる。が、しかし、

『おれにも……罰ばちがあたるぞ……』

　その恐きよう怖ふを払はらうために、ジョクは、

「監かん視しだっ！　チャム！」

　チャムを叱ったジョクは、低空から高度をあげようとするドメーロの編隊を目にして、カットグラをミの国の残党が形成している戦せん闘とう空域にむけていった。
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　カットグラの剣けんが閃せん光こうを発するすこし前、カラカラの前線では、ミの国の生き残りの軍隊が、新時代の機械をつかいながらも、古来の作法にのっとって、最後の抵てい抗こうを試みようとしていた。

　騎き士しの気骨をもつ武士の集団が、その死をもってして名を成さしめようというのは、偏へん狭きような我が執しゆうなのだろうか？

　そのような生き方しか知らない時代の男たちにとっては、家族や血脈、種族を守るということは、そのようにすることであり、また、その男たちの勇ゆう敢かんさをもって、敵対するものもそれをもって良しとして、その類族、すなわち老人も女子供も安あん堵どすることがあった。

　心情的に、ともいえる。が、志を尊しとすることでもある。

　わが身にかえして物事を考えることができる者であれば、それができるか否かということが、己の人生を高くも低くもするということを、具体的な価値として想像できる力があるということでもある。

　知ち恵えが劣おとっていたり、激情にかられていたり、偏かたよった思考にとらわれているものには、できることではないのだが、現代のような科学技術と過大な物質文明と経済力だけを力と錯さつ覚かくしている人々は、偏った思考に支配されている気配があって、人のもつこのような無形の価値を想像する力を殺そぎおとされているのかも知れない。

　しかし、国境から押おし出されて、隣りん国ごくラウで最後の抵抗戦線を張らざるを得なくなっているミの国の騎士、戦士たちには、すでに戴いただく王もなく、ただ死しに様ざまの見せようだけが、彼らにのこされたやりようでしかなかった。

　朝のオーラ光のなかに、機体を輝かがやかせながら大きく旋せん回かいをして高度をあげていくのは、ミの国が独自に開発した飛行機型のオーラマシーン、フラッタラの編隊である。

　が、機体はすでに十機とはない。

　それらは、四千メートルほどの高度になると、エンジンを停止して滑かつ空くう旋回しながら、アの国の艦かん隊たいを待ちうけた。

　高空で滞たい空くうしながら迎げい撃げきをするという概がい念ねんは、航空機の運用に習熟していなければ思いつくものではなく、この方法も、ジョクが彼らに教授したものだ。

　しかし、教えられたからといって、それを実じつ践せんすることは容易ではない。

　艦隊が侵しん攻こうしてくる高度よりも、千メートル高い位置で待機するには、十分な性能もなく装備もない機体とパイロットなのである。

　フラッタラの沈ちん下か速度ははやく、それを維い持じしなければならないパイロットたちは、まず、酸素欠けつ乏ぼうと寒さと戦いながら、操そう縦じゆう桿かんをつかい、旋回計と高度計を睨にらみつづけなければならなかった。

　それらに呼応して、ミの国の最後のオーラバトラー数機が、カラカラ山さん塊かいの標高の高い岩々に身を隠かくして、ドレイク艦かん隊たいを待った。

　それらの展開の指揮をするオーラシップは、満身創そう痍いの一隻せきで、この時のコード名をフアンドウといった。

「……偵てい察さつのドメーロの動きは？」

　そのブリッジに立つ若い艦長キゼサ・ハームは、硬こう直ちよくした身体からだをほぐすために、首をまげては首筋を鳴らし、せまいブリッジでその場跳とびなどをしてみせた。その艦長の態度は、緊きん張ちよう気味のブリッジの将兵をリラックスさせはする。

「フラッタラは、健けん闘とうしてくれています」

　後部監かん視し兵の報告に、キゼサ・ハームはブリッジの窓まど枠わく越ごしに、ひろがっていた雲が断片となりはじめた朝空を見上げた。が、フラッタラの編隊の機体を光らせてくれるのを容易に観察できたので、

「……これは、敵にとっても発見されやすいということだ……」と唸うなってしまう。

　その囁ささやきでも、ブリッジは緊張をする。

「ドメーロの偵察部隊は、後退をはじめたようです」

　伝声管からはいったその報告は、前部監視兵からのものだ。

「よし、そろそろだ。気にするな。このような待機の方法は、敵は知らない。我々を舐なめているからな」

　キゼサ・ハームは嬉うれしそうにその場跳びをしながら号令をした。

「来るのか？」

　ブリッジのハッチから首を出してきたのは、作戦士官格の騎き士しエゼラー・ムラボーだ。

「ああ、偵てい察さつのドメーロが後退すれば、入れちがいにオーラバトラーの戦隊がくる。聖戦士の読みはまちがいない。爆ばく弾だんがつかえる」

　キゼサの端たん正せいな頰ほおにも不精髭ひげが浮うきあがっていたが、白い歯は濁にごっていない。むしろ、その不精髭が自信にみちた笑みをきわだたせていた。

「そうです。さすがといいたいが、我々にだって、そのていどの推測はつくというものです」

「しかし、爆弾のアイデアについては、脱だつ帽ぼうだがな？」

「そりゃそうです」

　ふたりが、声をたてて笑いあうのは、ブリッジの緊張を意識してのことだ。

　この朝の戦いが、自分たちの最後の戦場であることを承知しながらも屈くつ託たくがないように見せなければ、兵士たちは、自分たち騎士階級の者に造反して、逃にげ出しているだろう。よしんば戦っても、ろくな抵てい抗こうも見せることなく、瓦が礫れきの一片になっていく。

　それでは、この朝のオーラの光を見た意味がなくなるのである。

「……ミィゼナーにいて、ニー・ギブンや地上人のマーベル・フローズン、それに聖戦士に会えたことは、本当に収しゆう穫かくでした」

　キゼサの言葉に、エゼラーが、

「抜ぬけている名前がある」と諭さとすと、キゼサは苦笑して、

「……言わずもがなの名前は、胸に納めています」

　彼らは、ジョクとニー・ギブン一統が捕ほ獲かくしたドレイク軍の艦かんゼナーがミの国にはいったときに、一番最初に乗り込んできて、その受入れ作業を指揮してくれた騎き士したちである。

　その後、エゼラーはニー・ギブン指揮下のミィゼナーの作戦士官としてのりこんで、ミのピネガン軍との連れん絡らく役を務めてくれた。

　ジョクが地上にむかうオーラロードに溶とけていってしまったときの戦せん闘とうも目もく撃げきした騎士である。

　オーラマシーンのあらわれようの、もっとも尖せん鋭えい的な部分を観察している彼らだからこそ、非力なミの国の最後の決戦は、肉にく弾だんによるものだと覚かく悟ごできるのである。逆説ではある。

　しかし、人の理解とはそういうものなのだろう。

　それを理り屈くつでつなぐことはできるのだが、それは面めん倒どうなことである。

　人の決断というものは、この理屈を語ることもなく、簡潔に対極にはしれる性せい癖へきがある。それは、短たん絡らく的なときもあれば、人の在り様として正確であることも多い。そして、その是ぜ非ひを問わず、まちがいない結果を手にいれることができると信じて、一方の極にはしるのだが、それは、愚ぐ鈍どんではなく、また短絡でもない。

　潔いさぎよい、とするのである。

「……かなりの数か？……騎士メトーオとヘサも発進させて、高度をとらせましょう。フラッタラと連れん携けいさせなければ、効果は薄うすいでしょうから……」

　エラボーは前部監かん視し兵の報告をもとに、艦長のキゼサにそう上申する。




　そのころには、ドレイク艦隊の出したドメーロは、ミの国の残存兵力がすくないことを艦隊に報告していた。

　しかし、ドレイク艦隊は、コンタヌス、マデットウ山の戦いで、フラッタラが脆ぜい弱じやくな機体を鞭むち打うつように急降下しながらも、その体当り戦法で痛い目にあっているのである。

　まず、大部隊のオーラバトラーを発進させて、フラッタラとラゲッサを排はい除じよする戦法にでた。

　そのために、ビショットの艦隊を殿しんがりにまわして、ドレイク艦隊そのものが前面にでた。

　先発させたオーラバトラー部隊で、ミの国の残存兵力を駆く逐ちくできると踏ふんだからである。このときのドレイク艦隊のオーラマシーンは、約百五十機。

　それを五つの部隊にわけて、艦隊直ちよく掩えんと中ちゆう堅けん部隊として二戦隊をのこして、三戦隊の九十機ちかくを先せん鋒ぽう、中堅、後こう攻こうとして押おし出したのである。

　この大部隊は、キロン城という前線基地があってこそ可能な編成であった。

　そうなれば、国境越ごえの華はなをビショットの艦隊にもたせる必要などはなく、ラウ侵しん攻こうは、あくまでもアの国のものであるという体面を維い持じすることができて、それは、戦後の政治力学に敏びん感かんに作用するはずなのだ。

　それらを見み越こしての、艦隊司令の騎士ケルムト・ドリンや作戦参さん謀ぼう長のケラン・ガラたちの決定であり、ジョクの傘かさを感心してくれた騎士で、ジョクが知らずに戦死させてしまった艦長キサ・ハンドワたちが賛同した作戦であった。




　しかし、高空からのフラッタラとラゲッサの攻こう撃げきはまたも果か敢かんで、オーラバトラー部隊に同じような急降下攻撃をかけてきたのである。

「…………!?」

　そのことに一番驚おどろかされたのは、艦かん隊たいの将兵ではなく、高空からの急降下攻撃などはナンセンスであると信じていたドレイク軍のオーラバトラーのパイロットたちだった。オーラバトラーなら、フラッタラていどの直線的な攻撃などは、容易によけられて、迎げい撃げきするのはやさしいからだ。

「最後に狂くるったか!?」

　先鋒の左さ翼よくにいたザナド・ボジョンは呆あきれながらも、高度をあげてフラッタラを狙そ撃げきしようとして、そのなかに、ラゲッサというミの国のオーラバトラーがいることも認める。

「手前たち！　オーラバトラーを大事につかえよっ！」

　オーラバトラーの急降下攻撃というのも、白兵戦の意思がないことの証明である。一撃離り脱だつ戦法などは姑こ息そくな戦法であると信じているのがザナドでもある。

　彼は、オーラバトラーの格かく闘とう戦にこそ、その夢を託たくしているパイロットなのだ。

　しかし、ザナドの怒いかりがしずまらないうちに、フラッタラとラゲッサは、爆ばく弾だんを空中で投下したのである。

「…………!?」

　ザナドは、一いつ瞬しゆん、その空くう襲しゆうをする行こう為いを不思議なものを見るようにした。

　しかし、平民出でありながらも、ドウミーロックのパイロットに抜ばつ擢てきされた青年は、その光景を見た瞬間に、退たい避ひ行動に出ていた。知らないものにたいして、勇ゆう敢かんであることは、美徳でもなけば有能でもないということを本能的に知っているからだ。

　フラッタラとラゲッサが高空からオーラバトラー部隊を狙ねらって投とう擲てきした爆弾は、まさにオーラバトラーを撃げき墜ついさせるためのものだった。

　ジョクが提案して製作させた親子爆弾ともいうべきそれは、空中で数百の子爆弾に散ってから、第二次爆発をするというものだったのだ。

　一度、空で爆発した爆弾は、無数といえる筋を空中に咲さかせて、その筋の伸のびきったところで、再度、爆発をする。その爆発は、退避行動をとる以前のオーラバトラーを襲おそった。

　バッ！　ババハッ！

　空中に数十の爆発の華はながひらいた。

「……そういうことか!!」

　ザナドは、コックピットで絶ぜつ叫きようしながら、機首を降下させて、爆弾を放って低てい空くうに降下して退避するフラッタラとラゲッサを追う。ザナドの僚りよう機きである二機は、退避が遅おくれて、子爆弾に巻かれて煙けむりの筋をひいて、ザナド機を追うことなどはできない。

「……素す早ばやい！」

　軽くなったフラッタラは直線的な降下では、ドウミーロックをこえる速度を出してみせた。それも、ザナドを焦あせらせることになった。

　そのザナドの視界に、さらに、逆落し攻こう撃げきを後続のオーラバトラー部隊にしかけてくるラゲッサがあって、ザナドは承服しかねている。

「オーラバトラーが、爆ばく弾だんを落すだけかっ!?」

　白兵戦こそが信条のオーラバトラーのそんな行こう為いは見たくもないのだ。しかし、そのオーラバトラーの戦法が戦果を上げたのである。

「手めえらぁー！」

　ザナドはフラッタラを追うのをやめて、高空からのラゲッサの攻撃を阻そ止しする気になったが、そのときはその攻撃は終っていて、楯たてを装備していないラゲッサは、まるで子供のように逃にげようとしていた。

　ザナドは、ラゲッサの二機を追つい尾びして、落した。そのなかにもまたジョクが知っているミの国のパイロットたちがいた。

　爆弾を放出したあとの彼らは、一いつ瞬しゆん、気が抜ぬけたのだろう。ザナドにたいして、ひどく脆ぜい弱じやくにターゲットになってしまったのである。

「そのていどの手前らが、よくもやってくれた！」

　さらに、後続のフラッタラをザナドは低空に追う。

「ザナドっ！　単独行動に出るなっ！」

　ザナド機に呼びかけるのは、あの部隊長のレッグス・グロだ。

　彼も、親子爆弾の一撃に巻きこまれず、白兵戦にはいることができた数少ない一機なのだが、味方機の大半が一瞬にして撃げき墜ついされてしまったのに動どう揺ようをしていた。しかし、そうなれば、味方機を集結させて、蠅はえのような動きを見せるオーラマシーンを撃破しておかなければならないと思い直したのだ。

　実戦のキャリアはザナド以上である。しかし、彼はザナドの適性を認めてガベットゲンガーを譲ゆずり、自分はハインガットに甘あまんじているのである。ザナドの戦隊にあっては、要かなめのパイロットである。

「奴やつらは、オーラバトラーを舐なめてるんじゃねえのかっ！」

　そんな頭しかないザナドは、フラッタラを追いに追って、それを照準にとらえたときに、ラウの国のオーラバトラー、ドウミーロックが視界に飛びこんできたのに直面する。

「…ヘッ……!!」

　ザナドが望んでいる戦せん闘とうである。フレイ・ランチャーが一いつ閃せんにして、そのドウミーロックを撃破し、なおもフラッタラを追う。その反射神経は、騎き士しレッグスの配はい慮りよが無む駄だではないとわかる。

　が、次に、奇き岩がんから飛び出してきたドウミーロックは、ザナド機の頭を押おさえるようにして、からみついていた。キャノンの曳えい光こう弾だんは、正確だった。

　さすがのザナドも回かい避ひするのがやっとだ。後退した。

「…………!?」

　巧こう妙みような敵だと感じる。

　その直感に、ザナドはそのドウミーロックと剣けんによる白兵戦にもちこもうとして、奇き岩がんを楯たてに背後にまわりこもうとする。岩のひとつを出た。が、敵のほうが早かった。

「クッ……!?」

　横あいから銃じゆう撃げきするフラッタラが飛びこんでくれたので、ザナドはそれを楯にするようにして、高度を上げると、ザナド機に追いすがったドウミーロックは、フラッタラがあいだにはいったので、狙そ撃げきの一いつ瞬しゆんを逃にがした。

　ザナドにそう見えて、敵が後退するのを見み逃のがしてしまった。

「……!!」

　見事な後退である。ザナドでもそう直感する。

　そのドウミーロックを操縦するパイロットこそ、自分の守備範はん囲いを心得ているマーベル・フローズンだった。




　マーベル機が後退した空域の下には、球形の巨きよ岩がんをのせた岩柱の林があって、そのあいだにミィゼナーとマーベルの僚りよう機き、ソトロウ機とミハン機が待機しているのだ。

「岩の林を出て、高度をとれ！」

　ブリッジのニー・ギブンは、操そう縦じゆう桿かんをにぎるキーン・キッスに命令する。

「まちがいないです！　カットグラの無線です」

　無線機にとりついているメトー・ライランが絶ぜつ叫きようした。

「ジョクが……!?」

　その報告はミィゼナーのみならず、オーラバトラーのソトロウとミハンを歓かん喜きさせた。

　しかし、戦せん端たんがひらかれた空域の下では、ミの国の将兵は、死後にその名を残すために最後の敢かん闘とうをつづけ、さらに新たな閃せん光こうが、ドレイク艦かん隊たいの空域できらめいたのだ。

　ジョク機は、そのむこうにいたのである。







　15　聖戦士たる者







　後あと攻ぜめの位置にいたバーン・バニングスの戦隊が、カラカラの各要よう塞さいに攻こう撃げきを開始する直前だった。

「……どういうことか!?」

　後方の艦かん隊たいから動どう揺ようした声々が、あふれでるようにバーンの無線機にはじけていた。

「艦隊が攻撃をうけている……？　後攻めの部隊は、そのまま初期の予定通りに行動！　後退については信号弾だんをあげる。見み逃のがすなよ」

　バーンは隊列にそう命じておいて、自分の戦隊の四機をともなって隊列から離はなれた。

　後攻めの部隊は、バーン戦隊が抜ぬけた穴をふさぐように機体の間かん隔かくをつめて、守りを堅かためて直進していく。この動きで、部隊は攻撃は手て控びかえることになった。

「……わからん話だ…………あれか？」

　侵しん攻こう高度よりは数百メートルの高度をとって、バーンは、艦隊が侵攻してくる空域に黒こく煙えんが尾おをひくのを目にしていた。

「敵編隊の数はわからんのか……？」

　バーンは、心臓の鼓こ動どうが、期待に脈打つのがわかる。傍ぼう受じゆされる無線からは、敵の数は多くないらしいのである。とすれば、混乱の原因はひとつしか考えられなかった。

「……ジョクか？」

　心臓の脈動は、そのジョクを感じている自分のオーラ力が感応している証しよう拠こだと信じた。

　ドウンドロが消失してからも、ミィゼナーのちかくのオーラバトラーの動きが活発ながら、主要機とみなされていたカットグラの姿がないという報告は、バーンに嫌いやな想像をさせていたのだ。

　バーンは、地上に行って帰ってきたジョクが、ドウンドロに吞のまれて墜つい落らくしたなどという噂うわさは、信じもしない。

　ジョクに不都合があるとするなら、ドウミーロックをベースにしたカットグラであるという点である。それが事実なら、ジョクがショット直ちよつ轄かつの機械の館にはいることができなくなった現実は、バーンにとって寂さびしいことであった。

　しかし、

『いやしくもオーラバトラーだ。ジョクのオーラ力が性能を補強する』

　それが、バーンの信心である。

　そうでなければ、敵対して雌し雄ゆうを決するという直ちよく截さい的な関係になった意味などはない。

　騎き士しの気骨をもつ王といわれたドレイク・ルフトは、すでに政治を司つかさどる人間になりさがっている。だから、地上人をつかうこともできるのだ。

　しかし、騎士の直系にあるバーンは、そんな王は容認できるものではなかった。

　ジョクがいたからこそ、地上世界を体験することができた。その共感はある。個人的にも嫌きらいではない。が、それらのことは、まさに瑣さ末まつな情の問題でしかない。

　コモン界の騎き士しバーンにとっては、倒たおすべき異い邦ほう人じんでしかないということは、ジョクの裏切りによって明確につきつけられた自己命題なのである。

　ジョクを乗り越こえて、コモン人としての聖戦士たる騎士になる。それは、コモン人の騎士として最低限度の自尊心の立りつ脚きやく点になるのだ。

　それが完かん遂すいできなければ、ジョクが裏切ってくれた意味もないし、バーンが騎士である意味もない。

　だからこそ、バーンは、とりあえずドレイクの傘さん下かにあって、ディーモッシュを操っているのである。そうでなければ、ショットと手を組むことだけを考えていただろう。

「待っていたよ」

　バーンはドレイク艦かん隊たいのある空域から、小さいながらもいくつかのキノコ雲が上るのを目にして、体内に脈打つ律動が高こう揚ようしていくのを酔ようように感じていた。

「ドウンドロで消しよう滅めつさせられたオーラバトラーの件、お前がやったか……ドウンドロを利用するとはな」

　そう納得できる自分を、バーンは幸せだと感じる。

　同時に、ガロウ・ランの気の塊かたまりでないかといわれるドウンドロまで利用してしまうジョクの力に、嫉しつ妬とも感じるのだ。

　世界は、ジョクを利用しようとしている。

　が、自分はその埒らち外がいにおかれたただのコモン人なのだという認識。ライバルと同列ではない自分を認めるのは、痛つう烈れつな屈くつ辱じよくの底に叩たたき落された、という感覚にとらわれる。

『立場は、手にいれてみせる！』

　バーンはディーモッシュに加速をかけながらも、後続の四機を順次、後方に滞たい空くうさせるように配置していった。

　万一の場合を考えて、自分と先せん鋒ぽう部隊とのあいだを埋うめる伝令にするのである。そんなことはない、自分には必勝しかないというのは、慢まん心しんである。

　バーンは、慢心は自分の足をすくうと知っている。

「……聖戦士自体、しょせんは、地上人であろうがっ！」

　バーンは、地上人がコモン界で語られているように、崇すう高こうで力あふれる者たちだけでないことは、充じゆう分ぶんに見てきたのである。

　地上界を見たバーンは、地上人の偏へん狭きようさも見、なによりも、世界が巨きよ大だいであることを知った。

　その巨大なるものの代弁者が、ジョクという市民であるという理解は、騎士たるバーンには許し難いのである。

　機械をつかえるだけの少年ジョクを聖戦士にしたのは、地上界を知らないコモン人の信しん仰こうでしかなく、ひょっとしたら、ドレイクとショットが、政治的な理由があってデッチ上げた方便であるのかも知れない、とも理解するようにもなっていたのだ。

　ビガーッ！

　緑と黄色の閃せん光こうの輪が、朝のオーラ光のなかに鮮あざやかに咲さいて、味方の艦かん艇ていのシルエットが識別できる距きよ離りになった。爆ばく撃げきをうけて、混乱しているのはわかる。

　バーンは、最後の僚りよう機きをその空域に滞たい空くうさせると、一機になって突とつ進しんした。

「コモン人が地上人より脆ぜい弱じやくであるわけがない。そうなら、地上界でおれやガラリアのオーラバトラーが、あんな威い力りよくを発揮することはなかったはずだ」

　バーンは、世界がジョクだけに荷担するのはエコ贔ひい屓きであって、嫉しつ妬として良いことだと断じたのである。

「冗じよう談だんじゃない！　母艦がやられただと!?」

　十数の無線にまじって聞えた甲かん高だかい女性の声は、バーンにはすぐに識別できた。

　女性パイロットは、ドレイク軍にも何人かはいるのだが、アルトでドスの利いた声は特別だった。

「ト、モ、ヨか？」

　バーン機のオーラ・ノズルの装そう甲こうに張りめぐらしたアンテナの位置から、接近する無線の方位は特定できた。ひどくちかい。

　バーンは、艦隊にとって返したのは自分が一番早いと信じていたので、足元をすくわれるような感じに襲おそわれて、

『こいつは、おれを出し抜ぬいて、ジョクを仕留めるつもりだ』

　嫌いやな予感だった。

　機体をめぐらせて大地を背にするように飛行すると、正面にピンクの機体があった。バーン機より高度をとって距きよ離りをつめていたのだ。

「…………!?」

　クの国のオーラバトラー、ガウベドは、バーン機よりも性能的には劣おとるはずなのだが、そのピンクの機体の速度は、あきらかにバーン機よりも早い。その機体が性能を隠かくしていたと考えることはできるのだが、その飛行姿勢から激しい〝気〟を感じた。

『ドレイクが気をつけろといったが、このことか……』

　ドレイクは感覚的な意味でいったのであろうが、まぢかにトモヨ機を見るバーンは、ジョクのオーラ力を期待した直後だったから、もうひとつのオーラマシーン論を突つきつけられた思いがした。

『おれよりも勝すぐれたパイロットがいる……!?』

　バーンはこみあげてくる焦しよう燥そう感をおさえて呼びかけた。

「トモヨ！　バーンだ。いま、いったことは確かかっ！」

「この距離につめながら見えないのか!?　バーンほどの騎き士しがっ！」

　トモヨの声は、ピンクの機体がバーン機と距離がはなれるにつれて、遠くなっていった。

『あ奴やつが、つぎの聖戦士……!?』

　思いたくもない言葉だ。

　トモヨ・アッシュなど、あの狡こう猾かつ卑ひ屈くつ、饒じよう舌ぜつと色白だけが売りもののビショット・ハッタの国くに許もとでも、その出自は不ふ明めい瞭りようなのである。とるに足らない者と思いたかった。

「……しかし、同型艦かんのなかから自分の母艦を見分ける……」

　バーンの目には、まだゼィス艦とギュイス艦の識別がつくだけで、その背後にあるクの国の艦の識別はできない。

　まして、艦隊の周辺空域にかなり黒こく煙えんが拡散するようになれば、それは不可能と思えた。

「……トモヨ奴め……!!」

　バーンは、ディーモッシュの機体の物理的な性能が、ガウベドより秀すぐれていることを頼たよりにするつもりになる。

「おれは、アの国で第一にオーラバトラーのパイロットになった騎き士しだ」

　自分にそう言いきかせながら、ピンクのガウベドを追うようにしながら、無意識に戦場を俯ふ瞰かんする高度に上っていた。バーンの実戦のキャリアがさせることである。

「…………!!」

　感じた。

　バーンが高度を上げた空域の下、その真下に、高速で移動する影かげを見つけた。それは、まっしぐらにミの国の軍がささえている空域に接近しているように見えた。

「……ジョク!?」

　バーンは、その潑はつ剌らつとした飛行にそう感じる。

　そう感じれば、ドレイクの艦隊を攪かく乱らんさせたものは、この潑刺さだと断定できる。

　戦せん闘とう記録を調査したうえでなければ、そんなことは断定できない、という発想こそ、知識しか信じない偏へん狭きようなインテリが、デスクワークで口にする屁へ理り屈くつである。

『こいつをトモヨは見過ごしたか!?』

　バーンは、ようやく笑えた。

　最大加速にちかい機体を急速に転針させることは難しいのだが、バーンはそれを降下しながらやってのけたので、バーン機の描えがくカーブの半径は一キロあまりになって、カラカラの奇き岩がんのひとつに接せつ触しよくしそうになった。

　それを回かい避ひしながら、自機の姿勢を立て直す。

　風圧が機体と岩のあいだで圧縮されて、その反発力で機体が浮ういた。ブハッ！　と、砂さ塵じんが尾おをひいた。

「よくやるっ！」

　バーンは自分を誉ほめながらも、奇岩地帯を高速で縫ぬうジョク機にも驚きよう嘆たんしていた。そのカットグラは、地上界に出たときの機体よりもひとまわり大きくなった機体なのだが、そのコックピットにすわる者がジョクであるのは、確信できた。

　オーラの感応である。

「トンテ、カンテ、エンテ、ソンテ！　足元を警けい戒かいしろ！　カットグラが行く！」

　バーンは、後退するにあたって滞たい空くうさせておいた後続機に呼びかけながら、バーンの母艦ゼイエガを呼び出して、艦かん隊たいの混乱の状態を聴ちよう取しゆしようとしたが、そのときの通信では、断片的なことしか判わからなかった。

　キサ・ハンドワの旗艦が轟ごう沈ちんされたこと。

　クの国の艦隊の一隻せきが撃げき沈ちんされたこと。

　それらの被ひ害がいをうけるのに、一分という時間もかかっていないということ。

　そして、いまだに、十隻ちかい艦かん艇ていが大破炎えん上じようしているために、敵のオーラバトラーは、強力な数機であると無線は喚わめいていた。

「フン、そりゃ噓うそだ。被害が甚じん大だいだから、オーラバトラーの数を多く見積りたくもなるのはわかるが、それでは、自分の無能を自覚できない」

　バーン機は、ジョク機より高度をとって追つい尾びするコースにはいったが、それに反応して、ジョク機もさらに低空にすべりこんでいった。その左右に岩の影かげが走り、ときに、山の塊かたまりになった岩がかすめもする。

「よし、やれよ！」

　バーンは上空から降下した後続機が、ジョク機の鼻先を押おさえつけるように降下するのを視認して、自分もジョク機を照準の上にとらえようとする。

「……ヌンッ！」

　ひとつの山頂を飛び越こした。

　バーン機が水平になったときに、ジョク機の鼻先に上空から第一の攻こう撃げきが下された。

　バウッ！

　コード名トンテの機体が、ジョクにフレイ・ボンムのシャワーを浴せたのだ。一いつ瞬しゆんだけジョク機が岩々のあいだに見えたとき、そのシャワーは直ちよく撃げきして見えた。

『俺おれの指揮下で撃げき墜ついしてやるのは、憐あわれみだと思え！』

　バーンのその思いは、一瞬の増長である。まさに、知性のある者の言うことだ。バーンは、ジョク機の手にする剣けんが、光の剣になって艦艇を切断したことは知らない。

　確かに、進行方向の直前に降ったフレイ・ボンムのシャワーに、ジョク機は飛びこむようになり、数発のボンムの直撃をうけてはいた。

　ブハゥーツ！　バリバリッ！

　その音おん響きようは、直接バーンの耳を打ち、ジョク機の機体は、オレンジ色の閃せん光こうにつつまれて、周辺には黄色と緑の稲いな妻ずま状じようを発して、全体が光の輪になった。

「…………!?」

　トンテのフレイ・ボンムの攻撃がつづき、カンテのガタの爆ばく薬やくを装備したロケット弾だんが数射され、過か剰じよう攻撃になったのだが、ジョク機を中心にした閃光の輪には、敵対するものにそうさせるような吸引力があるようだった。

　それほどに、その光の輪はつづいた。

　が、撃破の手て応ごたえがない、とバーンは気づく。

「……!!」

　バーンは光の中心が、速度をゆるめることなく前進していると見て、嫌いやな感かん触しよくをもった。

　バーンは、ディーモッシュにキャノンを構えさせて、その光の中心を追うようにしたが、できず、攻こう撃げきしているトンテとカンテも、ジョク機をつつんでいる光に惑まどわされて、その動きがとまった。

　シャワッ！

　ジョク機をつつむ光の輪から一条の突とつ出しゆつしたフレイ・ボンムの筋が鋭するどい閃せん光こうになって、トンテとカンテを下から襲おそった。

「ジョク奴め!!」

　バーンは絶ぜつ叫きようした。

　僚りよう機きが、その光の一閃に狙そ撃げきされたという印象があった。ドヴッ、とふたつの黒こく煙えんと赤い光が咲さいた。トンテがジョク機を捕ほ捉そくしてから、そのときまで五秒とはかかっていない。

「きゃつは……!!」

　バーンは、本能的に機体を横にすべらせて、ジョク機にたいして楯たてになる岩の背後にすべりこんだ。猛もう烈れつなトンテとカンテの爆ばく発はつで、バーンが目の前に楯にした岩までが粉ふん砕さいされた。

　ドヴッ！　グワーン!!

　機体を押おしやる爆ばく圧あつのなかで、バーンは全身をおこりのように痙けい攣れんさせて、

「ジョク！　貴様ぁ、判わかっているのかっ！」

　バーンは、ジョクの機体は警けい戒かいすべきものであることを骨の髄ずいまで知ったのだ。

「なにをやった!?　なにをしたんだっ！」

　岩いわ陰かげから自機の高度をとったときには、バーンの視界のなかには、累るい々るいたる奇き岩がんがつづいている山さん塊かいと、その上空の朝の気配を消した空に、いくつもの黒煙が咲いている光景しかなかった。

　二機の爆発したハインガットは、山やま肌はだと奇岩にからみつくような霞かすみの下に消えていって、墓標のような黒煙を残すだけになる。

「…………!?」

　そして、あのすさまじい光の輪はどこにも見えず、バーンは、三百六十度から刃やいばを突つきつけられているのではないか、と感じて全身の毛穴をひらいてしまった。
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「騎き士しキゼサ、ドレイク軍の艦かん体たいは、聖戦士殿どのが攪かく乱らんしたようであります」

「確かか？」

「ハッ！　そのためであります。敵の先せん鋒ぽうのオーラバトラー部隊が動どう揺ようをして、この空域の攻こう撃げきが薄うすくなったのです」

　エゼラー・ムラボーは、通信士官たちが傍ぼう受じゆした情報を総合してそう判断した。

「我らに聖戦士ありか……」

　彼らにとっては、ジョクとのつきあいは短くて突とつ出しゆつした部分の印象しかなかったから、単純明快にそう言えた。その意味では、ジョクはミの国では、真に聖戦士であった。

「よし、つけ入るぞ」

　ミの国の残存戦力の最後の艦の艦長である騎士キゼサは、周囲に飛びかうフラッタラとラゲッサに呼びかける。

「ドレイクの艦隊に特とつ攻こうをかける。オーラマシーンすべては、我が艦の道を拓ひらけ！」

　その号令一下、加速をかけて高度をとったナゲーマン・タイプのフアンドウの前に、数機のオーラマシーンが竿さおのように編隊を組む。

「先鋒、メイオ・ケトロスが仕つかまつる！」

「次鋒は騎士ヘサ・ミセッテ！」

　オーラバトラー部隊からの呼応もまた、聖戦士の出現を力にしているように聞こえる。

「ミィゼナーには、我につづくことはならんと伝えろ。エレ様を守り、ミの国、ハンム家の血を後々の世にまで伝えていただくのだ」

　その電文は、無線の混線するなか、ミィゼナーのニー・ギブンに送信されたのだが、どちらにしても、ミィゼナーは、このときフアンドウを掩えん護ごすることができない状態だった。

　ドレイク軍の先鋒のオーラバトラーに頭を押おさえられていて、マーベル、ソトロウ、ミハンのオーラバトラーもミィゼナーを守ることで精せい一いつ杯ぱいという状態にいた。

　そんなところに、ミィゼナーは至近距きよ離りにせまったジョクのコードを受信していた。

「こちら、ハゼ、こちらハゼ！」

「聖戦士を受信！　こちらから信号弾だんを上げて下さい！」

　メトー・ライランの絶ぜつ叫きように、ミィゼナーのブリッジに歓かん声せいがあがり、

「位置指定信号弾！」

　ニーは、伝声管でマストの兵に伝えると、左右上下に激しい退たい避ひ運動をしながら対空機き銃じゆうの弾だん幕まくを張っているミィゼナーから、鮮あざやかな黄色の信号弾が、昼の色になった空にあがった。

　そうなれば、それはミィゼナーの旗印になってしまったのだが、それをターゲットにドレイク軍のオーラバトラーが集中しなかったのは、彼らも自軍の艦隊の異変に気づいて、後退しようとしていたからでもある。

　相そう互ごにそれぞれ、不都合が生じる。それもまた戦場で起こることであって、珍めずらしいことではない。予定通りに事態が展開することなどはないのが、戦場である。




「ジョク！　ミィゼナーだ」

「ン……方位は？」

　バーン戦隊の攻こう撃げきを抜ぬけた直後であれば、そのチャムの声は、ジョクの息いき継つぎになった。

「左十三度ってとこ……！」

「了りよう解かい！」

　そのとき、ジョクの左十数キロほど離はなれた谷間を、騎き士しキゼサ・ハームのフアンドウが、味方機を撃げき墜ついされながらも、確保してくれる進路を利して高度をとっていった。

　そのフアンドウの〝気〟をジョクが感じられなかったのは、消しよう耗もうしていたからだろうし、谷越ごしの位置であったために、チャムの目にも触ふれることがなかったからだろう。

　しかも、ジョクとミィゼナーのクルーは、戦場での合流を急いでいたために、気を殺そがれていた、とはいえる。責められる情じよう況きようではない。




「ピネガン・ハンム王は、かなわぬまでも、ドレイクの巨きよ大だい戦せん艦かんに突とつ撃げきしたのだ。その戦訓が教えるものは、騎士の名である。名を成せば我らの血脈は、永遠に残るというものである。王は、それを教えてくれた！　騎士たる者は名めい誉よある死を恐おそれるな、とっ！」

　ブリッジにたつ騎士キゼサ・ハームは、いくつかのマイクにとりついて、艦かん内ないの全クルーに号令をした。

「来るぞ！　一時に編隊！」

「二時にも編隊！」

　キゼサの叱しつ咤た激げき励れいに、ブリッジの背後の監かん視し兵からの報告が重なりはじめれば、仁に王おう立だちになった騎士キゼサの高こう揚ようした気分が、ブリッジの将兵全員にも憑よりついていった。

「騎士エゼラー、ミィゼナーに最後の挨あい拶さつを！」

　そのときは、すでに、騎士エゼラー・ムラボーにはやることはなくなっていた。

「ああ……マーベル殿どのとは、一度、ご昵じつ懇こんに願いたかったというのでは、ちと気安いでありましょうか？」

「ニーがいるからな？」

　最後の最後で、彼らは戯たわむれあってみた。切なくはない気分である。

「……ミィゼナーへ！　貴艦らとの出会いには、満まん腔こうの謝意を表します。ことに、地上人のお二人には、艦長はじめ全クルー、全将兵が生しよう涯がいの恩と感じます。騎士ソトロウには、ミの国の騎士の伝統を後世に伝えよ。死に急ぐな、とお伝えいただきたい」

　エゼラーは、無線機のマイクに正確にそう絶ぜつ叫きようし、

「……せめて一艦とでも刺さし違ちがえてみせなければ、踏ふみとどまった意味がないぞ」

「突とつ貫かんーっ！」

　すでに味方のオーラマシーンは、次じ鋒ほうを名乗ったヘサ機だけで、フラッタラの最後の一機は、十一時の方向で、ドレイク軍のオーラバトラーと激げき突とつして散っていた。

　回かい避ひされて虚こ空くうに散るのが道理かもしれない戦法なのに、オーラマシーン、フラッタラは、すべて体当りを果たして散っていった。それは、不思議といえる戦果である。




　フアンドウの左右の機き銃じゆうは咆ほう哮こうをつづけて、ドレイク軍のオーラバトラーの接近を阻そ止しした。

「敵のオーラバトラーはすくない！　艦かん隊たいに接せつ触しよくできる！」

「聖戦士がひらいてくれた道であります！」

　全将兵が、死を決した瞬しゆん間かんは、じつは、一種の狂きよう気きであるのかもしれない。

　そうでなければ、ドレイク艦隊の弾だん幕まくを展開しはじめた空域に、突進することなどはできないと思える。

　しかし、軍人であれば、いつかは死ななければならないという覚かく悟ごの上に、今日まで生きてきたのであるから、おのれの死に値する対象を発見できて、果か敢かんでありうるのだろう。

　そこには、今日まで生き抜ぬいた人生が凝ぎよう縮しゆくされている行こう為いがあるので、単純ではない。その上に、ミの国が小国であったために、この艦に乗務する将兵たちは、上下の差をのりこえた一体感となってあらわれ、それがオーラシップというメカニズムをささえ、強力なものにした。

　最後のヘサ機が撃げき墜ついされたときに、フアンドウのオーラ・ノズルは、灼しやく熱ねつに見える火球を吐はき出すものになっていた。

「限界速度を超こえました！」

　操そう舵だ手しゆが、絶ぜつ叫きようを上げ、ブリッジの震しん動どうが強大になる。

「機関温度が臨界を超えています！　タービンの回転数は正常！」

　機関室の報告は、矛む盾じゆんした情じよう況きようを伝えてくる。

「……!?　機き銃じゆうはつかえるのか!?　大たい砲ほうはっ!?」

　キゼサは、その情況をどう判断したものかと迷いはしたが、攻こう撃げきに集中させる。

「震しん動どうで照準がとれません！」

「目で狙ねらうな！　心眼をひらいて、気合で当てろっ！」

　騎士キゼサの絶叫に、艦速はさらに加速をし、「計器が狂くるっているか!?　エンジン、爆ばく発はつするぞ！」「飛行しているのだ！　ブリッジでそんな声を出すな！」

　激震のなかでエゼラーが叱しかり、正面には、ドレイクの艦隊からの砲撃が筋になって見えたが、艦長のキゼサは、激震するブリッジからその艦隊のなかで、もっとも塊かたまりになってみえるポイントを捜さがし当てている。

「もうすこしだ。三度、上じよう昇しよう！」

「操舵輪がっ！」

「手の貸せる者、操舵手を助けいっ！」

　絶叫しつつキゼサ自身、激震するブリッジを跳はねるようにして操舵手の手元に飛びこんでいく。

「あのゼィス艦かんに体当りをかけるっ！」「ハッ!!　ハウッ！」

　騎き士しエゼラーも割り込んできて、三人の男たちの腕うでが、一本の操そう舵だ輪りんを押おし倒たおそうとする。

「主しゆ砲ほう、行く手をひらけぇ！」

　被ひ弾だんが連続し、ゴウッとブリッジに強風が吹ふき込み、ブリッジの背後に位置する兵員が外に吹き飛ばされていく。

　ブリッジの背後の壁かべにぶつかった兵士は血ヘドを吐はき、空に飛び出した兵の絶ぜつ叫きようが、オーラ・ノズルの咆ほう哮こうのなかに消えてもいった。

　ドレイク艦隊は退たい避ひ行動にうつっていたものと、初期の予定通りに行動に出るものとが分かれて、その隊列が乱れたところだった。

　そこに、信じられないような速度で、戦艦フアンドウが突とつ撃げきしたのである。文字通り、オーラバトラーをけちらし、ドレイク艦隊の十字砲火をくぐり抜けた。

　ドレイク軍の十字砲火が、艦かん形けいが乱れたために十分ではなかったという理由はあるものの、何発かの直撃でもフアンドウの前進はとまらなかったのだ。




「……!?　なんだ!?」

　その空域にいたのが、トモヨ・アッシュのピンクのガウベドだった。

　彼女の母艦は、沈しずめられていなかったものの、クの艦隊のうちの一隻せきが撃げき沈ちんされていた。

　そんな実態を知った直後のキゼサのフアンドウの突撃に、トモヨの血流が頭に集中して、トモヨ機は、フアンドウに対たい峙じしようという位置にはいる。

「…………!?」

　しかし、トモヨは、そのフアンドウがオーラバトラーとおなじような速度で接近していると知って慄りつ然ぜんとした。それは、そのすこし前に、バーン機を追い越こしてみせたときの優ゆう越えつ感を打ち砕くだくものだった。

　ピンクのガウベドが上じよう昇しようをするあいだにも、フアンドウは、トモヨの数隻せき前に位置する艦隊の、左さ翼よくの先せん鋒ぽうにあるゼミガルに接近して、砲火を集中しているように見えた。

　その光景に、トモヨは気け圧おされ、それでも、自機のフレイ・ボンムを連射させた。

「……なんだと!?」

　トモヨはその攻こう撃げきの手て応ごたえのなさに妙みような感覚にとらわれながらも、その感かん触しよくは錯さつ覚かくだ、と自分に言い聞かせて、突進をつづけた。

　その艦の左に追つい尾びした味方のオーラバトラーの攻撃は見えたのだが、フレイ・ボンムの直撃するところが、妙に見えた。

　閃せん光こうがはじける。そういう風にしか見えない。直撃の被ひ爆ばくがない……？

『なんだ!?』

　一いつ瞬しゆんの思考。そう、その光はオーラバトラー同士の剣けんが激突したときに見せるオーラ光に似ている、と思った。

　バフッ！　ドウ！

　ピンクの機体から斉せい射しやされたフレイ・ボンムは、けっして弱々しいものではない。

　それは、フアンドウの艦かん首しゆの機き銃じゆう座からブリッジまで直ちよく撃げきしているはずなのだ。しかし、オーラ光の干かん渉しようによる閃せん光こうが発するだけで、被ひ爆ばくの閃光は見えないのである。

「冗じよう談だんをやってっ！」

　トモヨは、ガウベドの右手に剣けんをもたせると、フアンドウのブリッジに斬きりかかっていた。

　オーラバトラー同士の接近にちかい速度での接近である。

　フレイ・ボンムを放ちながら、剣をつかうのだ。オーラ光の咲さくブリッジの奥おくには、将兵たちの引きつった表情さえ見えた。

「とまれよぉっ！」

　トモヨは絶ぜつ叫きようしながら、ガウベドの剣でブリッジをなぎ払はらうようにしたのだが、

　ビシャーン！

　トモヨは、直接頰ほおを鉄で張られたような衝しよう撃げきをうけて、声も出さずに失神した。ピンクのオーラバトラーは、フアンドウと激突して跳はね飛ばされていたのだ。
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「なに……!?」

　トモヨ機が小型戦せん艦かんフアンドウに跳ね飛ばされるのを目もく撃げきした騎き士しが、ゼミガルのブリッジで呻うめいた。作戦参さん謀ぼう長のケラン・ガラである。

「退たい避ひっ、遅おそいぞっ！」

　しかし、叱しかり付けたゼミガルの艦長は、トモヨ機を撃退したフアンドウに応戦の弾だん幕まくを張らせるための命令を出すだけで、参謀長のアドバイスなどは聞いていない。

　そのケラン・ガラは、自艦がフアンドウの突とつ撃げきを回かい避ひできると見たので、後方数百メートルに流れていくピンクの機体を、息を吞のんで見守るだけになった。

　体当り行動をしようとしたフアンドウは、そのブリッジの頭上をかすめて、船底に自艦が撃うち出す弾着が突つき刺ささっていった。

　その破片が、バラバラと艦体にあたる音が前後左右になりひびき、ブリッジを構成する風防のガラスが容よう赦しやなく割れた。

「……フム……!?」

　ケラン・ガラは、そんな破片のひとつが革かわ鎧よろいの肩かたにあたったところで、フアンドウの灼しやく熱ねつというべきオーラ・ノズルの熱を感じて、椅い子すから伸のび上がるようにして背後を見た。

　うしろに視界などはないのだが、それでも、左さ舷げんの後方にフアンドウのオーラ・ノズルがきえていくのがチラリと見えて、そのほうの舷側の機き銃じゆうが一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくしたのもわかった。フアンドウのオーラ・ノズルに機銃座があおられたのだ。

　ケランは、その熱気を正面にうけながら、「射て射て！　なぜ、射たん！」と、ヒステリックに号令をかける艦かん長ちようの絶ぜつ叫きようをわずらわしいと感じる。

　フアンドウの見えなくなった窓まど枠わくを凝ぎよう視しして、焼け焦こげたらしい睫まつげをなぞりながら、ケランは、艦長を叱しつ責せきする。

「艦長！　ぶつかるぞ！　取り舵かじにしつつ、後方より離り脱だつさせろ！」

　その声に、真まっ赤かな顔をむけてきた艦長は、自艦が危機を回避していたとわかって、ようやくケランの命令を理解して、取り舵の命令を出した。

　しかし、すでに艦は取り舵にはいっていたので、左の後方のガラスのなくなった窓枠に、騎士キゼサのフアンドウが、後続のギュイス軽巡じゆん洋よう艦かんにその船底を激突させている光景を目撃できた。ゼミガルにかわされた直後に、フアンドウは、その進路を沈しずめて、体当り攻こう撃げきを完かん遂すいしたのだ。

　しかも、フアンドウの動きはそれだけにとどまらず、激突したギュイス軽巡と船体をこすりあわせて、各所に爆ばく発はつを起しながらも、その艦から剝はがれるようにずり落ちていって、ななめ下にあったもう一隻せきの艦かん艇てい、クの国のナゲーマン・タイプにすわるようにした。

　古こ騎き士し、すなわち古いタイプの騎士が、烈れつ火かとなって敵を引き込んでいくという死に様である。

「よくやった!?」

　ケラン・ガラは、そこに己の時代の騎士の姿をみて感動をする。

　ドヴゥッ！

　そのときになって、はじめてフアンドウの艦体全体が閃せん光こうにつつまれ、ナゲーマンの船体をも業火の虜とりこにしていった。それは、あたかもフアンドウに乗っていた将兵たちの快かい哉さいであるかのように、宙天に垂直に燃えあがってみせて、透とう明めいに見える炎えん柱ちゆうが空にそそり立つ。黒と茶色の煙けむりは、その炎ほのおの柱に囃はやされるようにして姿を巨きよ大だいにしていった。

「こいつは……!?」

　初老にいたった騎士ケランは、新式の艦艇でも、人の怨おん念ねんが火の塊かたまりになると、このように作さく為いして動くのかとゾッとした。

『ミの国の恨うらみが、オーラマシーンを騎士にする……!?』

　ケランの思いをなぞるように、天空に登った業火は、黒と茶、それに紫むらさきの煙を舞ぶ台たいにして、赤でも緑でも黄色でもない炎を踊おどり狂くるわせる柱になった。

　ドヴヴヴッ……

　フアンドウに座り込まれた形になったクの国の艦艇は、前後に折れるようにして、落下速度にはいっていく。

　ドレイク艦かん隊たいの左さ翼よくは、その透明の業火が揺ゆるがす空域のなかで硬こう直ちよくして、その下には大破した二隻せきの艦かん艇ていが、ボロボロになってカラカラの山さん塊かいに引きつけられるように落ちていくのを傍ぼう観かんした。




「たった一隻のためにこれか……!?　ザナドは、なにをやっているのか!?」

　ケラン・ガラは、十数分という短時間に、一機のオーラバトラーの攻こう撃げきで、八隻の艦が撃げき墜ついされ、かつ、また三隻の艦が沈しずむのを目もく撃げきしてしまったのである。

　ゆらりと椅い子すにすわりこんで、この戦いに卦けがないと直感したことが現実のものになってしまえば、厭えん戦せんの感かん触しよくが芽を吹ふいてしまう。

「どういう……どういうことで、ありますか!?」

　引きつった顔を見せる艦長がケランに声をなげかけ、声以上にその上体が眼前にせまっていた。その顔は、騎き兵へい時代の歴戦の勇者にすがるしかない、と言っていた。

「……!?」

　ケランの上げた眼が、厳しいものになってしまうのだが、それでも、初老の騎士はこう言ってやる。

「……これは偶ぐう然ぜんだ。戦場には、こういうことはよくあるものだ。機械の時代であるために、大きな被ひ害がいになったようにみえるが、こういう偶然はよくあるものだ。それが戦場というものだ……」

　騎き士しケラン・ガラは、肚はらの底で恐きよう怖ふを感じながらも、冷静にそう言ってみせた。それが、歴戦の騎士が若い者たちに教えてやれる最大のものであるからだ。恐怖しろ、と教えて足しになることなどは何もないから。

　が、本当は、この席を立ちたかった。それが、つぎの言葉になった。

「後退だ。艦隊を組み直して、再攻撃を敢かん行こうする！」

「ハッ！」

　艦長の渇かわいた声に安あん堵どの色があったので、ケランは、即そく座ざに叱しかった。

「すぐに反攻するぞ！　オーラバトラーの集結を待って、ただちに攻撃にうつる！　間はおいてはならんのだ！」

「ハッ……おい、全方位監かん視し、怠おこたるな！　オーラバトラーの集結、急がせろっ！」

　艦長はようやく自分のやるべきことを思い出したようだ。

　ケラン・ガラは、艦長の命令を聞きながら、突撃する艦を阻そ止ししようとしたクの国のピンクのオーラバトラーの動きのことを忘れてはいない。

「トモヨとかいうオーラバトラーが軟なん弱じやくとはいわん……あの艦、妙みような光を放っているように見えた……なんだ？　オーラシップというもの、なにを起しているのだ？」

　ケランは、艦隊の周囲の空域に敵てき影えいがないらしいとわかると、自分の部屋にもどるために、ことさら軽い足取りをよそおってラッタルを下りていった。

　フアンドウの突とつ撃げきで、ミの国の残存戦力は、事実上、壊かい滅めつしたのだが、語るにたりる戦果を上げたのである。

　この戦いで、ミの国の名前は、コモン界の歴史から葬ほうむり去られることはないと約束された。

　ミの国がラウに吸収されても、カラカラの戦いの戦績が重要な意味をもって語られ、その歴史的事実を背負ったエレは、ピネガン・ハンムの血脈を継けい承しようするのである。

　人は、己の血脈に残るべきものがないと知れば、死を恐怖する。

　恐怖すれば、その死はいぎたないものになり、いぎたない死はゴミとおなじでなにも残さず忘れ去られるのである。

　汚お名めいを残す事じ蹟せきとして語られることもなきにしもあらずだが、それは犯罪であって、血族の恥ち辱じよくになる。

　成すべきことを成し、受け継つぐべき血脈があればこそ、人は、成すべきことを成して、最後の血の華はなを咲さかせることができるのである。

　しかし、エレという少女は、この戦乱を死んでいった将兵たちとはまったく違ちがうかたちで、己の運命をフォイゾン・ゴウに語っているのである。

　いまはただ、つぎに動くために、カラカラの緒しよ戦せんが終しゆう了りようしただけである。
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「……オーラマシーンです。あり得るでしょう……」

　ショットは、苦虫を嚙かむ思いでドレイクに答えるしかなかった。

「もし、前線の報告が本当なら、ウィル・ウィプスなどでも、対たい抗こうできんということか」

　ドレイクは玉座を前にして、左右にゆったりと歩んでいたが、まるで檻おりのなかの熊くまという姿である。

　ショットは、まだ汗あせでしめった下着を感じていて、気持ちも落着かない。ドレイクの急の呼び出しに、屋や敷しきからドーメをつかってきたのだが、ラース・ワウの中庭から謁えつ見けんの間までは、走らなければならなかったのだ。ドレイクの侍じ従じゆう長だけでなく、近この衛え兵長のマタバ・カタガンまでが出で迎むかえて、急せかしたのである。

　ショットのななめ前に立つラバン・ドレトは、左右にひかえる将官の不安を代弁するような沈ちん痛つうな顔をみせたままである。

　昔は勇ゆう猛もうな騎き士しであったという噂うわさをもつラバンも、ドレイクのかたわらに立つようになってからは、イエスマンに成り下って、こういうときは、沈痛を演じる役者になる。

「自分にはオーラ・ロードを拓ひらく方法も、見当がつかないのであります。最近のオーラマシーンのひきおこす現象……たとえば、騎き士しバーン・バニングスのような突とつ出しゆつした騎士にあらわれます稀け有うな現象につきましても、鋭えい意い研究中、としか答えられません」

　ショットは、ドレイクがなにを言い出すかわからないので、あらかじめ全否定するつもりになった。

「オーラマシーンは、貴公の発明である。ギィ・グッガを駆く逐ちくするにあたっては、きわめて有効であった。オーラマシーンがなければ、アの国の人民は、すべてガロウ・ランの餌え食じきになっていたであろう。その軍功は認める。歴史にも残るであろう……。がな……そのような者が、その手で喚かん起きしたものの結果を想像できぬというのでは、語るにおちるな」

　ドレイクは、左右に歩くことをやめない。

『よくも言う……』

　ショットは上目遣づかいをしながらも、意識して息つぎをして怒いかりをおさえて、なんでこんなわかりきったことを聞くのかと考えていた。

「……オーラマシーンにたくわえられたオーラ力が、世界を構成するオーラ力と共鳴しあえばオーラ・ロードもひらけましょう。その意味では、巨きよ大だい戦せん艦かんウィル・ウィプスの出しゆつ撃げきは、無む駄だではありますまい。ウィル・ウィプスもオーラ・シップでありますから、ミの国の艦かん艇ていがオーラの光を放ったという現象を、ウィル・ウィプスも成し得るという推測は、成り立ちます」

　ドレイクはちょうど玉座の前で足をとめたのだが、その目は言葉をつづけろと言った。

「……聖戦士のカットグラが、長大な剣けんをふったというのも事実であれば、はばかりながら、すべて自分が発明したオーラマシーンによるものであります……。ということは、我が方のオーラマシーンが強大なオーラ力をまとえば、カットグラの剣による攻こう撃げきにも、身を投げ出す敵艦艇にも、防ぼう御ぎよし得ると考えます」

　ドレイクの態度は、ショットの言うことを頭から信じ、わかっているという風だった。それなのに、こうもショットに喋しやべらせるのは、謁えつ見けんの間にいる将兵たちに、ショットの意見を了りよう解かいさせるためなのだろう、と理解した。

「それを証明する具体的な例はないのか？」

　ショットは答えに窮きゆうして、左右を見た。

　将兵たちは緊きん張ちようして、彼らがもともと持っている田舎いなか育ちの朴ぼく訥とつさを丸出しにしていた。

　武人とか騎士という様相ではないのだが、しかし、それは、近代に至るまでのほとんどの人々の在り様で、笑えるものではないのだ。

　が、ショットは、その男たちの率直な不安に、内心苦笑した。おかげで、卑ひ近きんな例を思いつくことができた。

「はい……オーラバトラー同士が剣をつかって、刃やいばを交えたときにはっきりとした閃せん光こうがあらわれます。あの一種独特の閃光は、稲いな妻ずまとは性質を異にしております。自分は、戦せん闘とうをしたあとのオーラバトラーの剣を調べたことがございます。それについては、多くのメカニック・マンたちも知っていることでありますが、白兵戦でつかったオーラバトラーの剣の損傷は、物理的な損傷とか、電気的なものでは説明のつかない溶よう解かいの仕方をしております」

「説明のつかない溶解の仕方と言ったな？」

「はい……溶解している部分が、ある間かん隔かくをもって現れていたり、刃はが一いつ瞬しゆんに溶とけて消失したのではないかというような、そういう溶解の断面をもった柄がらが残っていたりする、ということでしめされます」

「その論にしたがうなら、ウィル・ウィプスの稼か動どうは、意味があるということになる。数百の将兵によって運用される巨きよ大だい戦せん艦かんなら、そのオーラ力は絶大であろう。カットグラごとき一人の聖戦士のオーラ力などは、跳はねのけられるという理り屈くつである」

「ご賢けん察さつであります」

　ショットは面めん倒どうだから、そう答えて頭を下げた。が、その瞬しゆん間かん、ドレイクの推論がまちがっていれば、理由は明確ではないのだが、ウィル・ウィプスといえども、カットグラの剣けんに両断されてしまうだろう、と思いついていた。

　しかし、そうは思いながらも、オーラ力とはいっても、質の違ちがいがあるのではないかと漠ばく然ぜんと感じていたから、ショットは、どこかでドレイクの言葉にすがっていたい、と感じる自分も自覚している。

「……王よ」

　ショットの言葉に、ドレイクがかすかに愁しゆう眉びをひらいたように顎あごをあげて、足をとめる。

「……ラウのフォイゾンもクのビショットも巨大戦艦を建造しているという情報をうけております。これも、世界のオーラ力が符ふ牒ちようをあわせている、と愚ぐ考こういたします」

「…………!?」

　ドレイクの目の下が、ビクッと痙けい攣れんするのがショットに見えた。

『……事態は、それほど簡単じゃあないんだ……』

　ショットは、コモン人の朴ぼく訥とつすぎて単純すぎる反応を嘲ちよう弄ろうすることで、自分の不安を打ち消そうとしたが、ザワッとドレイクのマントが玉座にあたって音をたてたので、あわてて背筋を伸のばしていた。

「……ショットが、クの国やラウの国に技術的助言をあたえたという噂うわさがある。それについてはどう釈しやく明めいするのか!?」

「…………!?」

　ドレイクが、論ろん旨しを無視して反はん撃げきしてくれば、謁えつ見けんの間の空気は硬こう直ちよくした。ショットは、咽喉のどを鳴らして、言葉を継つぐしかない。

「申したはずであります。オーラバトラーのすべての技術的背景は、この手でコモン界に提供したものであります」

「……!?　貴公の言いようなら、我が国が、ゼナー・タイプの艦の図面を他国に売ったときにすでにその技術のすべてが、他国にもしめされているというのだな？」

「ハッ、それゆえに、そのような噂うわさが出るのではないかと、そう愚考いたします」

　ドレイクは、ニタリと白い歯をみせた。

「…………!?」

　ショットには、その意味がわからなかった。

　ドレイク自身、ショットに技術的な相談などはしないで、ウィル・ウィプスを建造させた張本人であったから、艦かん艇ていについての技術の拡大と進歩がどういう性格をもつものか、充じゆう分ぶんに知っていた。しかし、そのことを持ち出して、ショットが言い出した世界の問題などという学生的な議論をやめさせたのである。

「……御ぎよ意い……現実的に、自分は噂うわさに関かん与よしている暇ひまはございません」

「よし、これからウィル・ウィプスに行く。貴公も同道せい。もうひとりの地上人、トレン・アスベアは、オーラバトラー生産の管理のためにラース・ワウに残せ」

「ハ？」

　ショットには、寝ね耳みみに水である。

「ひとりでも力あるオーラをもった者が乗船しておれば、ウィル・ウィプスこそオーラの光をはなつ艦となって、ラウを駆く逐ちくできる道理であろう」

　理り屈くつに負けたショットは、頭を下げるしかなかった。

「必要なものはあとで搬はん入にゆうさせれば良い。望む侍じ女じよがいるなら同道も許す。ラバン、何人まで良いか？」

「ハ……、侍じ従じゆうはショット様なら三人までで……」

「女子を愛めでよ。オーラの源であろうが？」

　そういうと、ドレイクは玉座の前を退出した。その唐とう突とつな挙動は、妙みように現実的でない雰ふん囲い気きがあった。

『……どういうことか？』

　絶句して見送るショットに、近この衛え兵長のマタバが近寄って、

「のちほど、王の執しつ務む室へ……」

「…………？」




　謁えつ見けんの間を退出すると、ショットはラース・ワウにあたえられている自室にはいって、トレン・アスベアに電話をした。

　彼は、マーベルといっしょにこのコモン界にあらわれたフランス人なのだが、いまはオーラバトラーの建造の総責任者として、製造現場にいた。

　電話の交こう換かん機は人手によるものなので、交換手に聞かれていると思わなければならないシステムなのだが、交換手は、すぐにトレンをつかまえてくれた。

「……わたしだ。これから出しゆつ撃げきするウィル・ウィプスに同道して、観戦をする。ウィル・ウィプスの性能の最終的なチェックは、コモン人にまかせておけないというのが、ドレイク王の見解のようでな」

　ショットは、英語の不得手なトレンにゆっくりとしゃべって、盗とう聴ちようにたいしても用心する言葉遣づかいをするのだから、クの国に走れとは言えないのがまどろいと感じる。

「ああ……？　ウィル・ウィプスの問題点については、このあいだ同乗したおりの俺おれの報告書があるはずだが？」

「それだけでは、王は心配なのだ。カラカラの戦せん闘とう結果については、まだ聞いていないのか？」

「戦闘報告書など、工場にまで来やぁしないだろうが！」

「ン……ミの国の艦かん艇ていの一隻せきが、オーラシップそのものの現象を見せたのだ。それで、ウィル・ウィプスにも、わたしのようなオーラ力をもった者が同乗する必要がある、と王は判断された」

「ショットも聖戦士というわけか？」

　茶ちや化かすように言ってくれたが、声は緊きん張ちようしたままなので、情じよう況きようはわかってくれていると判断してよかった。

「ン……。で、君も、わたしとおなじように、巨きよ大だいな戦艦に乗る必要があると考えるな」

「いまは無理だな。オーラバトラーの製造ラインが、拡張工事で混乱している」

「戦況次第でそうならないかもしれないし、そうしたほうがいいかもしれんということだ。ひとりでも善きオーラ力をもった者が、乗船する必要があるということだけは理解していてくれ」

「理解、ね？」

「うむ、オーラ現象を調査する目的でもあるから、君も、そうできるように努めてくれ」

「努める……？　か……？」

「そうだ。君ならそういう機会はつくれるはずだ」

「ショットから口くち添ぞえしてくれればいいじゃないか？」

「現在は、そういう情じよう況きようではないのだ。それは想像できるだろう？　オーラ現象を調査するためには、前線に行くしかないのだ」

「切せつ迫ぱくしているのだな？」

「無論だ」

「心こころ掛がける」

　その電話のあと、ショットは自分の屋や敷しきに電話をして、必要な研究書類いっさいを運び出させることを侍じ従じゆうに命じたのだが、そのあいだにも、再度、ドレイクの個室から呼び出しがかかった。

「……荷物は、若い者にとりにやらせる。いいな？」

　ショットは、ドレイクの執しつ務む室にむかう間に、出で迎むかえの近この衛え兵長のマタバに、屋敷に行ってもらうドーメの手配を頼たのんだ。




「ご苦労であった。謁えつ見けんの間ではな、ルーザが貴公の申したことを聞いていた」

　その話で、ショットは、ドレイクのあのしつっこさを納得した。

「勘かんのいい女でな……それだけは買っているのだ。すべてが、論理的思考だけでは政治はできんし、まして、戦争はできない」

　ドレイクは、机のまわりのものを整理しながら、手て鞄かばんと携けい帯たい用の書類容いれに書類をつめこんでいた。こういうところは、王らしくないマメさがあった。

「……ちょっとわかりかねますが、そうでありましょうな」

「ン、貴公の話で、ルーザは納得したようだ。理り屈くつではないことが始まっているとすれば、ときには、ああいう種類の女の勘も必要となる」

「独善に陥おちいらないためでありますな？」

　ショットは王の手前、極きよく端たんに善意に解かい釈しやくをしてみせるのである。

「そうだ。ウィル・ウィプスへの乗船は、了りよう解かいしてくれるな？」

「先日も乗って、艦かんの問題点についての提言もいたしましたし、実戦を観戦させていただきましたが……？」

「今回は、ウィル・ウィプスの実質上の初うい陣じんである。さきほど貴公がいったことは、半分も信じていないが、半分以上は信じてもいる」

　ドレイクは執しつ事じをよぶと、携帯用の書類容れのいくつかを運び出させて、執務机のわきの小テーブルのカップを手にした。

「……となれば、ルーザのような視点だけではなく、貴公のような地上人の視点も必要なのだ。オーラの船現象についての研究は、ウィル・ウィプスでやるほうが便利であろう？　ほかにもいろいろな現象が発見できよう。貴公用の無線機も運びこませた。オーラバトラーの各工場との連れん絡らくは、いつでもできる」

「はい……ご配はい慮りよは感謝いたしますが……」

「なんだ？」

　カップをおきながら、ドレイクも微び笑しようをみせる。

「女性の件は、ご容よう赦しや願えませんでしょうか？」

　狭せまい艦かん内ないのことであるから、女性を連れていかないとなればすぐにわかってしまうので、先に了りよう解かいをとっておいたほうが良いと感じたのだ。

「……嫌きらいなのか？　目合まぐわいは、人のオーラ力の醸じよう成せいに良い効果を上げるというではないか」

　ドレイクは立ち上って、机の引き出しをのぞいたりする。

「確証はございませんが、良き伴はん侶りよは力になります。力にも……」

「…………」

　ドレイクは、それを皮肉にとったようだ。肩かたをすくめてみせると、口を開いている鞄を閉じながら、

「しかしな。健康な男子が婦人と同どう衾きんするのは必要事じ項こうである。ショットは、男色が好みか？」

「いえ……ご婦人のほうが……」

「ならば良いではないか。同衾のためだけの女はいるものだ。あれらは、面めん倒どうでもないし危険でもない。良いものだ」

「ハッ！」

　曖あい昧まいに了りよう解かいするしかなかった。

　こんなことで迷めい惑わくがって、ドレイクと長く会話をすることは、あまり好ましいことではない。

　同時に、このような話を持ち出すドレイクは、やはり変ったと感じる。先妻のアリシアの時代には、愛あい妾しようなどには目もくれなかった王なのである。

　それが、ルーザの時代になってから、数人の愛妾をそばにおくようになったのだ。

　ルーザがそれを認めるのも後妻であるからだし、なによりも正妻という政治的な立場と、セックスの相手を引き受けるだけの女たちの存在は、別のものであると割り切っているからでもある。

　が、その考え方があるからこそ、ルーザは、愛妾たちのそばにはたえず彼女の息のかかった監かん視し者を配していた。ことに、閨ねやで若い愛妾たちが、ドレイクに政治向きのおねだりをするのを防ぐための警けい戒かいは、厳重を極めた。

「……歳でありましょうな。セックスはこちらの精力を吐はき出させられて、吸い取られるという恐おそれしかありません」

「添そい寝ねをさせるだけでも良いのだ。若い婦人のかぐわしさは、生気をくれる」

　そういうドレイクは、オーラバトラーのパイロットに推挙したアイリン・ツーとの好ましい関係が鮮せん明めいな記き憶おくにあるからなのだ。

「それはわかります」

「わかるだけではな……。ドーメで移乗するぞ？」

「ハッ……！」

　ドレイクは鞄かばんを手にすると執しつ務む室を出た。それにつきしたがうショットは、手ぶらである。

「お荷物をお持ちいたしましょう」

「国家最高の技術者に、そんなことはさせられるか。それに、これには国家の大事がはいっている。誰だれにも触さわらせんよ」

　ドレイクは禿とく頭とうをふって屈くつ託たくなかった。




　中庭には、数機のドーメが待機していて、そのうちの一機が離り陸りくし、それにつづいて二機目が離陸したところだった。

　それを待って、ドレイクはキロン城の湖上で観かん艦かん式しきにつかったドーメに颯さつ爽そうと乗り込んでみせた。

「ウィル・ウィプスが来ているか……」

　ショットは、先頭のドーメが飛行していく前方の空を見やって、その雲間に染みのようなものがあるのを見届けて、唸うなった。

　そのシルエットは、ドレイクの自じ慢まんする巨きよ大だい戦せん艦かんである。

「勝負をかけるのを急いでいるのか？」

　ショットは、自分のドーメのブリッジにのぼって、

「先頭のドーメは？」

「ハッ、ルーザ様のもので……」

「そうか……」

　ショットのドーメが離陸した。

　ラース・ワウの光景が後退するのを窓から見下し、目を転じて、ドレイクのドーメからやや形を鮮せん明めいにしはじめたウィル・ウィプスのほうを見やる。

「言ったはずだ。どんなに急いで、敵の機先を制したつもりでも、オーラシップの建造も呼応するようにおこなわれた世界の在り様からすれば、ラウもクも巨大戦艦を出してくる。それができてしまうのが、いまのバイストン・ウェルなのだ」

　ショットは、ドレイクの浮うかれた話にまどわされそうな自分を立て直すように、そんなことを口にしていた。

　トレン・アスベアに、クの国の巨大戦艦と接せつ触しよくさせようとした自分の予測は、まちがいではないと思えた。







　19　女王の立場







「王よ！　エレは勉学も納めておりませんし、なによりもまだ女子の……」

「……言うことはそれだけか？」

　パットフットは、正面から自分を見み据すえて言うフォイゾン・ゴウに、絶望して目を閉じてしまった。

「お前は、ミの国のためのみならず、ラウの国にとっても要かなめともなるべき女王である。エレはちがう。この世の動乱に生まれてきたことを宿命とした姫ひめである。わしは、あれをオーラマシーンの渦か中ちゆうに投じなければならない立場にある……嬉うれしいわけがないが、それが王家に生まれた者の義務ではある」

「……ラウの霊れいたちが、申すことでありましょうか？」

　これはもう言わずもがなの抵てい抗こうというより、パットフットが自分に納得するための言葉でしかなかった。しかし、フォイゾンは、そんなパットフットの気持ちも打ち砕くだくように言った。

「霊れい魂こんたちは、そんな便利に語ってはくれない。わしも霊れい能のう者しやではない。が、だ……世界における自分の立場を承知しているつもりだ。お前にも、その力と立場がある。ひとたび生をうけた者ならば、その全身全霊をもって、やるべきことを全うしなければならない。そのためのエレの出しゆつ陣じんである。あとは頼たのむ。お前のような娘むすめでなければ、わしとて、こうも簡単に前線に立つことはなかった。当てにしているのだ」

　フォイゾンは、まっすぐにパットフットの前に立つと手を差し出して、彼女の手をもとめた。パットフットが両手を前に差し出すと、フォイゾンはそれを包むようにして、

「この細い指にラウを託たくす。臣下の者、人民の安あん堵ど。お前ならできる」

「……王よ……」

　パットフットは、フォイゾンの苦く衷ちゆうはわかる。跡あと取とりの男子がいなかったことがフォイゾンにとっての唯ゆい一いつ、自由にならなかったことなのだ。

　もちろん、養子をいれもしたが、すべてフォイゾンの意にそわなかったというのが実情なのである。

「ま、案ずるな。ゴラオンを見れば、お前も安心しよう。エレを送りがてら、見学するがいい」

「それは……それはできますまい。タータラ城から王族の直系がいなくなるのは、よろしくないかとも……」

「ン……！　では、エレを見送ってやってくれ」

　パットフットの返答は、フォイゾンの意にそうものであり、パットフットは意識しなくてもそのようなことができる女王であった。

　フォイゾンは、パットフットの手を握にぎる手に力をこめると、侍じ従じゆう長に目配せをする。

　侍従長がパットフットの左横の両開きのドアをノックすると、ドアが左右に開かれ、そのフォイゾンの個人的な謁えつ見けんの間には、エレ・ハンムがいた。

「…………!?」

　パットフットが、父であるフォイゾンを恨うらめしく思うのはこういうときである。

　その部屋の中央の椅い子すから立ったエレは、髪かみをアップにまとめて、革かわ鎧よろいに身をかためていた。

　学芸会というものを知っていれば、パットフットは、エレの姿をそのようなものと評したであろう姿だ。しかし、エレは、そのような衣い裳しようを苦もなく身につけているように見えた。

「急ごしらえでな。エレらしい色のなめし革が手に入らなんだ」

　祖父らしい満足感がにじみでているフォイゾンの声を聞きながら、パットフットは、革鎧の仕立のことは教えてくれなかったエレもエレだと思う。

「お爺じいさまからお話はうかがいました。エレは、よろしいのですか？」

　パットフットは、自分の足が重い鎖くさりにつながれているような気け怠だるさを感じながらも、エレに歩み寄っていった。

「はい。ただゴラオンにすわっていれば良いということであります。後学のためにとフォイゾン王のお許しをいただきました」

　そう言うと、エレはかたわらの小テーブルに乗せてあった革かわ兜かぶとを手にして、

「……かぶってお見せいたしましょうか？」

　パットフットは、その無む邪じや気きとも見えるエレに、自分はそんなにも話のわからない母親だと思われていたのかという、嫉しつ妬とさえ感じる。恨うらみがましいという感覚から、この感情の変化に、パットフットは、父をライバルだと感じている自分を発見する。

「鏡を！」

　フォイゾンが、奥おくにひかえる侍じ女じよに声をかければ、数人の女たちのなかから、二人の侍女がキャスターのついた姿見をすばやく押おし出して、エレの前にしつらえる。

「……いかがでありましょう？　聖戦士殿どのとおなじようでありましょう？」

　エレは子供らしくはしゃいでみせる。それが演技であるにしても、それはエレの決意をしめすものである。

　もう、パットフットには引き戻もどすことができないことなのだ。

「これから軍にエレを紹しよう介かいして、ゴラオンにむかう。戦局は予断を許さんのだ。パットフットの継けい承しよう権について、貴族会と軍の了りよう解かいをとりつけなければならんのでな」

　フォイゾンはまた硬かたい表情にもどってそうたたみかけると、公式の謁えつ見けんの間にむかうために歩み出したので、パットフットはよろめくように、王のうしろに歩を運んだ。

　エレは、革かわ兜かぶとをかたわらにしながら、その母を見上げるようにして、空いた右手で母の手をとろうとした。

「……ひとつ、お願いがございます」

　パットフットは気持ちをいれかえるように、フォイゾンの背中に切り出す。なにかほかのことを言わなければ、ひたすら滅め入いってしまいそうだからだ。

「わたくしの手元にあずかっておりますアリサ・ルフトとリムル・ルフトのお二人方のことであります……ミィゼナーに乗船したいと願っております。お許しいただくわけには、参りませんでしょうか」

「お前は、どう思うのだ？」

「子細はないと存じます」

「ン……！　好きにさせるがいい」

　フォイゾンはそう答えてから、意外と機き嫌げんの良い顔をパットフットにむけて、

「アリサ殿どのは、聖戦士といっしょになるおつもりなのか？」

「それは、事態によりましょう。お気持は、ともにあるようでございます」

「そう思います」

　パットフットの横を行くエレが、補足してくれる。

「そうか……」

「でも、気持ちは母上が申しましたとおり、事態次第でございます」

「そうだな……リムル・ルフト殿は、ゴラオンに呼ぶのはどうか？　エレの相手になろうが？」

「わたくしは構いませんが、リムル様のお気持ちにそうように……」

「そうか」

　パットフットは、そういう事をいうエレを盗ぬすみ見するようにして、革かわ鎧よろいのせいでその横顔がますます大人おとなびたものになっていると見える。

　山小屋に隠かくれていたころの、自分の掌てのひらの上にいたはずの娘むすめはどこにいってしまったのか、と思う。

　フォイゾンの背中を見た。きれいな白はく髪はつの総髪が、歩みにあわせておだやかな表情で揺ゆれていた。

『……この人たちは……！』

　非難の気持ちはない。が、夫に戦死されてのち、子供からも引き離されて、女ひとり王国の経営をみながら、背筋を伸のばして生きていかなければならないという想像は苦痛である。運命に勝つということは、過か酷こくなのだと感じないわけにはいかなかった。




　巨きよ大だいな謁えつ見けんの間には、左右に綺き羅ら星ぼしのようにならぶ貴族会の面々と、タータラ城をまもる将官たち、それに前線に出ている艦かん隊たいから駆かけつけた十数人の将官たちが待ち受けていた。

　二百五十人ほどなのだが、ラウの国をささえる重じゆう鎮ちんたちである。

「……エレ・ゴウである。総大将たるわしの補ほ佐さとして、ゴラオンに乗船させることにした。騎き士しの位をさずける前に、貴官らのご賛同を得たい」

　フォイゾンの下問をうけて、議事進行役の貴族会筆頭の教主が、列席者に賛否を問う。それにたいして、「意義はございません」という承認の手順でしかない声が、将兵らからあがる。

　そののち、エレ・ハンムは、ゴウ家の直系の子女として、いならぶ将官たちの前で、騎士に認証されるための小さな儀ぎ式しきをおこなうのだ。

「精せい霊れいと世界の名のもとに、ラウへの忠誠を誓ちかい、この肉と血と魂たましいを世界に捧ささげるものとする」

　その宣せん誓せいののちに、エレは貴族会の教主の手からフォイゾンの手にのせられた塩を舐なめて、肩かたに三度剣けんを押おしあてられて、床ゆかにキスをする。

　パットフットは、胸がふさがれながらも、こうも事前に用意しているフォイゾンのやり方に、異議をとなえる隙すきなどはまったくないと知っていた。

『エレが、ちょっとちがった娘むすめであったことは、もともと承知していたのだから……』

　その納得が胸を占しめていけば、エレ・ハンムという他国の姫ひめが、エレ・ゴウとして迎むかえられていくこの席が、ある独特な空気に支配されていることがわかる。

　ラウの重鎮たちは、けっしてエレ・ゴウの存在を嫌きらっていない。むしろ、あるべき存在として迎えられているということがわかるのだ。

　それほどに、エレの洞どう察さつ力のある能力というものが、認知されていたのである。

　すでにして、今回の戦争が旧来のものではないという事実が宣伝されて、それらの事態にたいする見方にたいして、エレという姫の見解が道理であるのではないか、と認識されていたと見るしかなかった。

　それは、なぜなのか？

　大衆という量の洞察力というものが、ある力を持って時代を動かしているのではないか、と思うしかなかった。

　そのようなことを感じさせる小さな儀ぎ式しきであった。

『……エレは、時代の姫なのだ……』

　パットフットの了りよう解かいは、自分が母であることを拒きよ否ひされるということでもあると、わかっていた。

　その小さいながらも重要な儀式がおわろうとした頃ころ、謁えつ見けんの間の天てん井じようを低くゆするような音おん響きようが、波打つようにひびいてきた。

「…………」

　王の親族がたつ場所でも光のあたらない奥おくに立っていたパットフットは、その艦かん艇ていの接近する音に顔をあげた。

「パットフット」

　フォイゾンが、直接呼んでくれた。

「はい……!?」

　エレがかたわらに身をひいて、フォイゾンはパットフットを玉座のしつらえてある高台に上るように顔で促うながしてくれた。

『やはり、やるのか……』と、思う。

　頭上に接近する艦艇のオーラ・ノズルの轟ごう音おんは、ますます激しくなってきたが、フォイゾンはそれには構わず声をあげた。

「お歴々にあらためて紹しよう介かいし、ここに承認をもとめる事じ項こうがある。前線に出るフォイゾンにかわって、内政一いつ般ぱんは、我が娘むすめパットフット・ハンムに一任したい。異議ある者は、率直に申し出よ」

　一いつ瞬しゆん、その場は粛しゆくとした空気がながれ、通過する艦艇の轟音だけが謁見の間を支配し、遠とお退のいていく。

　その間、左右の者と目配せをしあっていた貴族、将官たちは、おたがいに意志を確かめあうようにしてから、

「ございません」

「法律上の問題に抵てい触しよくしなければ、同意致いたします」

「王のご意思のままに！」

　ほとんど儀式化したやり方ではあったので、司会役の貴族会の教主の長く白い顎あご鬚ひげが、

「満場の賛意をもちまして、パットフット・ハンムをラウの内政担当者の地位におかれますことを承認いたします。但ただし、この議に関しては、戦時特例法をもって裁定されたこととして、戦後の問題については、再度、協議いたすという付帯事項があることを確認いたします」

「了りよう解かいである」

「天地の精せい霊れいたちの名において、パットフット・ハンムの王座への臨席を……！」

「いや、待ってくれ。教主殿どの……」

　そこで、フォイゾンは自ら慣例をやぶって、教主の言葉に割ってはいった。

「貴官らの同意はありがたいが、今回は、フォイゾンの横車である。忌き憚たんなき意見をしめして良い。変へん更こうの必要があるのなら、つぎの戦線がひらくまでは、タータラの国家非常時委員会に協議をさせて、当初からの執しつ政せい体制に変更することは可能であるとする」

　フォイゾンは、養子を採用する体制を認めると宣言したのである。それは、パットフットがミの国の女王であるからの配はい慮りよである。

「しばらく！　王よ、我らに、しばらく時間をあたえていただきたい」

　その場の最上位の将軍であるカンサ・コウンが、豊かな白しろ髭ひげをゆすってフォイゾンに申し立てれば、フォイゾンが頷うなずいてみせた。

　と、謁えつ見けんの間には、いくつかの輪ができて、将官たちは意見を交こう換かんしあった。いつものやり方ではないために、小さざ波なみのような意見交換の声には緊きん張ちよう感があって、玉座の前に立つパットフットは、晒さらし刑けいをうけるようなかたちになった。

　パットフットにとっては、この場にいる人々の大半を見知っているのだが、いかにせん出で戻もどりである。つい、顔が下ってしまう。

「…………!?」

　その視線の隅すみに、エレの不安そうな表情があって、あわてて顔を上げて、個々に討論をする貴族、将官たちを見回していった。

　父であるフォイゾンは、右前の階段の途と中ちゆうに立ったまま、その厚い肩かたにのった首をゆったりと回すようにしていた。

　謁見の間を通過していった艦かんは、タータラ城の外周りの馬寄せに着陸をしたようだった。

「……ご意見は！」

　参さん謀ぼう本部長のムラビーラン・クラヒンが、謁見の間の中央で周囲に呼ばわると、それぞれの輪の意見をとりまとめた数人の将官たちが、カンサ・コウンと貴族会の教主を取り囲んで、またそこで低い声の討論がつづいた。

　しばらくして、教主と艦隊総司令のカンサ・コウンは威い儀ぎを正して、フォイゾンとパットフットの前にすすみでる。

「……法律問題については、国家非常時委員会が特例条じよう項こうを設定することで解消いたします。パットフット様は、ハンム家から離り籍せきして、我がゴウ家におもどりくだされば、最良であります。その条件で、軍は全面的に支持いたします」

「貴族会も同意であります」

「法務関係については、事務手続きは可能だという報告があがりました」

「ン……どうか？」

　フォイゾンが、パットフットに振ふり向く。

「それはできません。ミの国がラウの属領となることは、ミの国民は承認いたします。それで順位は保たれましょう。しかし、自分がゴウ家にもどれば、ミの国の国民は、自分たちが捨てられたと思うでありましょう。それでは、内政は安あん堵どできません。自分は、連合国家の構想を胸に秘めておりますので、吞のめません」

「しかし、ラウの統治を他家の名を語るものがいたすのは、貴族会としても、軍としても賛同できません」

「わたくしは、執しつ政せい官かんらの建議を許きよ諾だくするだけであり、これは、あくまでも暫ざん定てい的措そ置ちであります。なによりも、この討論の根本には、フォイゾン王が亡き後という前提にたっておりますが、現在只ただ今いま、王はここにあらせられます。ちかい将来であっても、このままでありましょう。臨時の措置について、大おお仰ぎように論を展開しすぎることは、賛成できません」

　パットフットは、思ったことを言っただけだった。

　教主はもう問題がないという顔を見せ、ムラビーランとカンサ・コウンは、背後の将官たちの様子をサッとうかがって、将官たちの表情に同意以上の期待があると見た。むろん、事務方は、とりあえずの煩はん雑ざつな仕事がなくなるので、粛しゆくと引いてくれる。

「……軍部は、今こん般ぱんの措置を全面的に支持いたします。今後、内政の采さい配はい一切につきましても、パットフット様にお任せいたします。我らは、銃じゆう後ごの心配なく、外敵にたいして国を守ってお見せいたしますことを、ここに誓せい約やくいたします」

　カンサ・コウンは、多少饒じよう舌ぜつに言上した。

　パットフットは、その物言いに異議をとなえる者はいないかと会場をさぐったが、将官たちはカンサ・コウンの言葉を承認するように、胸に手をあてて、パットフットに恭きよう順じゆんの意思をしめした。

　それは、強権に屈くつする者たちという表情とはちがっていた。

　パットフットは、自分の意見を一言いったばかりに、その器量を改めて臣下のものにしめすことになって、その信任を得てしまったのである。

　自分の器量に感謝はするが、茫ぼう然ぜんとせざるを得ないというのが、パットフットの心境である。

　曖あい昧まいな点はのこっていたが、これで、事態は決定したのである。

「貴官らの同意に感謝いたします。フォイゾン王の留守を守ることを約束し、アの国の侵しん攻こうには毅き然ぜんたる態度をもってこれを駆く逐ちくし、ラウを安あん堵どの地たらんことを国民にしめすように、国民のすべてにかわってお願い申しあげます」

　パットフットは、またも言ってしまった。将官たちの顔を見ていれば、そう言わざるを得ないというのがパットフットなのだが、言いながら後こう悔かいしているのだ。

「ハッ！　フォイゾン王の名のもとに、新しき女王たるパットフットの名をも戴いただき、我がフォイゾンの艦かん隊たいとオーラマシーン部隊、見事、アの国の野心を挫くじくでありましょう」

　カンサ・コウンが、頰ほおに血の色をみせて言上すれば、将官たちも思わず、

「おおうっ！」

　と、唱和したのである。

　エレは、そのような母の姿を頼たのもしく見上げ、教主たち貴族会の面々は、微び笑しようさえ漏もらしていた。







　20　ジョクの団だん欒らん







　山のむこう側であったために、チャムの目に触ふれることもなかったこともある。消しよう耗もうもしていたという自覚もあった。ミィゼナーとの合流を急いでいて、そちらに気を殺そがれていたこともある。それにしても、突とつ撃げきしようとした〝気〟を感じられず、フアンドウを掩えん護ごしてやれなかったという事実に、ジョクは苛いら立だっていた。

　決して責められる情じよう況きようではないのだが、ジョクの自責の念はおさまらない。それでも、戦せん闘とう食のスープもうまいものだ、と感じてしまう。

　それが情けなかった。

　だからだろう。何度目かのスプーンのものが、重いものが咽喉のどをおしわけるように感じていったので、スプーンをおいた。眠ねむ気けがとれていない、ということもあった。

「ジョク、ちゃんと食べないと」

「そうだよ。食事をするのもパイロットの任務なんだ」

　ななめ前にすわるマーベルにあわせて、チャムも生意気な口をきく。チャムは、テーブルの上に手て拭ぬぐいを折りたたんだものを敷しいているのだが、台にしているものは工具容れの箱で、食器は水すい筒とうや瓶びんのキャップである。食べるものは、ジョクたちとおなじものだ。

「食べたよ」

　立ちながらも、ジョクは最後にのこった薄うすいパンに、羊肉とからしのきいた漬つけ物ものをはさんだものを頰ほおばって、ガン・ルームを出て行こうとした。

「ジョク！」

　マーベルは自分の食事をほうりだして、ジョクの手首をつかむ。

「メカニックマンたちのことも考えてやって。彼らだって、全力を尽つくしているのよ？　彼らから整備終しゆう了りようの報告があるまでは、ここで休むという約束でしょう」

「半日たっても、なんの連れん絡らくもないじゃないか。ドレイクの艦かん隊たいの第二波がないからって、それにあわせて修理に時間をかけているようじゃ、ミィゼナーの立場はない」

　口のなかにいれたものが、マーベルの顔に飛んだ。

「それが聖戦士の言うことなの!?　あなたは、とんでもない戦果を上げたパイロットなのよ」

「戦果なんていうのは、戦争が終ってから言うことだ。いまは、戦争の最中なんだ」

　マーベルの腕うでを振ふり払はらって通路にでたジョクは、革かわ鎧よろいにぶつかって、それにからみつくように足をとめた。Ｔシャツ姿のジョクは、その革鎧にこすられるような恰かつ好こうになった。

「聖戦士殿どの……」

　怒ど鳴なろうとしたジョクの目の前にあったのは、ソトロウ・レストラーマの歳を重ねた騎き士しの厳しい眼光だった。

「放せっ」

　ジョクは、自分の両りよう腕うでを抱だくようにしているソトロウの手を撥はね上げようとしたが、動かせなかった。ソトロウは苦もなく急所をおさえていた。

「聖戦士殿どのが、そのような狭せまい料りよう簡けんの男なら、うしろから刺さし殺しますぞ？」

「なんだぁ!?」

　すり抜ぬけようとしたジョクの腕は、ソトロウが外してくれたので、意識して足がとめられて振ふり向けたが、ソトロウの右手には、言葉通りに短たん剣けんの硬こう質しつで冷たい光があった。

　その光は、オーラの閃せん光こうを見つづけたジョクには、ひどく内向的で生理を吸収するような光に見えた。

　額ひたい全体の皮ひ膚ふが、ナイフの刃はの面にむかって飛び出すような感かん触しよくを感じたのだ。ジョクは、右手でその自分の額をスルッとなでてから、両手を両りよう脇わきにおろしていく。

「よろしいですか？　自分は、フアンドウの艦かん長ちようのキゼサも、作戦司令のエゼラーとも旧知の仲なのであります。その自分が、死に損なったという悔くやしさを耐たえているのであります」

　ソトロウの呻うめきは理解できるのだが、ジョクはその言葉でたじろぐつもりはなかった。

「俺おれは聖戦士として奉たてまつられているのだ。貴公よりはやるべきことは多い」

「ならばこそ、いまは我が慢まんして、我等が奉る心に応こたえていただきたいのです。ドレイク艦隊は後退してから、順次戦線を再構築しているのです。朝のような驚きよう異い的な戦果をあげられるわけはありません」

「やってみなければわからないと、何度言わせる!?」

「申したはずです。聖戦士は確実に働いていただきたいのです。そのためには、いまは駄だ目めです」

「あれから半日たっている」

「ドレイクの艦隊の中ちゆう核かくが読めますか？」

　ソトロウがそう言ったときだった。チャムがマーベルの頭上から跳はねて、ソトロウの肩かた口ぐちを回りこむようにジョクに直進していた。

「……いいかげんにバカはやめなさいよ。なにイラついてんの！」

「お前のようなフェラリオが出てくるときか!?」

　ジョクはチャムを払はらおうと手を振ったのがいけなかった。チャムが跳ねて、ジョクの頰ほおに足あし蹴げりがきて、目から火花が出るように効いた。

「ウッ……こいつ!?」

「騎き士しソトロウはずっと泣きながら、オーラバトラーの整備をしていたわ。だったらさ、ジョクは聖戦士なんだから、いまは、慰なぐさめてやる立場でしょうが！」

　チャムが言うような論ろん旨しではないのだが、そう言ったのだ。ジョクは、その言葉に呆ぼう然ぜんとして、返す言葉も思いつかない。

「チャムは賢かしこいわね。聖戦士殿、もうすこし待ってよ」

　マーベルは、取り出してしまったナイフの刃はを見つめているソトロウの腰こしをちょっと抱だくようにして、ジョクの前に出てきた。

「本当！　そういうジョクの顔は見たくないんだわ！」

　チャムは、プィと飛んでいってしまう。

「もうすぐ、敵は出てくるでしょう？　それまでのことよ。騎き士しソトロウも？」

「はい……生しよう涯がいではじめてでしたな。ミ・フェラリオに仲裁にはいられるとは……」

　ソトロウは、ナイフをベルトのうしろに納めながら、チャムの行った方に振り向いて、照れ笑いをする。

「……食事をさせてもらいます」

「そうして下さい」

「騎士ソトロウ。すまなかった。若じやく輩はいの身です。気づいたら、いつでも叱しかって下さい」

　マーベルがあいだにいたので、ジョクはそう言えた。

「あ……？　こちらこそ、ご無礼をいたしました」

　ジョクは、マーベル越ごしにソトロウに手を伸のばす。

「聖戦士殿……!?」

　ソトロウは、マーベルが身を引いたので、つられるように手を伸して、ジョクと握あく手しゆをしていた。ジョクは、ソトロウの手の甲こうに硬かたい毛が生えているぶ厚い手を握にぎりしめたときに、こういう立場の人が欲しがっていた自分を発見していた。

　東京の田た無なしにいる父は、養子の脆ぜい弱じやくさがあった。いつも祖母と母親の顔色をうかがう父から叱られたという記き憶おくはない。そういうことを思い出したのだ。

「ジョク……」

　ジョクの握手が長かったので、ソトロウは、このミィゼナーの慣例になっている呼び方に戻もどって、ジョクの目を覗のぞきこんできた。

「すまない……オーラバトラーの整備の状態は見ておきたいが、いいんだろうか？」

「いいでしょう。キムッチたちが喜びます」

　ソトロウは、そう言ってくれた。




　オープンデッキの左右のドアはひらかれて、カラカラの奇き岩がんを抜ぬけてくる風が、カットグラと三機のドウミーロックの整備をしているデッキを吹ふき抜けていた。戦場でなければ、ピクニックに適しているといった気候である。

「もういつでもいいんですよ」

「なんで連れん絡らくをくれないんだ!?」

「メシ食っていたんでしょ。敵てき影えいもないし」

　キムッチ・マハがカットグラのコックピットから顔を出していた。オーラマシーンがどういうものか理解に苦しんでいた青年が、いまやメカニックマンなのである。

「ミハン機の装そう甲こうはどうなっているんだ？」

　ジョクは、予備の装甲板の梱こん包ぽうがすべて解かれているのに、一番奥おくのドウミーロックの脇わき腹ばらの装甲が、貼はり替かえられていないのを見み咎とがめた。

「補給がもうすぐ来てくれます。それで待っているんです」

　ミハン・カームの長身が、デッキの待機所から覗のぞかせてくる。

「……緊きん急きゆう時には、ソトロウ機を使わせてもらうことになってます」

「よく承知したな？　騎き士しソトロウが……」

「艦かん長ちよう命令です。それで、彼は上っていったんです」

「ああ……」

　Ｔシャツ姿のジョクは、舷げん側そくに出ていった。

　ミィゼナーの頭上は、屋根状になった岩がおおっていて、それは一枚岩である。それを数十本の岩柱がささえているので、この場所に〝上うわ棚だな〟という名めい称しようがついていた。

　ミィゼナーはその一枚岩の下に隠かくれるかたちになっていたので、オーラの明るい陽ひ射ざしは、数十メートルむこうにあった。

「キムッチたちが元気なのは、ジョクがもどって来てくれたおかげよ。フアンドウのことだけ考えないでね」

「わかっている」

　ミィゼナーの主要なクルーは、かつての僚りよう友ゆうや故郷のあったアの国を敵にする立場にいて、まわりは他国の軍隊なのである。しかも、その軍隊は、アの国育ちの者にとっては、伝統ある強国という印象しかなく、劣れつ等とう感を抱いだかせる存在なのである。だから、ドウンドロの消失と同時にカットグラが消息不明になったときには、彼らは、心底心細くなったものだ。

　そのジョクが、ラウの軍隊を感かん嘆たんさせるような戦果を見せながら帰き還かんしたことは、彼らにとっては、干天の慈じ雨うなのである。

　そんな彼らには、フアンドウを掩えん護ごできなかったというジョクの焦しよう燥そうは理解はできるのだが、ジョクの望みすぎに感じられる。ミの国の騎士ソトロウにとっては、己の傷口に塩を揉もまれるようにしか感じられなかったのだ。

　ジョクは、マーベルが差し出してくれた彼女の皮かわ袋ぶくろに口をつけていた。

「……なんだ？　この匂においは？」

「薬草もはいっているの。チャイニーズ・メディスン」

「まったく……」

　ジョクは口を手で拭ぬぐいながら、その皮袋を返すことをためらったが、マーベルはなんのこだわりもなく、それを取り上げてしまった。また飲むつもりらしい。

「……でもね、マーベル。騎士キゼサとエゼラーが、自分を呼んでくれなかったってことは、こちらが思うほどに思ってくれていなかったんじゃないかってさ……」

「あなたの解かい釈しやくね。死に場所を選ぶ権利があると考えている騎士にとっては、そういうときには、聖戦士には出てきて欲しくないと考えるものよ」

　マーベルは、手て摺すりの下に足をぶらさげて、甲かん板ぱんにすわっていた。

「騎士の自尊心か……」

「武士の魂たましい……ジョクだって武士の子孫でしょ？」

　マーベルは〝ブシ〟と日本語を口にした。

「父ちち方かたはそうらしいが、そんなもの、受け継ついだおぼえはない」

　ジョクは、自分の恰かつ好こうが、地上からもってきたＴシャツと使い古しのジーンズであるのを見て、侍さむらいなどとは縁えんがないと思う。

「……国の経済が好調すぎるとさ、その社会で育った子供は、大学に行っていても、遊びほうけている。不景気になれば、悪いことはみんな世間のせいにして、アルバイトもやらないですねている……」

「え……？」

　マーベルが呆あきれたような顔を上げた。

「このぼくの恰好は、そういう日本の学生を象しよう徴ちようしているってことさ」

「アメリカのコピーだって言いたいんでしょ？」

「外のコピーはしても、中味のコピーはできないのさ。トーキョの文科系の学生なんて、恋れん愛あいゴッコをやっているようなモンさ。そんな日本の男の子が嫌きらいになって、外国に遊びに行くつもりの女子学生の養成場みたいになっている……そんな東京が厭いやで、ロスなんかに行って、軽飛行機の操縦免めん許きよを取る練習をしたのは、自己鍛たん練れんのつもりだった。けどね、あんなことも、結局、金持ち息むす子この道楽だったってわかったのさ。渡と航こう費用も飛行機学校の費用も、みんな親持ちだったんだからな……」

　ジョクは、なんでこんなことを話しているんだろう、と思う。甲かん板ぱんにすわっているマーベルは、ジョクのふくらはぎを叩たたくようにして、

「いいかげんな学生さん。それでも、コモン界にきて聖戦士をやっている。運がいいのよ……どこまでもいいかは知れないけど、最後までいいわよ」

「いつがぼくの最後だ？」

「さあ？　最後になったときまで……」

　マーベルは、ククク……と笑ってから、

「ニホン人のくせに、達観できないのねぇ。レジィグネイションという考え方があるでしょ？　どうしてそうなれないの？」

「なに、それ……？」

　ジョクは、ジーンズのお尻しりのポケットにいれっぱなしの小型の辞書を引っぱりだす。

「辞表、あきらめ？……あきらめねぇ」

「運命を甘あまんじて受けるというような意味で、ゼンでもいっているでしょう？　レジィグネイション……」

「ああ、禅ぜんね……諦てい観かんっていうな。諦観ね……そういうことでいえば、ぼくはまだ若いつもりだ。人間が生なま臭ぐさくできてんだよ」

　その言葉から引き出される記き憶おくは、東京でのクラブ活動中心の学生生活だったし、ロスでの生活のことでしかない。

『……田た村むら美み井い奈なと最後に寝ねたときは、ふたりして好きにセックスをしてしまった……あれが原因で、次の朝、まちがったのだ……ぼくには、ロスのあの飛行機学校の事務所で、彼女が突とつ然ぜん、先せん輩ぱい、と呼びかけたときまで、なにも感じられなかった……それがこうだものな……美井奈がギィ・グッガの軍で戦士になって現れたときにも、ぼくはすぐに美井奈だとは気がつかなかったし、救い出すこともできなかった……』

　セックスのかかわりあいが、人の関係を深くするなどというのは幻げん想そうだと思えるのだ。となれば、ジャコバの言うことが、またジョクを押おし潰つぶすように聞えてくる。

『世界に操られているぼくか？……ご大層なことだ……世界がぼくをえらんで本当の聖戦士にしているんなら、フアンドウの意思ぐらい感知させてくれなければな』

　第一人者には試練があたえられるという言われ方も知っているし、自己中心的な考え方だともわかっていても、そう思わざるを得ない。

「髪かみ、触さわらせてくれる？」

「……いいわよ」

　ジョクは手て摺すり越ごしに、マーベルのサラリした髪の毛に掌てのひらをあてて、つぎに、ちょっと握にぎりしめてみた。

「なにさ？」

「マーベルのオーラ力を吸いたいってさ……」

「勝手な言い草ね……邪じや魔ま者が来たわね」

「そうらしいな……」

　北側から一隻せきの艦かん艇ていのオーラ・ノズルの接近する音が聞えてきた。

　ジョクとマーベルは、キムッチが言っていた補給物資を持ってきてくれた艦が接せつ触しよくするのだろうと思ったが、それはちがっていた。

「フォイゾンの旗艦のハンラウゴが接せつ舷げんするぞ！」

　ブリッジからニー・ギブンの怒ど声せいが、舷げん側そくの伝声管にひびいていた。
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「……見えるか？」

「まちがいないですね。ハンラウゴはフォイゾンの旗印を揚あげています！」

　キーン・キッスが、ブリッジ背後のマストの見張り所から言ってくる。彼女は、まだまだ操船をするよりは、そんなことをやっているほうが好きなのだ。

「ここは前線だぞ？……総員！　フォイゾンを迎むかえる。外から見える処ところを片付けておけ」

　伝声管とマイクでそう命令しても、まさかフォイゾンが直々こんな艦かんに接せつ触しよくするなどとは思ってはいないので、それ以上の確認などはするつもりにはならない。それはクルーのほうもおなじで〝片付け〟などという用語には反応などはしない。

　ハンラウゴ、ラウで建造された戦せん艦かんなのだが、アの国の艦かん艇ていのコピーから抜ぬけ出しているとはいえず、ミィゼナーをひとまわり大きくしたていどの艦体で、オーラバトラーの搭とう載さい数も、ミィゼナーとおなじくらいのものである。

　事実、オープンデッキには、横風をうけるように一機のドウミーロックが立っているのが見えたし、その操船も、実戦経験が浅いとわかるような心もとないものがあった。

　あまりに緩かん慢まんな戦艦の動きに、ニーは、ラウの旗艦が接触してきた理由を知る必要があると感じて、ハンラウゴが上うわ棚だなの下にはいったところで無線をひらかせた。

「ありゃ素人しろうとだねぇ……」

　マストの見張り所のキーンが、そう評するほどなのだ。

　ミィゼナーより大きな船体とはいっても、岩柱のあいだを注意しすぎるぐらいに進入してくる姿は、重要人物をのせていると見える挙動ではあるのだが、いやしくも戦艦である。もっとはっきりと動いて欲しいというのが、ニーたち実戦をくぐってきたクルーの実感なのだ。

「……フォイゾンが、移乗して、ミの国の軍人たちと、聖戦士に感謝したいということです。えー、ハイ？　ハイッ！　了りよう解かい！」

「なんだ？」

　メトー・ライランが無線に応答する声を聞いて、ニーは心配になる。

「戦場であるから、フォイゾンを迎むかえるための配はい慮りよは一切不要だ、といっています」

「そうか……助かる。これ以上デッキに注文をつけたら、クルーに怒ど鳴なられるのは、おれのほうだからな。ソトロウとムーランには、ガンルームで待機するように」

「はい！」

　ニーは、ハンラウゴが、ミィゼナーに接せつ舷げんさせる位置でそのランディング・アームが谷底の岩面を嚙かむのを確認してから、ブリッジを駆かけ降りていった。




　甲かん板ぱん士官のメイザーム・エイが、ハンラウゴから差し出された渡わたり板を固定させる作業を部下に命令しているあいだに、ハンラウゴから数名の士官が駆かけ渡わたってきて、

「オーラバトラーの部品の運うん搬ばんも命令された。クレーンはミィゼナーから出せよ。いいな。アームの長さは届くな？」

　横おう柄へいだったが、いやしくもラウのオーラシップの旗き艦かんで、フォイゾンまで乗っている士官たちが昔からある騎き士し風を吹ふかせて言うことである。

　メイザームはムッとしながらも、ハンラウゴの搬はん出しゆつ口がどこか知らないから教えてくれ、と応じる。

「…………!?」

　ふたりの若い士官は、一いつ瞬しゆん、呆あきれた顔を見せながらも、ミィゼナーが、もともと他国の軍艦であることに気づいて、ミィゼナーのクレーンの位置を聞いたりした。

　ジョクとマーベルは、その舷げん側そくにいた。

　ニーの艦内命令は聞いていても、ふたりの立っている甲かん板ぱんは別に取り散らかっていなかったし、アメリカ人と現代日本人の若者である。周囲のコモン人の慌あわてぶりなどには反応しない。

　渡り板に赤い絨じゆう毯たんをしきながら、走りこんでくる兵の挙動の身軽さと、その儀ぎ式しきばったやり方に感かん嘆たんはしても、ジョクはＴシャツの裾すそを伸のばし、マーベルは、ブルゾンのファスナーをかけて半分ぐらい上にあげるだけである。気をつけの姿勢をすることも思いつかない。

　渡り板の左右に立った下士官のふたりは、そのジョクとマーベルに厳しい表情をむけはしても、地上人に言うべき言葉などは思いつかないから、正面をむいてしまう。その伸びやかな背筋は、見ていても気持ちがいい。

「……本当にフォイゾンがくるらしいな」

「そのようね」

　ふたりは、その一方の士官の背後に立って、ハンラウゴの舷側を見上げた。中央甲板の高さは、むこうのほうが少し高い。

「お前たち、そんな格好のままか？」

　駆け込んだニーが、ふたりのあいだに顔をつっこんできた。

「まさか、フォイゾンが来るとは思っていませんでしたから」

「初めてじゃないし、ここは地上人の特権を行使させてもらうわ」

　彼ら三人は、新しいカットグラを整備しているあいだに、一度だけタータラの城にフォイゾンを訪問していた。そのとき、地上人と聖戦士として、アの国以来の経けい緯いと戦せん況きよう全ぜん般ぱんの報告をし、地上界の現代人の視点から、戦争のあり方を述べるようなものになってしまった。

　フォイゾンもそれを興味深く耳にしてくれたので、儀ぎ礼れい的以上の面談になったものだ。




　ハンラウゴの中央甲板から姿をあらわした革かわ鎧よろい姿のフォイゾンは、軽い足どりで渡り板を歩みながら、ジョクとマーベルに微び笑しようを送ってくれた。

　ピィーッ！　ヒュルルル……！

　ジョクたちの反対側に立った甲板士官のメイザームが、最高司令を迎むかえるホイッスルを吹ふく。

　気が利いているのだが、ラウの笛の使い方は知らないので、メイザームはアの国の方式でやったのだが、礼は礼である。ニーも、笛を鳴らしたメイザームによくやったという目配せをして、フォイゾンが、甲かん板ぱんに足をおいたところで敬礼をする。

「ご苦労であります。フォイゾン・ゴウをミィゼナーに迎むかえられましたことを衷ちゆう心しんよりお礼申し上げます！」

　そのときになってはじめて、渡わたり板の左右を占せん拠きよするかたちで立っていた士官と下士官たちが飛び退のくようにして、ジョクたちとフォイゾンのあいだをあけた。

「いや、突とつ然ぜん、来ることになって、そちらの迷めい惑わくになったことは承知である。しかし、多大の戦果をあげた聖戦士とミの国の将兵たちには、直々礼を言いたかった。それに……」

　フォイゾンは、オープン・デッキのなかに立つ整備中のカットグラとドウミーロックを見やり、左右の将兵たちを見回してから、

「……自分はオーラマシン時代になってからの前線というのは初めてである。クルーには通常の任務をつづけさせて、それを見学させてもらいたいのだ」

「……フォイゾン王……!!」

　ニーは感動した。

「我がハンラウゴの士官たちの物言いと態度には、癇かんに障ったろうが、無知ゆえである。許せ」

「ハッ！　キムッチ！　デトナ！　メカニックマンは手を休めることはない。作業継けい続ぞく！　メイザーム。補給物資の搬はん入にゆうがあるなら、かかれ！」

　こういうときのニーは、相手の言葉通りに反応してしまう正直すぎるところがあって、冗じよう談だんをやっているように見えてしまうときがあった。それは、ミィゼナーのメカニック・マンたちもおなじで、フォイゾンの怖こわさや偉えらさなどは眼中になくなって、「いつ敵がくるか知れねぇんだからな！」と怒ど鳴なるキムッチの声が嫌いや味みに聞こえたものだ。

「ともかく、前線であります。いつ敵機が襲しゆう来らいするかもしれませんので……」

　さすがに、ニーはキムッチの声におっかぶせるように言い添そえたのだが、フォイゾンは、

「聖戦士殿どのがこういう気楽な恰かつ好こうをしているからには、いまは安全であろう？　それが、地上人の普ふ段だん着ぎというものか。寒くはないのか？」

　革かわ鎧よろいの姿を恥はじるようにしてフォイゾンは、ジョクとマーベルをしげしげと見比べて、ニーの気配りを笑うのだが、フォイゾンにとっては、マーベルとジョクの格好は、見物だったのだろう。マーベルのブルゾンに手を伸のばしてきたので、騎き士しの流りゆう儀ぎにのっとって膝ひざを軽く折りまげて言上する。

「このような礼を失した姿でお目見えいたしましたことを、ご容よう赦しや下さいませ。なにぶん、前線でございます。戦せん闘とう以外の時は、極力自じ堕だ落らくにして、英気を養う地上のやり方でございます」

「了りよう解かいしているつもりである。これが、地上界でつくられた羽織か……？」

「はい、人工皮革です」

　マーベルの物言いは、言葉ではなくテレパシーでフォイゾンに伝達されているので、人工皮革については、説明しなければならない。

「ン……」

　フォイゾンはつくづくとマーベルのブルゾンを見つめてから、ジョクのずぼらな格好にはなんの反応も見せずに、ハンラウゴのほうを振ふりむいて右手を上げると、一段高い甲かん板ぱんから、こちらの様子を窺うかがっていた士官がうなずいて引込んでいく。

「……一方的な処置なのだが、どうだろうか？　アリサ・ルフト殿どのは、ミィゼナーのほうで収容するのは迷めい惑わくであろうか？　迷惑ならば、わしがあずかったままにするが？」

「アリサ様を？」

　ジョクが返答をひかえる態度をみせたので、ニーがうけてくれた。

「……リムル様は？」

「ああ、そちらについては、できることならば、わしのほうであずかり、エレの話し相手なりなどもしてもらいたいと願っている。これはいいな？」

「そりゃ……ジョク、どうなんだ？」

「自分にはなんとも……どちらも、おふたりのご意見を尊重していただければ……」

「聖戦士殿は、エレのこともふたりの姫ひめのこともよく知っているのであろう？　パットフットの意見もいれての相談なのだ……」

　フォイゾンがそう言ったとき、渡わたり板にはアリサとリムルの姿につづいて、エレも甲板に姿を見せる。

「アリサ……？」

　ジョクは、アリサの姿にかすかに驚おどろいていた。

　背後のエレにならってのことであろうが、アリサもリムルも簡単ながら革かわ胴どうに手てつ甲こうに手て袋ぶくろ、足はブーツでかため、いかにも士官という雰ふん囲い気きを見せていた。

「どういうことなのでしょう」

「わしの酔すい狂きようでな……エレには観戦させたくてゴラオンに乗せる。となれば、エレひとりというわけにも参るまい？」

　フォイゾンがそういう間に、アリサ、リムル、そしてエレまでがミィゼナーの舷げん側そくに立った。

「艦かん長ちよう決済に任せます」

　ジョクは引いてみせたのだが、フォイゾンの背後に立ったアリサは、ジョクのいう意味がわかったので微び笑しようしながらも、

「ニー殿、遠えん慮りよなさらずに……？」と、やや厳しい表情をニーにむける。

「王のご配はい慮りよは想像できます。まず、このようなご意向をしめして下さったことを感謝いたします。しかし、アリサ様。ミィゼナーは軍ぐん艦かんであります。働いていただきますが？」

「母からは、緊きん急きゆうの看護とか治ち療りようの教えはうけております。それが王家の娘むすめの役割りであると……ですから……」

「……乗船を許可いたします」

　ニーは、アリサの実の母、アリシアの名前を吞のみ込みながら、大きく頷うなずいていた。

「艦かん長ちよう、ありがたいな。リムル殿どのは、ミィゼナーのほうで良いな？」

　フォイゾンは、ここでは、好こう々こう爺やそのものといった顔をみせて、リムルに訊きいていた。

「エレ様のご配はい慮りよに感謝いたしますし、義姉あねの意見にしたがって、ゴラオンにお務めさせていただきます」

「ン……いかがであろう？」

「……はい。リムル様にありましては、ご壮そう健けんで」

　フォイゾンの手前、誰だれがこれに反対できるだろうか？　ニーはそう言うだけである。

　彼にとっては、リムルにはなんの親近感もなかったし、許きよ諾だく権もない。ただ、彼女の立ち場を考えれば、このように敵対する国に来てしまって、ひどく曖あい昧まいな立場で暮さなければならない不ふ憫びんを同情するだけである。その意味では、自分とおなじ境きよう遇ぐうだと想像できる部分はないではない。

「チャム・ファウはどこなのでありましょうか？」

　エレがこらえきれずに、上体をのぞかせるようにして、ジョクのほうに訊いてくる。

「さあ……チャムは怒おこって、どこかに行ってしまったんです。食後の睡すい眠みんをとっているんでしょう。そのデッキの待機所とかで……」

　ジョクは、フォイゾンに目で挨あい拶さつをすると、整備デッキの喧けん騒そうのなかを待機所にエレを案内してみたが、そこにはチャムはいなかった。アリサもリムルも当然のようについてきた。

「ジョクが怒おこらせたのでしょう？」

「わかります？」

「勝手に怒る子ですからね」

「ちょっとちがいます。チャムは、自分の焦あせりを叱しかってくれたのです」

　ジョクもエレには噓うそはつけないと感じるので、そう言ってしまう。アリサの懐なつかしさにからみつくような瞳ひとみが、そんなジョクをおかしそうに見つめていた。

「ジョク！　ガンルームに上ります」

「そちらに……！」

　ジョクはフォイゾンが足元も軽くラッタルを上っていくのを見上げて、エレを先導するようにした。そのうしろにリムルとアリサがつづいた。

「…………」

　ミィゼナーにいればジョクと顔を合わせていられるというアリサの安心は、その態度にも見えて、ジョクはそれを心痛に感じる自分に気づいていた。アリサの臭においがなければ、中なか臣おみ杏あ耶や子こを思い出してしまう自分に気づいているからだ。

　同族だから杏耶子に惹ひかれるのか、ちがう世界で生きていくための方便として、アリサを受け入れてしまった自分のいいかげんさを見るからなのか、それは識別できるものではない。

『女にずるいのか、女にいいかげんなのか……』

　エレを案内するあいだ意識に浮うかぶのは、そのていどの言葉だった。




　ジョクが、ガンルームに面した通路を上ったとき、ガンルームからは数人の将兵が踵かかとをあわせる音が聞えた。フォイゾンを迎むかえるミの国の面々の挨あい拶さつである。

　マーベルは入口に立って、姫ひめたちを迎えるようにしたので、最後に、ジョクはマーベルの前にその部屋にはいった。

「……騎き士しソトロウ・レストラーマは、ドウミーロックのパイロットとして、この艦かんとフアンドウとの連れん絡らくをしている間に、この艦勤めになりました。騎士ムーラン・ソーは、陸戦中隊を率いておりましたが、現在は、部下六名とともに対空砲ほう火か隊の中ちゆう核かくとして、働いてくれております」

　エレは、フォイゾンのかたわらに立って、戦場汚よごれをした男たちを見上げるようにしていたが、その姿には、大人おとなたちのやりようをすべて吞のみ込んでしまうという意気が見えて、臆おくするところがない。それは、すでに大人になったときの女王の姿を彷ほう彿ふつとさせた。

　その背後にひかえたリムルとアリサも、背筋が伸のびていて卑ひ屈くつではない。

　年長のアリサには、前のふたりの面めん倒どうをみるという成熟さがみえて、ジョクは、アリサのそういう部分を見過していたのではないかという感かん触しよくに、いい妻だと思える。

「……しかし、昔気質かたぎの騎士と笑わばお笑いいただきたい。いつか、艦隊戦の下で、陸戦による雌し雄ゆうを決し、ピネガン・ハンム王を追ってみせます」

　騎士ムーラン・ソーの感情極まった声に、ジョクは、アリサのことを考えていたことに気づいて、ムーランとその部下に瞬またたく目をあげる。

「わしも昔流の騎士でありたいと念じて、今日までラウを治めてきたからわかるのだが……騎士ムーラン・ソーの期する戦場も明日に出現するかもしれぬのが戦場である。そのときのために、その口くち惜おしさを肚はらにおさめて、ミィゼナーを助けてくれ」

「ハハアーッ！」

　フォイゾンの物もの柔やわらかい物言いに、最敬礼をするミの国の生き残りに、フォイゾンは言葉を継つぐ。

「今後とも、騎士の本分を尽つくし、アの国の野心をくじく一いち翼よくをになって欲しい。ミの国の名は、すでに諸国に聞えておること、努ゆめ々ゆめ忘れぬように」

「ハッ！　そのお言葉、英えい霊れいたちにとって、なによりの餞はなむけになります。我が口からの感謝の言葉では、格下でありますことは重々承知の上、心より御お礼れい申し上げます。なにより、我が国の将官戦友が王のおっしゃるように働けましたのも、王の領地をも我らの働きの場にして下さいましたからであります。ピネガン王に成りかわれぬ我が身ではありますが、感謝いたしますと……」

　前に一歩出た騎士ソトロウは、天を仰あおいで吠ほえたものの、そのあとの言葉はつづけられなかった。

「良い。騎士ソトロウ、貴公の心情は了りよう解かいしておる。苦労はあろうが、最後までミの国の者たちには、ピネガン王の志にならえ」

　フォイゾンは、優しかった。

「ハハッ……！」

　それは絶ぜつ叫きようである。ソトロウの頭が膝しつ下かまでさがったのではないかと見えた。

「騎き士しソトロウにありましては……」

　エレのすずやかな声がはしった。

「ハアッ……!?」

　ソトロウは、涙なみだでよごれた顔をあげて、膝ひざがガクガクと震ふるえているのを、隠かくそうともしない。

「……その忠誠に感謝いたしております。この上は、ミの国のみならず、ラウの国の民までふくめた後備えがあることを忘れず、十二分に働くように望みます。これは、我が母、パットフットからの希望でもあります」

　九歳の娘むすめが言ったのである。

　ジョクは、フォイゾンがエレを見やった表情と、アリサとリムルの感動をおさえる表情に、そのエレの言葉が事前に打ち合わせをしたものではないとわかった。

「…………!!」

　ソトロウは感動のあまり、さらに涙を溢あふれさせてエレを凝ぎよう視しするだけだった。ムーランとそれにしたがう兵士たちもおなじである。歯を食いしばって唇くちびるをふるわせながらも、見開かれた眼から涙を流して硬こう直ちよくする。

「……パットフット・ハンムは、ラウにあって執しつ政せいを敷しく。ラウ、ミの双そう方ほうの国をひとつとしてな？」

　フォイゾンが、ハンム家の名を明めい瞭りように発音して言い添そえれば、ソトロウは、ガバと膝をついて床ゆかに手をおいてしまい、その部屋にいるミの国の騎士、兵士たちは全員がそれにならった。

　床には飛沫しぶきのように涙が散り、そのすさまじい光景に、ジョクは訳もなく感動する。

　コモン界の慣習に慣れ親しんだからわかることなのではない。この両者の人の関係は、人間社会の根源的な在り様だろうと理解できる。

「…………!?」

　涙がこみあげてくるのを押おさえながら、ジョクは、自分の感じていた自責の念などは、エゴイスティックなもの、もしくは、ヒロイズムにとりつかれたものであったらしい、と痛感した。

　封ほう建けん体制しか知らない人々なら、こうなる考え方をもち、ローカルな文化に埋まい没ぼつしていればこう偏へん狭きような行こう為いですませられるであろう。

　しかし、政治的な勝敗など関係なく、戦場から帰ってきた兵士たちにとっては、生せい還かんを祝し祝ってくれる親族、仲間が生き残ってくれれば、それが命を賭かけたことの代価になるのだ。

　それは、なにも、アメリカのベトナム帰き還かん兵が、湾わん岸がん戦争の兵士たちがニューヨークで凱がい旋せんパレードをしている光景を見て『おれたちもこれが欲しかったんだ』と呻うめいた例をとりあげるまでもない。それは、ベトナムのホーチーミン市でも行われたことでもある。

　しかし、アイルランドでは、旧ユーゴスラビアの各地に独立した新しい国々では、インド北部では、中東やアフリカ各地での内戦と内乱抗こう争そうでは、兵士たちはどうなのだろう？

　勝利のかたちもみえないまま、紛ふん争そうがつづいている状態は、あきらかに人の命を消しよう耗もうさせているだけではないだろうか？　宗教というものが原因になっているように見える紛争もまた、同列である。

　四百年も前、教会と国家を分ぶん離りすることを誰だれも思いつかない時代に、ミシェル・モンテニューは、＊『われわれの宗教は、悪徳を根絶させるために作られたのに、かえって悪徳をはぐくみ、養い、かつ搔かきたてている』と喝かつ破ぱしているのだが、モンテニューのこの指し摘てきが、現在まで正されているとは言いがたい状態だからこそ、われわれはまちがうことをするのではないだろうか？

　むろん、旧教のある部分は落着きを獲かく得とくし、宗教的役割を十全に全うしようとする意志もあるのだが、新興宗教という部分や頑がん迷めいな原理主義者というものはどこにでもいて、それらの人々が、モンテニューの言に異議申し立てをすることなく、混迷の戦いをして、祝福を得ることをしない。

　そのような事々を超こえて、あたえられる率直な祝福は、人にどれほどの勇気をあたえ、生命をなげうっても良いと思わせる価値をしめしてくれるのである。

　だから、ジョクは呻うめくしかなく、

『ぼくは、なんのために戦っているのか？……世界のため？……そんなものはどこにあるんだ……ぼくは自分の命を世界と引き替かえにできない……アリサのためならできるのか？　杏耶子のためならできるのか？　あの両親のためなのか？　マーベル？　ミィゼナー？　戦友たちのためか？　どこの国のため？　どこの？　なんの……？』

　目の前にはアリサがいるから、その彼女のためでも良いとは思う。しかし、そう簡単には死ねないともわかっているのだ。

　ラウが、アの国に勝ったからといって、ハンダノの城に帰って嬉うれしいのか？　アリサとのあいだに子をもうけて、それで充じゆう足そくできるのか？

『そうではあるまい……ぼくは、すでに世界と語り、地上にもどって帰ってきて、地上との接点が皆かい無むではないとも知っているんだ……』

　だから、杏耶子に認められ、彼女の股また座ぐらをのぞけたほうが死ねそうだ、という想像も愚ぐ劣れつではないと感じてしまう。

「ジョク、疲つかれたの？」

　マーベルの息が耳にかかった。

「ア……？」

「上体が揺ゆれているわ……」

「いや、感激してさ」

　気づかないうちに、前のめりの姿勢になっていたらしかった。

　フォイゾンの声が聞えた。

「……この艦かんは、アの国の建造になるものであるので、これも、ぜひ、この目で見ておきたかったのだ。さすがであるな」

　フォイゾンはソトロウたちをそのままに、ガンルームの内装を見るようにして、出入口に身体からだをむけていったので、ジョクは身をひいた。

「……デッキの装そう甲こうなどは、ミの国で改修したのでありますが、良好であります」

　ニーが説明している。

「そのようだな。ドレイクも凄すごいがピネガンも凄い。たいしたものである……艦かん長ちよう、突とつ然ぜん、ここに寄ったのは、すこしのあいだ、聖戦士を貸してもらいたいためでもある」

「ハッ？」

　そう答えるニーに、ジョクは、気をつけの姿勢をとる。アリサも怪け訝げんな表情をフォイゾンにむけた。

「戦線が動いているのは知っているからこそ、聖戦士にもゴラオンを見ておいてもらいたいのだ。ウィル・ウィプスとおなじ規模であるのは偶ぐう然ぜんだが、これで、力は拮きつ抗こうするとみている……いや、第二のドレイク艦隊の攻こう撃げきが昨日であってくれれば、ひょっとしたら我が艦隊が優位に立つかもしれん」

　フォイゾンは、ブリッジに上るラッタルをのぼりながら説明した。

「おうっ……!!」

「なんだ？」

　チャムがフォイゾンの目の前に飛んできて、ニーのほうに跳はねた。

「チャム！」

「なんだよ！　人が飛んでいる前に来るなんて！……エレが来てんだって!?」

　最後はジョクに聞きながら、ガンルームに飛んでいってしまった。

「あれが聖戦士のフェラリオか？」

「はい、本当の子供でありますが、監かん視し役にはなってくれています」

「そうか……森の精には、あのようなものもいると聞くが、見たのは初めてでな……」

　フォイゾンは、苦笑しながらブリッジに上る。

「聖戦士は、夜半までには帰すし、事態が変れば、すぐにでも帰す」

「そんなに近いところで、建造されていたのですか？」

「このカラカラ山さん塊かいの北にあるスィーウィドーのなかだ」

「ホウ？」

「軍機であるが、場所をしめす」

　キーン・キッスの差し出した地図に、フォイゾンは印をつけると、それをニーとジョクに差し出して、

「スィーウィドーの入口、その中央の印には案内のオーラバトラーを置いておく。カットグラの整備が終しゆう了りよう次第、来てくれるがいい」

「はい……」

　フォイゾンの艦なら数時間。カットグラなら、一時間とかからないカラカラ山塊の北にあるスィーウィドーは、コモン界の天と地を海草のような植物がつなげているといわれている森である。

　数万メートルという高度にまで生い茂しげる海かい藻そうの森の天の部分は、オーラバトラーでもその高度に達したものはない。いくつもの山々をも吞のみこむように生い茂る足場は、その海草に似た根と茎くきで覆おおわれて峻しゆん険けんでもある。

　そこが、戦場にはなっていないのは、オーラマシーンの戦せん闘とうに適していないからなのだが、騎き兵へいの時代であれば、敵味方にとって戦局を左右するような要よう衝しようの地になったものである。

「わしの艦かんが現地に到とう着ちやくするのは、夕刻になろう。その時間にあわせて来るがいい」

　フォイゾンは、ミィゼナーの狭せまいブリッジをあらためて一いち瞥べつすると、

「ドレイクは、気の毒と思うな」

「…………？」

　そのフォイゾンの自信ある言葉に、ジョクはフォイゾンも世界の手に落ちた、と感じた。

『……世界は派は手でだな。人ひとりの命は問題にしていない……人を遺伝子の運び屋ぐらいにしか思っていないのだろう。自然界は……』

　その思考は、ジョクを暗あん澹たんたる思いに浸ひたらせる。

『疲つかれているんだ。休みたい……』

　マイナス思考は、必ずしも論理的な思考が生み出すものではない。

　むしろ、肉体の疲れが循じゆん環かん器き系を圧あつ迫ぱくして、そのことから思考をマイナスに引きずり込むのである。それは、ジョクの体感から、自覚できるようになっていた。

『したいな。気持ちよく。徹てつ底てい的に……』

　それはセックスのことだった。
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「……敵てき艦かん一隻せき？……騎き士しレッグス。出てきただけの意味があったぞ」

　ザナド・ボジョンは、自分の耳を疑いながらも、高々度にいる寒さを忘れていた。

「無線は封ふう鎖さだ。傍ぼう受じゆされたら元も子ない」

　レッグスの声に無線をきって、夕方のオーラ光が船体を横から輝かがやかせてくれたことを感謝しながらも、ザナドは、双そう眼がん鏡きようでその光の周囲をうかがった。敵がいるようには見えなければ、あとは自分の直感だけをしんじて戦えばいいのだ。

「ラウの艦かん艇ていは、散開しすぎているんだよ。カラカラ全部を守ろうという魂こん胆たんが図太すぎるんだよ」

　ザナド戦隊は、そのすこし前に一機の被ひ弾だん機をだしただけで、カラカラの要害にかくれていた一隻の中型艦とその搭とう載さい機の四機を撃げき墜ついしていた。味方機で被弾した一機を艦隊にもどしたあとでも、ザナドの七機編隊が敵を捜さがしていたのには、小さな理由がある。

　今回の出しゆつ撃げきは、ザナドのゴリ押おしでやったことなので、もうすこし戦果が得られなければ、帰投できないのである。

　ドレイク艦隊にミの国の最後の艦艇フアンドウが攻こう撃げきしたあと、作戦参さん謀ぼう長のケラン・ガラは、艦隊の再攻撃はただちに敢かん行こうしなければならないとしたし、ケルムト・ドリン艦隊司令もそのつもりになっていた。

　しかし、あの直後、母艦をなくしたオーラバトラー部隊の収容に時間がかかったことが原因になって、艦隊の再構成に時間がかかり、艦隊攻撃は、夕方以後まで敢行できそうもない状態に追いこまれたのである。

　ということは、自動的に翌日の夜明けまでは、艦隊行動はできないということになる。

　そのような情じよう況きようは、全軍の将兵の心理的な動どう揺ようの原因になるし、ザナド・ボジョンのようなパイロットには我が慢まんできない事態にうつる。

　それに、先せん鋒ぽうに出ていたオーラバトラーの第一波の攻撃が中ちゆう途と半はん端ぱにおわらせられたということも、その作戦に参加したパイロットたちの不満を鬱うつ積せきさせた。

　ザナドは、空くう襲しゆうだけでも敢行すべきだと作戦参謀長のケラン・ガラに直じき訴そした。

『トモヨ機はオーラの光に跳はね飛ばされて、いまだにトモヨ・アッシュ本人は憔しよう悴すいしたままであるという話は、信じないのか？』

　ケラン・ガラは、ザナドにそのことを伝えたのだが、それがさらにザナドを怒おこらせてしまった。

『トモヨとかいう女を基準に作戦を考えるのか!?　おれたちは、オーラバトラー戦隊を創設した軍隊のパイロットだぞ！』

　その怒いかりが、ザナドに命令違い反はんをさせる悪あく癖へきに拍はく車しやをかけたのだが、そのザナドのガベットゲンガーの出しゆつ撃げきを無視できなかった騎き士しレッグス・グロは、ケランと艦かん隊たい司令の許可をもらって、ゼミガル麾き下かのオーラバトラーを糾きゆう合ごうしてザナドを追った。

　それを見て、オーラの輝かがやきの恐おそろしさを知らないパイロットたちの功名争いから、いくつかの戦隊も呼応して出撃をしたのである。

　しかし、この事態を喚かん起きしたのには、バーン・バニングスが動いたという事実もあった。

　ドレイクの意思を忘れていないバーンは、各個の戦隊の発進を容認するように艦隊司令のケルムト・ドリンに進言していたのである。

　バーンは、ザナドをひとり放り出したらどのように働くかみておく必要もあるだろうと判断をし、そんなことを考える自分は、気き遅おくれと卑ひ屈くつな打算が芽生えているのではないか、とも自覚はした。

　カットグラを操るジョクへの嫉しつ妬とでもあったし、ザナドがカットグラに焼かれるのも悪くはなかろうという期待もはたらいていたのだ。

『我れながら浅ましいか……』

　それが、現在のバーンの心境であった。




「……戦艦クラスだ……」

　ザナドは、艦型の識別がつくと、無理をして出てきた甲か斐いがあったことを確信した。

　搭とう載さいしているオーラバトラーは四、五機であろう。となれば、戦艦の火力をいれても、四分六分で勝利すると踏ふんだ。

　夕方のオーラ光をうけて輝く艦かん艇ていの背後には、スィーウィドーの壁かべらしいものが、ぼんやりとした壁になって見えていたが、そこに飛び込まれるような距きよ離りではない。

　だいたい、オーラシップが、あの森に逃にげこむことはまず考えないものだ。よほどの白兵戦にでもなれば話は別なのだが、それまでに仕留められる自信はあった。

「フッ……」

　ザナドは再度高度をあげて、レッグス・グロ以下の飛行にも余よ裕ゆうのようなものが見えたので、そのまま敵艦との距離をつめていった。

　しかし、このときザナドは、ジョクたちの編隊に気づいていなかった。

　先に、ザナド戦隊が艦艇を撃げき沈ちんさせた戦せん闘とうがミィゼナーにキャッチされていて、ジョクたちの四機編隊のオーラバトラーが、その戦闘の跡あとを調べ、ザナドの編隊を追つい尾びしていたのである。

　そのあと、ザナドたちは、索さく敵てきのために高度をとったことが裏目にでて、ジョクたちに距離をつめられたのだ。

　ジョクたちは、ザナドの編隊がフォイゾンの乗るハンラウゴの針路に接せつ触しよくしていくと見て、低空から追尾して、ミィゼナーも〝上うわ棚だな〟を発していた。




「敵オーラバトラーの編隊を捕ほ捉そく！　オーラバトラー、迎げい撃げき発進！」

　その命令がハンラウゴに流れたときに、フォイゾンは、ニーたちの予感が的中したので苦笑をみせて、

「エレはリムルとともに艦かんを離り脱だつして、ゴラオンにむかえ」

　フォイゾンは、オーラバトラーの一機をふたりの姫ひめのために割さくことを決して、艦長とオーラバトラー戦隊に伝声管でつたえさせた。

「王よ。それはいけません」

「戦術は爺じいに任せるがいい」

　フォイゾンは、エレの生意気な口のききようを笑った。

「わしがいなくなれば、わしの直系であるお前がゴラオンにいなければ、誰だれがゴラオンを指揮するのだ？」

　オーラマシーン戦をはじめて体験するフォイゾンは、この艦がオーラバトラーの空くう爆ばくに耐たえて、前方のスィーウィドーの森にまで逃にげ込める確信はなかった。

　しかし、孫の前で狼ろう狽ばいはみせず、リムルには、エレをまちがいなくゴラオンに辿たどり着つけるように面めん倒どうをみてくれと言いおくと、ハンラウゴのブリッジに上っていった。

「どれほどで接触するか？」

「ハッ！　ものの二呼吸でありましょう」

　ハンラウゴの五機目のオーラバトラーが発進をして、のこるはエレのための一機だけとなった。

「エレには、総司令の名代を命じている。万一の場合は、カンサ・コウンが面倒をみてくれようから、あれはなんとしてもゴラオンに先行させなければならない」

「ハッ！　聖戦士殿どのが、あの戦隊を捕ほ捉そくしていてくれれば、援えん軍ぐんしてくれることもあり得ましょうが」

「逃げるさ。過去の戦せん闘とう記録はすべて頭にはいっているという自惚うぬぼれがあってな？　オーラバトラー戦がはじまるまでは、ハンラウゴの高度は上げつづけよ」

「逃げるには、低空のほうが有利かと？」

「それは追われてからのことだ。そのときのために高度は上げておく」

「ハッ！」

　艦長は、フォイゾンの実戦者の直感に感かん嘆たんをして、

「フォイゾン王ご自身の指揮である。見事、敵オーラバトラーを撃げき墜ついして、その手て柄がらを誇ほこれっ！」

　そう全艦に号令した。




　その直後に、オーラバトラー戦がハンラウゴの背後の空域で開始されたのだが、アの国のパイロットたちが、圧あつ倒とう的に実戦慣れをしていたために、一方的なものになった。エレクトロニクスに頼たよる戦闘でなければ、個人の技がものをいうのだ。

「ヘテロ三番、エレ様とリムル様を収容したら、ただちに離り艦かんだ！」

「ハッ！　ヘテロ、三番機。離艦いたします」

「ご武運を！」

「おうよ……」

　フォイゾンは、スピーカーからのエレの声の透とう明めいなひびきに頰ほおをゆるめても、艦かんには上じよう昇しようをつづけさせた。

「……三機っ、撃げき墜ついされました！」

　監かん視し兵の声は悲鳴でしかない。

　コード名、ヘテロと呼ばれるオーラバトラーは、一度ブリッジのまぢかに接近して別れの挨あい拶さつをすると、スィーウィドーの方位に全速力で突とつ進しんしていく。

「……そろそろ来るぞ？」

「王は、第二ブリッジに移動を」

「ウム……そうさせてもらうか……」

　フォイゾンは椅い子すから立ち上ると、背後の空中戦を遠望して、自艦のオーラバトラー戦隊の敗北の早さに、あらためてミの国の軍人たちは、とんでもなくしたたかな戦いをしたのだと思い知った。

　そんなことは、自軍の脆もろさを見ればわかることだと思えるがそうではない。フォイゾンのように理解し、想像することができるのは、もともと武人として物事についての想像力があり、実戦を知っているからである。

　フォイゾンが第二ブリッジの椅子についたときには、ハンラウゴは、降下運動にはいっていた。そこは、戦せん闘とう中につかわれる緊きん急きゆうブリッジで視界は悪い。それをおぎなうために、数本の潜せん望ぼう鏡きようが周囲に設置されているのだが、フォイゾンのための退たい避ひ壕ごうのようなものである。

　フォイゾンの立場上、そうそう危険な場所に居座るというわけにもいかず、このような処置に甘あまんじるのである。

「敵オーラバトラー、七機。我が艦の追つい尾びにはいりました」

「機き銃じゆう手には、引きつけてから射つように。後部大たい砲ほうは、オーラバトラー戦に対応しているのか？」

　フォイゾンは、大砲の弾だん丸がんのことを指し摘てきし、士官たちがそれをブリッジに確認しながらも、砲座にも直通で確認をとりもする。

　ズーン！　艦が揺ゆれた。

「見せい」

　フォイゾンは、衝しよう撃げきのあった方向の潜望鏡をのぞいて、黒こく煙えんが流れている光景のなかで、網もう膜まくを焼くようにフレイ・ボンムの筋が一いつ閃せんするのを観測する。

「ウッ……」

　身を引いていた。

「いかが……!?」

「気にするな。ハインガットかな。ドウミーロックかよく見えなかった」

　フォイゾンは、機械戦の得え体たいの知れない重さというものを感じて、自分にむいていないのではないか、という嫌いやな予感を打ち消そうとした。

　ザナドの戦隊は、カラカラの山さん塊かいに身を隠かくすところがないかと捜さがすように降下する艦かん艇ていが、フォイゾンが乗っている旗艦だとは知らなかったものの、オーラバトラーを全ぜん滅めつさせた勢いにのった追つい撃げきはすさまじいものになった。
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「……まちがいない。騎き士しソトロウ、急せくなよ」

　ジョクは、ハンラウゴのオーラバトラーがザナド戦隊と火線をまじえたのを目もく撃げきすると、ソトロウ機の脇わきにすべりこんで呼びかけていた。

「フォイゾン王が自分らにあのように声をかけて下さったということは、我らに独自に働いて良いというお心を感じます。パットフットさまとエレさまの名前を汚けがさないように、死に場所を得るつもりです」

「それが死に急ぎになるというのです！　戦場で情に溺おぼれて、なにができます！」

　その叱しつ責せきがあまりにも厳しかったので、ソトロウの機体がガクッと揺ゆれて、息を吞のんだとわかる。

「ハハハッ……」

　乾かわいたソトロウの笑いが、無線機に返ってきた。

「自分のような若じやく輩はいが、騎士にいうべきことではありませんが……地上界の自分の国の軍人が、昔の戦争で、まちがった戦い方をしたのをよく知っているから言えるのです！　感情に支配されて、なんで有効な戦法が行使できましょうか!?」

　第二次大戦の日本軍の実情など、ジョクは知りはしない。

　父などの世代の者が断片的に語ってくれたことや、テレビのドキュメンタリー番組、ゲームなどで見知っているていどの知識でしかない。それでも、ジョクは義務教育で現代史を勉強する間もなくすませてしまってきたことを不本意に感じていたし、多少の興味もあったから、覚えていることもあった。そういう知識を動員するのだ。

「ニホン軍の将兵は、不利な戦いの最後になると、敵の銃じゆう列れつの前に突とつ進しんするような戦法をつかったものです。そういう死に方が潔いさぎよいとされ、捕ほ虜りよになるのは恥はじと考えました。しかし、そのような戦法からは、国家も軍もなにも得たものはなかったのです。戦術も育たなかったのです。戦死が名めい誉よあることだと遺族たちが満足するだけでは、戦果にはならないのです。ですから、ニホンという国は、外国との戦争には勝てませんでした。まして、戦略論は育ちようがなかったのです」

「自分は、ピネガン・ハンム王から、変化する戦せん況きようのなかでなにをすべきか教えてもらったつもりであります。ウィル・ウィプスに突撃した王も、戦術的、政治的予想があってやったことと理解しています」

　ソトロウのその声には、情念を押おし殺しているのがよくわかった。

「パットフット様とエレ様のいらっしゃるラウの国は、我が国も同然であります。しかし、ミの国の者がおそばに残っていなければ、お二人方はお寂さびしいでありましょう……いや、これは、僭せん越えつ……自分はアの国にたいしては、どこまでも居い汚ぎたなく戦います」

「居汚なく執しゆう念ねん深く戦う!?……そうです。そうですよ。騎き士しソトロウ！」

「ジョク、そろそろだよ」

　チャム・ファウが、上の席からのぞいてくる。

「ン……」

「まだ神経が立っているね。いけないよ？」

「ソトロウたちのことを知らないからさ。フォイゾン王がいいことを言ったんだぜ？」

「あのジイちゃんがか？」

「……つぎの課題は、聖戦士殿どのが自分勝手の理り屈くつで落ち込まず、いつもいつも毅き然ぜんとして、凜りんとしたお姿であられることが、将兵の力になるということ。お忘れないように！」

「そうそう、ソトロウ！　あたし、ジョクにそう言いたかったんだ」

　唐とう突とつに飛び込んできたソトロウの声に、チャムはジョクの口くち許もとにあるマイクに飛びついて怒ど鳴なり返す。

「厳しいな……」苦笑するジョクに、

「無線はそろそろ切りましょう。聖戦士に期待しているわ！　ガンバッテ」

　割って入ってくれたマーベルが、最後は日本語で言ってくれる。

「イエス！　サンキュー！」

　ジョクが英語で応じて、騎士ソトロウは大だい丈じよう夫ぶだ、と納得できれば、自分には命を賭かけていいものが見当らないジョクにとっては、胸に痛いものが残るだけにはなる。

「……姿勢良し！　チャム、よろしくな」

　そういう号令をするのは、目の前で追われている人々を救出することに集中することで、自分の立場の空くう疎そ感を払ふつ拭しよくしたいからだ。そのために、チャムのような子でも、号令をかけるにはいい対象になる。

「はいっ！……もうちょい、左上！　高度差、千！　ミハンが出るよ」

　そんなジョクの気持ちを敏びん感かんに察しているだろうチャムは、叱しかるような声をジョクの後頭部から降らせてくれる。

　空中戦がおこなわれている空域から、数条のオーラ・ノズルの光が、ハンラウゴへ伸のびていくのが見えた。

「エレとリムルが乗ってった船だ。まちがいないよ。急いで！」

「やっているよ」

「ウソだ。遅おそいよ……あ!?　一機だけスィーウィドーのほうに逃にげて行くオーラバトラーがある」

　チャムの速度にたいする感覚も、その報告もジョクに動どう揺ようをあたえる。ジョクには、チャムが見たものが見えないのだ。

『ぼくを叱ってくれるフェラリオは、当てにしていい！』

　ジョクは、そう信じた。

「ミハン、急ぐなよっ！」

　もう無線はきっているのだから聞えはしないのだが、ジョクは、撃げき墜ついされたオーラバトラーがハンラウゴのものなら、ミハンの腕うでを心配した。ミハンは、四機のなかでは一番若いパイロットで、そのぶん血気にはやる怖こわさがあるのだ。

　すでに、ハンラウゴを追いすがる機き影えいの動きは、敵のオーラバトラーだと断定できた。

「敵影は八機か？」

「七つだよ」

「……！　ソトロウが？」

　ソトロウ機がミハン機に接するようにして、さらにその前に出ていこうとしていた。

「……敵に気づかれていない……上になるな？」

「ああ、全部いただきだねっ！　急いでっ！」

　チャムがどこか鷹おう揚ように構えているのは、ドレイク艦かん隊たいのときの戦いが頭にあるからだろうが、カットグラの遅おそさにはいらだっていた。

　ジョクは、カットグラの左右の腕にもたせている武器を機体に平行にして、楯たても胴どうによせていた。速度計の速度も遅くはない。

「火線、見える！」

　チャムの声と同時に、ハンラウゴの姿が稜りよう線せんのむこうに消えた。追撃するオーラバトラーが稜線をかすめるようにして上じよう昇しようし、そして、下に消えていく。

「……!?」

　対象物が見えなくなったときに、ジョクは焦しよう燥そう感にとらわれる。が、降下しているあいだはともかく、つぎに高度を上げるか水平飛行になった艦かん艇ていなどは、オーラバトラーの敵ではないのだから、迷うことなどはないはずなのだ。

「クッ……!!」

　ジョクは、オーラ・ノズルを咳せき込こませるようにして、その推力を許容量以上に引き出すようにしながら降下角度をつけて、正面の稜線ギリギリにつっこんでいった。

　その飛行は、三機の僚りよう機きを引き離はなすに充じゆう分ぶんの機動性をみせたはずだ。ジョクの操るカットグラは、基本の機体がおなじでも、このように性能差が出る。

　バゥーン！　と、正面の山の稜りよう線せんが音をたててせまった。

「よし！　行けーぇっ！」

　チャムが興奮してくれたが、そのときになって、ジョクはカットグラの進行方向を一気に右に寄せていた。

　そうせざるを得ない嫌いやなものを感じたのだ。機体がブレた。

「グヘッ！」

　チャムが呻うめき、カットグラが目標の稜線をこえて速度をゆるめる。

「そこっ！」

　カットグラの左手にもっていたフレイ・ランチャーのボンムが、稜線を構成している岩いわ肌はだをバブッ！　ドゴーン!!　となぶり、抉えぐる。

　その稜線のむこうからあらわれた一機には避よけられてしまったが、手前の一機にはフレイ・ボンムが直ちよく撃げきして、ザナド戦隊の一機のハインガットが装そう甲こうを溶よう解かいさせながら、岩肌を転げ落ちた。

　そのむこうのハインガットは上じよう昇しようして、ジョクは、その背後の後続の三機にたいして火線を張っている。

「クソッ！」

　ジョクは、背後に残した一機については、マーベルたちの誰だれかが相手をしてくれるから心配しなかったが、眼前に錯さく綜そうする谷間になにも見えなかったので、ギョッとしていた。

「どこだ！　チャム！」

「知らないっ！　見えないよ！」

　チャムのその絶ぜつ叫きようがおわるころには、カットグラはグンと足を伸のばして、その迷路のような谷間の上空に高度をとっている。

「……右！　三度かな!?」

　チャムの言うとおりだった。

　奇き岩がんの林と見える谷の上に黒い煙けむりが筋になって上るのが見え、ハンラウゴがやられたのかと思える。が、その想像は、打ち消す。

「…………!!」

　ジョクは、稜線がせまった直前に感じた嫌いやな感覚を反はん芻すうして、それが、いましがた遭そう遇ぐうしたハインガットの編隊ではない、と断定した。

『……ここまで侵しん攻こうするオーラバトラー戦隊なら、空戦終しゆう了りようの直後に、こちらの追つい尾びに気づいていたはずだ。だから、あの稜りよう線せんで二機のハインガットが待機していた。ということは、いまも、とんでもないところから出てくる敵機があってもいい』

　言葉にすれば、こういうことである。

　煙けむりの筋が伸のびている先を気にするのは一いつ瞬しゆん。ジョクは、そのうしろの空域を一いち瞥べつする。

「……!!」

　ハンラウゴを追尾しているはずの敵機五機のうちの一機が、真下にいたとわかれば、これだけは、チャムの指示を待つまでもなく、その攻こう撃げきを回かい避ひした。

　数条のロケット弾だんの尾おが扇おうぎ状じように空にひらき、カットグラはそのあいだを泳いだ。

「駄だ目めだ！　うしろっ！」

　チャムの絶ぜつ叫きようを聞くまでもなく、ジョクの背骨がヒヤッと冷えた。それほど直接的な圧あつ迫ぱく感がきた。

「ハウッ!!」

　カットグラのオーラ・ノズルが、真紅にそまったかも知れなかった。ドグッ！　と、ジョクの身体からだがシートにしずみ、チャムはゲェッと呻うめく。

　下背後からのザナド機のフレイ・ボンムとキャノンの攻撃を避さけたのだが、カットグラのオーラ・ノズルの過大なエネルギーの放出は、機体を下にねじり落していた。

「…………!!」

　逆さまの視界のなかで、ガベットゲンガーの機体が上に流れて見えて、『やられる!?』という意識と同時に、二度目の退たい避ひ運動をかける。

　機体をまっすぐにして、落下速度を倍加させると、コックピットが震しん動どうした。

「ギェーッ！」

　チャムの絶叫だ。ジョクは、楯たての裏に装備されているロケット弾だんを、自分を狙ねらい射ちしようとしているだろうガベットゲンガーにむかって連射した。

「……見えない！」

　背後というよりカットグラの足裏のむこうが見えないのだ。いまはチャムの監かん視し眼は死んでいる。

「ウッ！」

　せまるカラカラの大地と谷と奇き岩がんの列。

　カットグラは背後を切り立つ断だん崖がいにして、谷底に突とつ進しんしてから、羽根を拡げて上じよう昇しようしようとした。速度も落ちた。マイナスＧがかかる。内臓が口から飛び出すという衝しよう撃げきに歯を食いしばり、谷間の奇岩数メートルというところで、カットグラの機体を上昇に転じさせる。

　が、バジャッ！　と、カットグラの胴どう体たいに被ひ弾だんした衝撃がおそう。

　装そう甲こうの破片がまぢかに飛んだと視覚したが、コックピット内でも、なにかがぶつかって跳はねる音がした。

「ガベットゲンガー！」

　正面にキャノンをつかったが、敵は避よけた。フレイ・ボンムも放ったが、それは相手のフレイ・ボンムと激げき突とつして両機のあいだに炎ほのおの壁かべをつくってしまい、その熱気が、直接、肌はだに感じられる。

「…………!?」

　チャムの身体からだが、正面ハッチの方に飛んだのが見えたので、ジョクは、チャムが、シート・ベルトをはずしたのかと思ったが、ちがった。チャムの小さなシートが、チャムの背中についているのだ。シートの支柱が折れたのだ。

「…………!?」

　ジョクは、フレイ・ボンムの炎の壁がある一いつ瞬しゆんを利して、断だん崖がいの上に後退した。その視界のなかに、白い膜まくのようなものが浮ういているのが見えた。カットグラの羽根だとわかった。

　山やま勘かんでキャノンをつかい、弾たま切ぎれと知ってそれを捨てる。

　敵は、フレイ・ボンムを連射させて弾丸のバリアーにして、その間に、カットグラの上に出たのだ。

　ジョクはカットグラの右手に剣けんをもたせ、オーラ・ノズルを最大仰ぎよう角かくにして、機体に縦回転をさせながら、敵の下に回りこもうと高度を下げていく。

　しかし、カットグラの剣は沈ちん黙もくしているとわかる。艦かん隊たいに突とつ撃げきしたときの光はないのだ。

　どうしてかわからなかったが、ジャコバの剣がそのような状態であるとわかった。

『これでは、やられるぞ!?』

　その不安が、無線機に飛び込んでくるパイロットたちの交信を聞かせることになった。

「ミハン！」

「マーベルは！」

「ソトロウ！　カットグラの支し掩えんを！」

　そんな僚りよう機きの叫さけびが断片的に聞えても、事態を読む間などはない。

　息をして、全方位へ知覚を飛ばそうとするのだが、バイストン・ウェルに帰き還かんした直後に感じたような〝外界へのセンサー〟は作動しているようには感じられない。自分が塊かたまりになっているのではないか、と感じる。

　シートから離はなれたチャムは、コンソール・パネルの陰かげにしがみつくようにして、

「剣でっ！　おばあちゃんの剣で、やっちゃえっ！」

「それができないんだ！」

「ウッ……!?」

　自分が劣れつ勢せいに直面している呻うめきは、絶望にちかい。自分とおなじように、縦回転をするガベットゲンガーが剣で斬きりかかるのが見えたのだ。が、そのとき、ジョクはガベットゲンガーの形状がもつ怖こわらしさに、『なんでそうなんだ!?』と反応した。

　だから、カットグラの手にしたジャコバの剣がそれをうけた。

　カン!!　バジャーッ！

　剣けんと剣の激げき突とつと同時に、オーラ光のスパークが発し両機をつつみはしたが、艦かん艇ていを破は壊かいしたような強力なものではない。

『こいつ、バーンではないが、同等以上のパイロットだ』

　ジョクの全身の毛穴が音をたてるように汗あせを吹ふき出し、髪かみは総毛立つ。視覚のなかには、バッバッと大地がはしり、ハンラウゴのことは忘れた。この白兵戦の移動速度は、尋じん常じようなものではない。

「イェェエっ！」

　ジョクはカットグラに剣を使わせながらも、フレイ・ボンムをつかうが敵もおなじなのだ。

「なにやってんの！　なにをーっ！」

「……エェェェェ!!」

　チャムの絶ぜつ叫きようを振ふり切り、ジャコバの剣に願がん掛かけをしてカットグラに打ち下ろさせる。

　バッ！

　黒い固まりが正面のハッチ一いつ杯ぱいに拡がり剣が静止する。その衝しよう撃げきがコックピットを揺ゆさぶるのもかまわず、

「デエーッ！」

　カラテである。カットグラの脚あしに前まえ蹴げりをさせ、左足の蹴りもいれる。

「ウオッ!?」

　ジョクは、ガベットゲンガーのパイロットの野太い声を聞いた。無線をとおしてなのか、直接聞こえたのかは知れない。

「やってくれないのかっ！」

　ジョクはカットグラの剣が閃せん光こうを発するのを呼ぼうとしたが、敵は待ってはくれない。

　ガベットゲンガーの剣がカットグラの楯たてを叩たたき、カットグラの脚が、楯の下の腰こしを蹴っている。

　が、ガベットゲンガーの脚もそれに応じて、つぎのからみ合いのときに、ガベットゲンガーの足の爪つめが、カットグラのハッチを蹴り上げてきた。その衝撃の光景は、ジョクの眼前でカットグラの装そう甲こうの四散というかたちで見てしまう。

　シートから上体が前に飛び出していき、そこにハッチの装甲の破片がカウンターになった。

　ジョクの両りよう腕うでもカラテの受けの型をとって、顔をガードしたが、風が吹ふきこんだ勢いで身体からだがシートに押おし付けられる。

「……うあっ!!」

　チャムの声が遠くなるのがわかったが、構っていられない。

　カットグラの機体が跳はね飛ばされる勢いを利用して、牽けん制せいのフレイ・ボンムを発射して、逆落としのままの姿勢を大きくして、ジグザグに飛行にはいった。ガベットゲンガーの影かげは、左から右上方にぬけて、その方位からくるフレイ・ボンムの射線をよける、避よける。

　避けられるともわかるのは、敵のあの呻うめきから、そういう風にやるパイロットだとわかったからだ。

　その飛行のあいだに見える空に、チャムの姿を見つけようはないのは、数秒というあいだに起こっていることだからである。

　腕うでに痺しびれを感じながらも、高度百メートルから、石いし畳だたみのような奇き岩がんの隙すき間まにもぐりこむようにした。

　ガベットゲンガーのフレイ・ボンムの連射が、カットグラを追いきれなかったのは、ジョクが感知していたからであり、そのためにカットグラの運動が敵の意表をついていたからだ。




「……カットグラか!?」

　ザナドは、カットグラの機き影えいを岩の隙間に見失ったとき、ようやくそう呻うめくことができた。

　ザナドの望んでいた理想の白兵戦ではあるのだが、気合負けしているかもしれないという厭いやな感かん触しよくはのこった。

　身体がそれを覚えているのだ。

　応おう援えんがいたほうがいいとも感じたが、背後にはなにも見えなかった。

　ザナドが、ただの強気のパイロットではないのは、このような感性をもっているからだ。

「レッグス・グロ！　カットグラだ！」

「攻こう撃げきできない。戦線を離り脱だつする。ザナドも後退しろ！」

　かすかにレッグスの声がはいったが、その声を聞いて、ザナドはレッグスが後退する理由は了りよう解かいできた。しかし、目の前の敵にとどめを刺さしていない、という後こう悔かいの念が、ザナドを縛しばった。フレイ・ランチャーのエネルギーは、もう数射できるぶんだけあるのだ。楯たてに装備したロケット弾だんも一発。後退する気にはなれなかった。

　スィーウィドーの壁かべがはっきりと肉眼で見える距きよ離りになり、それは、地上の方に影かげが落ちながらも、天にいくにつれて夕方のオーラ光のなかに輝かがやいて消えていた。

「ウッ……!?」

　ザナドは、呻いた。

　先へ先へとカットグラの機影をもとめて、行きすぎた、と背後を見たとき、そこにカットグラがいた。

　気づいて反射的に左の楯たてのロケット弾を射ったが、カットグラはそれをすりぬけて剣けんを振ふってきた。楯でうけたが、脆もろくなっている楯は砕くだけるように散った。フレイ・ランチャーを発射しながら剣をうけて、横に走らせた。

　ザグッ！

　ハッチを斬きったはずだが、つぎにザナドは、カットグラの剣が機体にくいこんだ衝しよう撃げきを感じていた。

「ウッ……！」

　機体を下げたが、もう一度、衝撃がきた。その衝撃のなかで、ザナドは信じられないものを見ていた。

　ガベットゲンガーの右手が空に飛んでいたのだ。

「チーッ！」

　フレイ・ランチャーの連射をしたが、それは、パタと咆ほう哮こうをやめた。とすれば、後退しかない。

　ザナドは機体を煽あおって、舞まうようにして、カラカラの山さん塊かいに落下していった。




　ジョク機とザナド機の戦せん闘とうはそこまでだった。痛み分けである。そう、ジョクは、膝ひざから下を血でベトベトにして、上体を海老えびのようにまるめて、痙けい攣れんさせていた。

「……マーベル!?　ソトロウ……ミハン！　応答してくれっ……！」

　痛みのなかで、絶ぜつ叫きようはした。しかし、その無線機は、ハッチが二度の損傷を受けたときに、断線してつかえなくなっていた。

「くっそーぉ……」

　ハッチが砕けたときに両りよう腕うでで顔をかばったときに、装そう甲こうの破片をうけていたのだが、それは不思議と下半身に集中していた。最後の撃げき剣けんでは、コンソール・パネルを構成する板が吹ふき飛んできて、両足に裂れつ傷しようをつくっていたのだ。

　ハッチの隙すき間まからの風圧をよわめるために速度は減速させ、岩の隙間に機体をもぐりこませるようにした。

『スィーウィドーがあんなにちかくなっている……』

　それだけは意識した。

　それから逆算すれば、逃とう避ひ行動をとったハンラウゴと並進しているかも知れないのだが、敵編隊の動向がわからないのだ。スィーウィドーに逃にげ込むほうが、やさしいと思えた。

「マーベル！　騎き士しソトロウッ！」

　撃げき墜ついされているかも知れないという想像だけはやめて、革かわ鎧よろいを切りすてて、傷口に化か膿のう止どめだけはなんとしても塗ぬっておかなければならないと考えた。地上人の身体からだは、コモン界ではひどく脆もろいところがあると自覚しているからだ。が、その腕にも痺しびれがあり、血が滲しみ出していた。

「……しかし……よぉっ……」

　死ぬかも知れないとは思っても、恐きよう怖ふにまでは育つことがない。激痛がそのような思考を遮しや断だんしてしまうのだろう。

　なにかできないか、なんとかしたい、という思考だけが働いて、それも意識したものではなく、なにかしていなければならないという切せつ迫ぱく感から思うことだ。

　機体の咳せきこむ感じを、厭いやなものだ、と感じられた。

　マッスルのいくつかが切断されているのが、手にする操そう縦じゆう桿かんの手て応ごたえでわかったが、その腕を縛しばっている痛みと痺れのせいで、マッスルの感かん触しよくを正確に読めないのが、焦しよう燥そう感になった。

　ドズッ！

　機体が岩の壁へき面めんにぶつかり、ずり落ちるように降下していった。

「こんなときにッ！」

　それを持ち直させて機体を静止させたところで、ジョクは、またも景観の変った奇き岩がん帯に出ているのを見ていた。

　そこは、直径が三、四十メートルもあろう丸い岩が、冗じよう談だんのように転がって整列している平へい坦たんな岩場だった。しかも、その平坦さは本当にそこだけで、目を転じれば、スィーウィドーの海かい藻そうに似た巨きよ木ぼくの板いた根ねが、いくえにも重なった無限迷路のような丘きゆう陵りよう地ちが折り重なっているのである。

　そのむこうにあるスィーウィドーの森は、天までとどく壁かべをカーテンのようにそそり立たせて、夕方のわずかな光のなかにそのシルエットを暗くしていた。







　24　スィーウィドーが醸じよう成せいするもの







　母ぼ艦かんゼミガルの甲かん板ぱん上で自機の損傷をチェックしてから、ザナド・ボジョンが、待機所で戦せん闘とう報告を書くのは、軍の服務規程で決められているからやるのではない。そんなものは、犬にでも食わせればいいのだ。

　そうすることで、あらためて戦闘経過を思い出せれば、つぎの戦闘のときに役にたつこともあるからだ。だからメモは乱雑で、自分の目で見た敵の動きを図面にしてしまうこともある。

　この日の図面が数枚になってしまったのは、考えることが多かったからだ。

「……クソッ！　あれがカットグラなのはまちがいがない」

　戦闘経過を反はん芻すうしてみて、仕留められなかった自分の反射神経はボケたのではないか、と思う。

　しかし、艦隊を全ぜん滅めつさせたかもしれないカットグラの力などはどこにも感じなかったのである。ふつうのオーラバトラーにしか見えなかったのに、なんで撃げき墜ついできなかったのか、という悔くやしさだけザナドの感情を支配していた。

「……できたか？」

　騎き士しレッグス・グロが、ザナドの戦闘報告書のことを気にして、待機所をのぞいてきた。

「……気にいらねぇ……」

「ン……撃げき墜つい三。結構だな……それが最後の敵か？」

　レッグスは、敵機の動きを大きな矢印でメモをしたザナドのメモを見て、

「かなりてこずったんだな？……聖戦士のものか？」

「……二回目の攻こう撃げきのときに出てきた奴やつだ。早いというより、撃げき剣けんが強い。剣をあわせるまでは隙すきだらけに見える。力がこもっていないのだ。が、歯は応ごたえが強い」

　レッグスは、丸とばつ印と線だけの図解をめくってみて、「細かく動ける奴だな。これが、瞬しゆん間かん芸なら、人間の格かく闘とう技ぎそのままにオーラバトラーを動かせるパイロットだ」

「そうか!?　そういう奴だったんだ」

「そうだろう？　これは、格闘戦の業師に見える」

　体術が得意なのであろう。判読が難しいザナドのメモから、レッグスはそう判定をして、

「とすれば、こんな敵をよく牽けん制せいしてくれた。ザナドの働きがなければ、全機撃墜されていたかも知れん。おれはラウの戦せん艦かんにこだわりすぎて、弾だん丸がんとエナジーをつかいきっていたから、あとから出てきた新しい編隊からは逃にげるのが精せい一いつ杯ぱいだった……。ハインガットのエネルギーのキャパがあんなものだとはな……」

「あれは噂うわさのカットグラじゃありません。あれは、ちがう機体で……」

　ザナドは乱雑に書いてすませた報告書が取り上げられても、そのことは気にせず、対戦した敵が聖戦士のものではなく、別の地上人が操るものではないかとも思うのだ。

「……相手はラウだからな……」

　レッグスもザナドのメモを受領したつもりになって、新しい敵国、ラウの軍備規模のことを警けい戒かいするつもりになる。と、

「ザナドはどこかっ！」

「……誰だれだ……!?」

　レッグスもザナドも、その無礼な呼び声に、待機所を出た。

「騎き士しバーン……」

　ゼミガルの舷げん側そくにつけたドメーロから、オープン・デッキに降り立ったバーンが、帰投したオーラバトラーを見上げてから、騎士レッグスと長身のザナドに微び笑しようを見せたのだが、ザナドの目には冷笑とうつる。

「怒おこるな。ザナド。戦果は良いのだ。空くう襲しゆうの展開について、聞かせてもらいたい」

「騎士バーンに、でありますか？」

「嫌いやでも、わたしからも命令するぞ？　戦場での体験は、ひとり、自分のものではない。戦訓があれば、ただちに全軍につたえて己のものにしなければ、勝てる戦いにも敗北する。ガンルームに上れ」

　険悪な空気に包まれようとした三人のパイロットに、上じよう甲かん板ぱんから降りてきた作戦参さん謀ぼう長のケラン・ガラがラッタルの上から頭ごなしに命令してきた。

「ハァッ！」

　今回の出しゆつ撃げき全ぜん般ぱんについては、ザナドに一いつ端たんの責任はあるのだ。うけないわけにはいかなかった。

　しかも、カットグラと白兵戦を演じ、戦果もザナド隊がもっとも大きかったのだから、上官たちの反応は当然である。ザナドが無念だと感じるのは、しょせん、ザナドひとりの慢まん心しんを納得させていないからにすぎない。




「……よくわかった。ザナド隊の戦せん闘とう報告書は、ビショットの艦かん隊たいにまわしておく必要はありますな？」

「……ン……」

　バーン・バニングスがケラン・ガラにそう言えば、作戦参さん謀ぼう長のケラン・ガラは、四角い顔を大様にうなずかせた。が、それが、ザナドには気に入らない。

「自分にはわからんのです！」

「なにがだ？」

「カットグラは、騎き士しらが言うようなオーラ光のなにがしかを発するとか、超ちよう常じよう的な力をもっていたとか囃はやし立てているようですが、そういうことはなかったのです。だからこそ、大破はさせられんでも、中破させることはできました。しかし、自分には撃げき墜ついさせられなかった。これは自分の未熟と認めますが、カットグラは恐おそるべきものではない。なのに、なぜ、艦隊は、かくもカットグラに怯おびえて、再出撃しなかったのでありますか！」

「オーラマシーンは、聖戦士にも自由に操れるものではないということであろう？」

　騎士レッグス・グロが、ザナドをなだめようとした。

「オーラ・ロードにどうやって入れるのか、誰だれもわからんのといっしょだ」

　バーンが補足した。

「そういうものが判明するまでは、艦隊は怯おびえつづけるのか!?」

　ザナドの言葉がぞんざいになる。

「そんなことは言っていない。だから、ザナドの報告は、有益だったと評価している……ああ！」

　ケランは、入室してきた艦長が差し出した戦場の配置図を手にして、

「……我がオーラバトラー部隊が敵中深く侵しん攻こうしたということで、フォイゾンの艦隊は動どう揺ようして、戦線を中央に縮小しているようである。これも戦果だよ。ザナド・ボジョン」

　ケランは、そのメモをザナドに見せようとしたが、そんなものもザナドの興味の対象ではない。

「自分は一パイロットであります。戦略はわかりません……ラウの戦艦を追う前にカットグラにたいしていれば、やれたはずです。絶対に……」

　両りよう拳こぶしをテーブルに押おしつけてふるわせているザナドは、まるで我わが儘ままな子供という風でしかない。

「そんな調子では、つぎは、貴様がカットグラにやられるな」

「なぜだ!?」

　バーンは、ケランの前のメモを引きよせて、それを目にしながら、

「……今回の戦せん闘とうでカットグラがオーラの光を発しなかったのは、貴様ていどのパイロットにつかう必要がなかったからだと、なぜわからん？」

　別に皮肉ではなく、バーンは、自分の感じるままの事実を指し摘てきした。

「……なんだとぉ？」

「このメモに聖戦士の動きを解く理由も書いてあるよ。二回目に貴様たちが攻こう撃げきした戦せん艦かんは、ラウの旗艦ハンラウゴらしい」

「あの艦が？」

　レッグス・グロが身を乗り出したのは、その艦名が意味することは知っているからだ。

「フォイゾンが前線視察をしていたのだろう。聖戦士は、フォイゾンを守るために、ザナドを深追いしなかったのだ。オーラの光のような強力なものをつかうのも、やめていたのだよ」

　バーンはそのメモをケランに返すために、テーブルを立った。

「……聖戦士は、おれを舐なめていたというのか？」

　ザナドはテーブルを凝ぎよう視ししたままだった。

「そうだ。それがわかればいい。聖戦士は、貴様のガベットゲンガーと戦いながらも、貴様の器量をそう感じたのだろう？」

「それなりの打だ撃げきはあたえたのだ」

「撃げき墜ついしてから言え」

　バーンは、捨て台詞ぜりふをのこしてガンルームを退出したのだが、自分の推測から判断して、ジョクが深刻な敵に育っているのではないか、という想像を打ち消すことはできなかった。

『ジョクは、オーラの戦士、聖戦士たる所以ゆえんか……』

　その言葉に、バーンの焦しよう燥そうが凝ぎよう縮しゆくしていった。




　スィーウィドーはいつものように鳴っていた。

　天と地をつなげる海草が、大気のゆらぎに呼応して、その長大な茎くきと葉をゆるがせるのは当然であろう。

　しかも、一度、動きを覚えたスィーウィドーは、その動きをとめることがなく、いつも地鳴りにも似た音おん響きようをともなうものとしてそこにあった。

　傷ついたカットグラは、三枚の羽根をつかうことはできたが、スィーウィドーの海草に似た茎と葉のあいだをすり抜ぬけるように飛行するには、やはりおぼつかない。操縦するジョクの意識が、傷のおかげで朦もう朧ろうとしていたことも、カットグラを生気のないものにしていた。

「…………」

　足の傷口に塗ぬりこんだ軟なん膏こうがしみて、その痛みが規則的に全身を痙けい攣れんさせた。が、ありがたいことは、傷にはいいようだという痛みにかわってはいた。熊くま胆のいのような真黒な軟なん膏こうは、地上界のそれとおなじで、熊くまの胆たん囊のうを乾かん燥そうさせたもので、健けん胃い剤ざい、強きよう壮そう剤ざいとして服用するものなのだが、ここでは、その胆たん汁じゆうを乾燥させてすりつぶしたものに、十数種類の薬草を練り込んだもので、万能薬として用いられているものである。

　消毒と止血効果もあり、湿しつ布ぷ剤ざいにもなった。

　しかし、筋肉の筋が切れているのではないかという激痛と骨折の疑いもある傷に、ジョクは気絶してしまいたい誘ゆう惑わくに駆かられる。意識が弛し緩かんして、マイナス思考に支配されれば、そうもなろう。

「チャム……生きていろよ……」

　気絶はしたいが、死にたくなければ、現実の問題に頭をもっていくようにする。

　そうしなければ、コモン界でもっとも不可思議といわれるスィーウィドーの森で墜つい落らくすることになる。そうなったら、オーラバトラーの機体など、絶対に発見されることはない。方位も見定められるものではないほどに深く、また高く広大な森なのである。

『それは……切ない……！』

　そうは思うから、なんとしても、フォイゾンが教えてくれたゴラオンの建造場所までたどりつきたいのだが、フォイゾンからしめされた侵しん入にゆうコースをつかうわけにはいかないのだ。

　あくまでも、逃にげこんだというかたちをとって、フォイゾンがしめした場所に行くようにしなければ、敵の追つい撃げきを巻くことはできないと思えるからだ。

　ズシ、と機体に落ちるものがあれば、それは、スィーウィドーに生息する海鼠なまこに似た生物であったり、翼つばさをもったうつぼのようなものだったりした。

「あれに食われるのではな……！」

　痛みを忘れるために、懐かい中ちゆう電灯を口にくわえて、無線機の裏側の線をつないでみて、電池と接続する仕事はなんとか完かん了りようさせることはできた。しかし、こんな巨きよ大だいな海草に似たものが林立するなかでは、考えるまでもない電波障害のために、つかえるものではない。

　闇やみが迫せまっていた。

　スィーウィドーの茎くきと葉と、それらを空にささえるための気き囊のうといわれるものの識別もつかなくなっていた。

　正面のハッチは、かなりの隙すき間まがあって、そこから覗のぞくように操縦するが辛つらくなった。しかし、身体からだもいうことをきかなくなり、夜目もきかなくなる。視力がかすんでいくなら、せめて照明装置をつかいたいと考える。が、それは、絶対にできないのだ。

　機体が、海かい藻そうの葉の塊かたまりにザワッと突つっこんで、停止してしまった。

「ウック……」

　それを下に避さけて前にすすむと、ベチャという濡ぬれた音がして、空飛ぶうつぼが、ハッチの割さけ目から飛びこんで張りつくのが見えた。ルビーのように赤く光る眼で、それがわかった。

　両りよう腕うでの痛みをこらえて、小しよう銃じゆうをつかってしまうのは、それほど気味が悪いものだからだ。

　銃火の閃せん光こうはとんでもなく明るく、銃声も大きなものに聞えて、

「冗じよう談だんじゃない……!!」

　ジョクは、追手のことをとんでもなく気にしていたのに、これですべてがダメになってしまったのではないかと、絶望感にとらわれはじめた。

　そして、人が死んでいくということは、ひとりの問題ではないのではないか、と思いつく。

　なぜなら、ここでジョクが死んでいってしまって、誰だれも痛つう痒ようを感じないということはない、と想像できるからだ。ジョクていどでも死んでしまえば、

『カットグラ一機損失……それだけでも、ダメージだものな……』と考える。

　見知った男たち女たちの顔も思い出せたし、それらの人々は、すこしは悲しんでくれるだろうからだ。が……、

『ばあちゃんより先に死んだら、ばあちゃんに叱しかられる……』

　それは、悲しみなのだろうか？　そうではあるまい、とも想像する。

『……ここで死ぬにしても、誰かに知っていてもらわないと死にきれないな……寂さびしいし、寒いからな……そうか、それが厭いやだから、人間って奴やつは、だれかに好かれていたいと思うんだ……名を成そうともするんだ……』

　が、人は、他人の死の問題を悲しむのではなく、自分たちの事態に影えい響きようがある死を悲しみ、動どう揺ようするのではないか、とも想像できた……。

　自分たちのつごうを考えて嘆なげき悲しむ……のではないのか……？

　グラッ！

「うわっ！」

　ひしゃげたコンソール・パネルに胸があたった。足に力がはいってしまって、激痛が脳天まで反はん響きようした。カットグラの機体がズルズルと落下する感覚を感じながらも、気が遠くなっていく気持ち良さに、全神経をまかせるしかないと感じる。

　もう、覚かく悟ごをするという暇いとまはなかった。

『負けた……』

　しかし、そのときになってジョクの意識を喚かん起きするものが、ジョクの視覚をうった。

　薄うす明あかるい光！……？

　それが、スィーウィドーの巨きよ大だいに太い根の網あみのむこうに見えた。が、カットグラの機体は、網のようになったスィーウィドーの根のあいだに這はいつくばるように落ちていた。その衝しよう撃げきでジョクは一度気絶をした。そして、

『……なんの光だ……』

　その意識で頭を回復させていった。

　その光は人工的な電気のものだった。蛍ほたるのような柔やわらかいものではなかったが、それでも、人の目につかないようにひそやかに、それでいて、かなりの範はん囲いにひろがって見えたと思い出せる。

「……光か……」

　カットグラの機体をゆったりと起していきながら、無線のスイッチをいれてみた。コックピットの闇やみのなかに、ガリガリッとノイズがはじけて、その音が、周波数を探っていく気力を奮い立たせてくれる。

　胸と腕うで、それに足の痛みのために、全身から冷ひや汗あせがジトジトとにじみだして、呼吸をするたびに革かわ鎧よろいが張りついて、ほかの打だ撲ぼくのある部分をこするようにした。

　前方の闇のなかにある光景に、目がなれていった。

「ビルディングじゃないのか……？」

　微び弱じやくな出力ながら、無線機にパイロット同士の交信が飛び込んできた。ラウの軍のものだ。

『ビルがこんなところにあるわけがない。ゴラオンなんだ。フォイゾンは、こんなところで、本当に巨きよ大だい戦せん艦かんを建造していたんだ……』

　現物を見るまでは信じられなかったのは、当然のことである。

　技術の側面を考えれば、ウィル・ウィプスにしてもゴラオンにしても、そんなものを建造できるような時間は、コモン界にはなかったはずなのだ。

　しかし、現実には、周囲を警けい戒かいするような薄うす暗ぐらい照明のなかに浮うき上っている建造物は、数十の巨大なクレーンであり、船底を隠かくしているドックだった。

　そして、そのさらにむこうには、二、三十階建てのビルではないかという構造物が、スィーウィドーの海かい藻そうのようなシルエットのあいだにほんのりとあったのだ。

『……どうなっちまうんだ……？』

　そう思いながらも、ジョクは、無線機の発信スイッチをいれていった。

　敵にたいして警けい戒かいしすぎているオーラバトラーがいれば、まちがって狙そ撃げきされるかも知れない危険な立場ではある。

　しかし、ジョクには、もう目の前のものにすがるしかないのだ。

　敵であってもいいのだ。ひとりで死ぬよりは、痛みを堪こらえるにしてもひとりよりは、人が欲しい。

　その気持ちが、ジョクに無線をつかわせていた。

「……ゴラオンへ。ゴラオンへ……。こちらはカットグラ。ハゼだ。接せつ触しよくを許可されたい」

　あとは任せるしかないと思ったとたんに、ジョクは気絶していた。
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